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第０話　執しつ事じくんの告白





「――もう、ただの友だちじゃ嫌なんだ……っ」

　夏祭り。

　花火が舞う夜空の下で。

　近衛このえは、その言葉を――ただただ一生懸命に告げた。

「………は？」

　聞き返すこともできずに、俺おれはただポカンとしてしまう。

　もう、ただの友だちじゃ嫌なんだ。

　響き渡る花火の轟ごう音おんの中でも、近衛のアルトボイスはちゃんと俺の耳まで届いていた。

「…………」

　………。

　……いや。

　ストップストップ。

　なんだよ、その意味ありげなセリフは。

　明らかに俺の予想を超えている。

　すげえピンチだ。

　こんな場合、バレーやバスケットならすぐさまタイムアウトを取って一度心を落ち着かせるんだろうが、悲しいことに人生にそんな便利なもんはありゃしない。

　なので、思考スタート。

　回れ、脳ミソ。

　そもそも友だちじゃ嫌だってことは――友だち以上になりたいってことだよな。

「………っ」

　あ、あれ？

　おかしいぞ。

　ちょっと待ってくれよ。

　その理屈だと……今のセリフって……ま、まさか……っ。

「……あっ、ち、違うぞっ！」

　俺おれがずっと黙っているのが気まずかったのか、近衛このえは焦った様子で口を開いた。

「違うって……何が？」

「っ！　だ、だから、今のはその……こ、こここここ告白とかじゃなくてだなっ！」

　手をバタバタさせながら必死に弁明する執しつ事じくん。

　告白じゃないって、だったら今のはなんだったんだ？

「だから、その……さっきの友だちじゃ嫌だっていうのは……告白とは違う意味で……」

　そこで、再び場を支配する沈黙。

　うっと近衛は何やら考え込んだあとで――。

「………………親友」

「親友？」

「そう！　親友だ！　今のセリフはボクと親友になろうって意味だ！　勘違いするなよ！　告白とかじゃないぞ！　絶対に違うんだからなっ！」

「いや、それはわかったけどさ」

　でも、親友って。いきなりそんなこと言われましても。

「別にいいだろう？　だって、前におまえはクラスメイトの一人を親友だって言ってたじゃないか」

「それって黒瀬くろせのことか？　確かに、あいつとはクサレ縁だけどさ」

　なんだかんだで付き合いが一番長いしな。中学のときは二人で組んで色々ムチャをやったりもした。今となってはいい思い出である。

「もしかして、嫌なのか？」

　どこか不安げなアルトボイス。

　頼りないのか、近衛は祈るみたいに胸の前で手を合わせていた。

「ジローは、ボクと親友にもなりたくないのか？　だったらいいんだ。別に、ボクはおまえが嫌ならそれで……」

「ちょ、待てって！　なんでそんな話になるんだよ！」

「だ、だって、返事をくれないから……」

「いきなり言われたから驚いただけだよ。嫌なわけないだろ」

「……え？　じゃあ……」

「ああ。もちろん」

　近衛このえを安心させようと、力強く頷うなずいておく。

　親友。

　英訳するなら「ディアフレンド」ってとこだろう。

　改めて意識するとちょっと恥ずかしい響きなんだが、悪くはないさ。

　そう、悪くなんかない。

　それで――コイツが喜んでくれるなら。

「ほら、記念に握手しとこうぜ」

「……あっ、ありがとう……」

　俺おれが握手を求めて手を差し出すと、近衛も小さな手で握ってくれた。

　温かい掌てのひら。

　女性恐怖症の発作が起きるから、ほんの一瞬しか触れていられないけどさ。

「でも、なんでいきなりこんなこと言い出したんだ？　ちょっとビックリしたぞ」

　パッと手を離してから訊たずねる。

　近衛と俺は学園でもよく二人で昼メシを食べるくらい仲が良いんだが、どうしてこんなに突然……。

「そっ……それは、夏休みの間は学園にいるみたいに毎日会うわけじゃなかったし、互いの友情を確認する意味も込めてだな……っ！」

「確かに毎日は会ってないけど、夏休み中も課外授業とかでちょくちょく会ってたじゃねーか」

　俺の通う私立浪嵐ろうらん学がく園えんには夏休み課外授業なんて忌まわしいものがあって、クソ暑い炎天下の中を登校しなくちゃならない。めんどくさいったらありゃしねえ。

「っ！　べっ、別にいいだろう！　悪いことじゃないんだからっ！」

　何かをはぐらかすみたいな、やけに強い口調で言われてしまった。

　まぁいっか。

　近衛の気まぐれだったのかもしれないし。

「何にせよ。これからもよろしくな、親友」

　響き渡る轟ごう音おんの中。

　俺おれは、近衛このえにしっかりと自分の言葉を伝えた。

　そう――もう夏休みも終盤。

　夏休みが終われば、もうすぐ二学期が始まる。

　だから悪くないはずである。

　近衛と、親友になるのは――。

「……うん。そうだな。ボクたちは…………親友だ」

　しかし。

　せっかく約束を交わしたってのに、近衛の表情はどこか嬉うれしそうじゃなかった。

　……あれ？

　ちょっとおかしいような。

　けど、コイツの方から親友になりたいって言ってきたんだ。

　内心ではきっと嬉しいに違いない。

　だから――この表情は恥ずかしがってるだけなんだろう。

　そんな風ふうに結論づけた俺は、彼女から目を逸そらして、夜空を彩る花火に視線を移した。



    


  
    
      



    


  
    
      
　

第１話　にゅ！





　非常に唐突な質問で申し訳ないんだが、課外授業ってどう思う？

　ちなみに俺おれは大嫌いだ。

　夏休みの真まっ只ただ中なかに行われる課外授業なんか特に最悪。何が悲しくて最高気温が38℃を超える猛暑日に外出しなければならないのか。誰だれだってクーラーが効いた部屋でマンガなんかを読みながらゴロゴロしたいはずである。少なくとも俺はそう。

　そう――本日は８月27日。

　あの駆け落ち旅行から約二週間後。

　凄すさまじく憂ゆう鬱うつなことに、夏休み課外授業最終日であった。

「ジローくん。課外授業って、ちょっと退屈じゃない？」

　鬱うつ屈くつした俺の心境とは正反対の涼しげな響き。

　隣の席を見ると、そこにいたのはこんな季節だってのに特別製のフリフリでゴスロリな制服を着込んだお嬢様。

　涼月すずつき奏かなで。

　彼女は、黒髪ツーサイドアップをちょこんと揺らしながら微笑ほほえんでいた。

　ご覧の通り、俺の席は涼月の隣。

　不運なことに、一学期に行われた席替えで俺が引き当てたのはこの忌まわしいポジションだった。呪のろわれてる。こんな席に座るくらいなら全身にハチミツを塗りたくってグリズリーに握手を求めにいく方がまだマシだろう。

　なにせ、お隣さんは悪戯いたずら大好きお嬢様。

　デビル涼月。

　他ほかのヤツらは気付いてないが、俺は知っている。可愛かわいい顔をしてるが、コイツの本性はダウン×ウンのツッコミの方ばりのドＳなのだ。

　厄介なことに、そんな彼女の最近のマイブームは俺で遊ぶことらしい。面白くて笑えることが大好きなんていう困った性癖を持ったこのお嬢様のせいで、二年生に進級してからの俺の人生は波乱万丈一直線である。

「ねぇ、ジローくん」

「うるせえ。おまえは優等生だろ。だったら大人おとなしく授業を聞いてろよ」

　席が一番後ろなこともあってか、涼月はときどきこんな風ふうに俺だけにしか聞こえないくらいの小声で話しかけてくる。課外授業だってのに、ご苦労なことですな。

「だって、退屈なんだもの。それに、私はちゃんと予習してるから」

「俺はそんなもんしてねえぞ」

「それじゃあ先生にさされたら大変ね」

「ああ、すげえ大変だな」

「きっと血がたくさん出ちゃうわ」

「そっちの刺される!?」

「ジローくんの最後の一言は、『くそっ、昨日ちゃんと予習をしておけば……！』」

「予習しても対応しきれない事態だと思うけど！」

「だったらせめて復習だけでもしないと」

「死んじゃったら無理だろ！」

「違うわ。私が先生に復ふく讐しゆうするの」

「まさかのリベンジ!?」

「これが――彼女にとっての本当の課外授業の始まりだった」

「物語のプロローグっぽく締めてんじゃねえよ！」

　いやな課外授業だ。

　復讐は憎しみの連鎖を生むだけである。

「いいじゃない、プロローグ。もうすぐ夏休みも終わって、二学期が始まるんだし」

「そんな殺さつ伐ばつとした二学期は送りたくねえんだよ」

「夏休みは楽しかったものね」

「まあ、海に行けたのはいい思い出になったけどさ」

「ふふ。思い出せば、いろんなことがあったわ。ジローくんが、ビーチでライトセイバーの餌え食じきになったり」

「ライフセイバー。わざと間違えんな」

　なんで海水浴場にジェダイの騎士が来てんだよ。そして餌食にもなっていない。ビーチで身柄を拘こう束そくされたのはオッサンだ。

「……はあ」

　まあ、こんな感じで。

　この席になってからというもの、俺おれは授業中にもかかわらずこのお嬢様のヒマ潰つぶしにつき合わされている。しかも大体こっちが居眠りしそうなタイミングで。おかげで下へ手たに反論できん。「あなたが眠らないようにと思って」と言われてしまえばそれまでだからな。

「ジローくん」

「なんだよ。まだなんかあるのか？　さすがにこれ以上喋しやべるとマズいぞ」

　幸い、今現在教きよう壇だんに立っているのは二十四歳の新任女性教師・山川やまかわ先生。かなり大らかで若干天然ボケな性格らしく、多少しゃべっても注意されない。

　そのせいで周りの席のヤツらも俺たちと同じようにヒソヒソコソコソやってるんだが、いい加減怒られてもおかしくねーぞ。

「もう少しなら大丈夫よ。それに、せっかくのチャンスなんだから」

「チャンス？」

「そう。だって――ここにはスバルがいないもの」

「いないって……」

　いるじゃん。

　一番前の席だけどさ。

　目を向けると、近衛このえは教室の最前列でマジメに授業を聞いていた。さすがはスバル様。優等生の仮面を被かぶってるだけのどっかのお嬢様とは違いますね。

「私たちの会話が聞こえないって意味よ。ほら、私があなたと会うときは大抵スバルがいるでしょう。あなたとゆっくり二人きりになれるチャンスなんて滅めつ多たにないもの」

「……むっ」

　そういやそうか。なにせあいつは男装執しつ事じ。鍛え抜かれたシェパード犬のように主あるじに従順。涼月すずつきとは常にマンツーマンディフェンス状態である。

「だから今がチャンスなの。――実は、ちょっとジローくんに訊ききたいことがあって」

　涼月は、軽く息を吸ってから、



「最近――スバルと何かあった？」



　かなり簡潔に、そう尋ねてきた。

「……はあ？　いきなり何言ってんだおまえ」

「いいから答えて。あの子、最近ちょっとおかしい気がするのよ。なんていうか、あなたを避けてるっていうか」

「………」

　ついつい無言になる俺おれ。

　避けてるって、近衛が俺を？　えーっと、どうなんだろう。言われてみれば、あの花火のときに『親友になろう』って約束したわりには、最近あまり話していないような。でも、特に心当たりもないし……。

「さぁな。大したことはなかったと思うぞ」

「本当に？」

「ホントだって。けど、なんで俺に聞くんだよ。そんなの近衛に訊けばいいじゃねーか」

「……それが、そうもいかないのよ」

　言って、涼月は憂ゆう鬱うつそうに小さなため息を吐き出した。

　むむ、珍しいな。このお嬢様がメランコリーとは。弱点も欠点もない悪魔のような女のくせに。

「実は昨日、その件について訊きいたんだけど、ごまかされちゃって」

「ごまかされたって……」

　マジかよ。あの近衛このえが主あるじに逆らったってのか。にわかに信じがたい事態である。

「それどころか『どうしてそんなことを訊くんですか!?』って聞き返されちゃったの」

「ちなみに、どんな風ふうに質問したんだ？」

「え？　それはもちろん、『スバル。今日の下着は何色？』って」

「質問の内容がおかしくねえか!?」

「あの子、私に言えないような色の下着を身に着けてるのかしら」

「心配するポイントまでズレている！」

「大丈夫。肝心な部分はズレてないから」

「へ？」

「私はこう質問したのよ。『スバル。今日の下着は何色？　って、ジローくんに問いただされたんでしょう？』」

「確かにそんなことしたら避けられるけどさ！」

「正直に言って。今ならあなたの罪は許されるわ」

「異議あり！　ちゃんと近衛に聞けば潔白だと証明してくれるはずだ！」

「そう？　果たして、ちゃんと証明してくれるかしら」

「なっ……」

「だって、こういうことでしょう？　ジローくんが『スバル、おまえの下着が真っ白だと証明してくれ』って言って、それを聞いたスバルが『わ、わかりました、ご主人様……』と恥ずかしがりながらも服を脱ぎだして……」

「そっちを証明して欲しいわけじゃねーよ！」

　どんなエロプレイだ。

　今授業でやってる数学の証明問題よりも難易度が高そうだぞ。

「まあ、冗談はほどほどにして。本当に心当たりがないの？　私の勘では、あなたにも関係があると思うんだけど」

「………」

　うーん、そんなこと言われてもなー。もう一度よく考えなおしてみる。やはり、最近起こったことで何か問題が……。

「よく考えて。私はスバルが一人で悩んでるんじゃないかって心配なのよ。ほら、あの子って生き真面目まじめだし、問題をギリギリまで一人で抱えこんじゃうタイプでしょう」

「それは俺おれもなんとなくわかるけどさ」

　たぶん、前の刃物恐怖症の件もそうだ。そのせいで、近衛と涼月すずつきは長い間仲良くできなかった……。

「………」

　もしかして――コイツはそれが怖いのか？

　また近衛このえと友だちじゃなくなってしまうのが。

　だから、こんなに真剣に――。

「もう一度聞くわ、ジローくん。何か心当たりはない？　なんでもいいの。ほんのちょっとでも気付いたことがあったら私に……にゅ！」

「にゅ？」

　………。

　気のせいかな。

　今、涼月すずつきが喋しやべってる途中でやけに可愛かわいらしい声を出したような。

「にゅ！」

「………」

　……落ち着け、坂町さかまち近次郎きんじろう。

　今再び隣の席の涼月の口からすごく可愛らしい声が聞こえた気がしたが、きっと気のせいに違いない。

　そう、ここにいるのは涼月奏かなで。クール＆ビューティー。浪嵐ろうらん学がく園えん全男子の憧あこがれにして、完かん璧ぺき超人の名を欲しいがままにするお嬢様だ。

　当然、弱点なんかありゃしない。

　そんなコイツが、あんな可愛らしい萌もえキャラみたいな声を出すか？　今の「にゅ！」の方が一回目のときよりも明らかに大きかった気がしたが、きっと俺おれの聞き違いなんだろう。

「おい、なんだ？　今の可愛い声」

　げっ。

「うん、わたしも聞こえた。なんか後ろの方からしたような」

　授業中だってのにざわざわと騒ぎ出す教室内。

　どう考えても原因はさっきの「にゅ！」である。

　……おかしい。

　明らかにおかしい。

　まさか、さっきのが俺の聞き間違いじゃないとすれば……。

「お、おい、涼月？」

　周りに悟られないように小声で話しかけた。

　そこにいたのは両手で自分の口を押さえたままでフリーズしている涼月奏。

　珍しいことに、その目は驚きよう愕がくに見開かれている。

「大丈夫か？　もしかして体調とか悪いのか？」

「……え？　ど、どうして急にそんなことを聞くのかしら」

「いや、だっておまえ……『にゅ！』って」

「き、気のせいよ。よく考えてジローくん。この私がそんなアニメキャラみたいな声を出すわけがないじゃない」

「でも……」

「し、しつこいわね。私はなんともないって言ってるにゅ」

「言ってるにゅ!?」

「……あっ。ち、違うにゅ！　これには訳わけがあるにゅ！」

「………」

　……こ、壊れた。

　大変だ。

　あまりにも突然だが、僕らの涼月すずつきさんが壊れてしまった……！

「そ、そんな哀れむような目で見ないで欲しいにゅ！」

　相変わらず可愛かわいらしく「にゅ！」を連呼している涼月。

　なんだこれ。ひょっとして新しいデレ月さんのパターンなのか。まさか第二形態があるとは。「私はあと二回変身を残している」とか言い出さなきゃいいけど。

　何にしてもマズい。

　ますます騒ぎ出す教室内。

　このままじゃ、いずれ周りのヤツらも音の発信源に気付くぞ。

「山川やまかわ先生！」

　教室に広まりだした喧けん騒そうを切り裂くアルトボイス。

　近衛このえだ。

　最前列で授業を聞いていた執しつ事じくんが、挙手しながら勢いよく立ち上がった。

「すみません。突然ですが、お嬢様の体調が優れないようなので、ボクが保健室までお連れします」

「ええ？　でも、いきなりそんなこと言われても……」

　突然のことに山川先生も呆ぼう然ぜんとして……いや、この人は普段からこんなだったか？　大らかというか、ボーっとしているというか。リアクションがどうも希薄だ。

「むっ。仕方ありません。このままではラチが明かないので、ちょっと廊下に行って二人きりで話しましょう」

　先生の態度に痺しびれを切らしたのか、近衛はつかつかと歩いていって山川先生の腕を掴つかんだ。そのまま強引に教室のドアを開けて、廊下へと出ていく。むむ、まさか強引に説得する気か。

　待つこと三十秒ほど。

　ガラっと再びドアが開いて、今度は山川やまかわ先生一人だけが戻ってきて。

「涼月すずつきさん。早く保健室に行きなさい」

　はやっ！

　思わず脳内でツッコミを入れてしまった。周りの生徒たちもざわざわと騒いでいる。いや、だって態度変わりすぎだもん。さっきと言っていることがまるで逆ベクトル。一体廊下で何が……。

「それと、坂町さかまちくん。きみも一緒に行ってきて」

「はあっ!?」

　唐突なご指名に、俺おれは思わず席から立ち上がっていた。

　いやいやいや。なんで俺に白羽の矢が立つんだ？　授業をサボれるのはラッキーかもしれないが、それ以上に何かとんでもなく不吉なことが起こる予感がする。

「先生！　どういうことですか！　理由を説明してください！」

　当然のごとく抗議する俺。

　しかし、山川先生は珍しく毅き然ぜんとした態度で、

「だって、きみは成績が悪いもん」

「マジすか!?」

「実は前々から思ってたんだよね。一度診てもらったほうがいいんじゃないかって」

「そんな衝撃的なカミングアウトをしなくても！」

「だから、早く手術を受けてきなさい」

「うちの保健室にそんな設備はねーよ！」

「だ、黙りなさい！　生徒のくせにつべこべ言うんじゃありません！」

「なっ……」

「きみが早く行かないと私が近衛このえ先生に怒られちゃうでしょ！」

「なんで近衛のことを『先生』って呼ぶんですか!?」

　先生はあんただろ！

　くそっ、さては近衛のヤツ、何らかの方法で山川先生を脅迫しやがったな。さすがに暴力は使ってないと思うが、あの大らかな山川先生をここまで豹ひよう変へんさせるとは……！

「ありがとうございます、山川先生」

　口調がおかしいのを隠すように、涼月は小さな声でお礼を言った。

　そのまま席から立ち上がり、当然のように俺のシャツの裾すそを摘つまんで教室のドアまで引っ張っていく。ううっ……結局こういう展開になるのかよ。

「お待ちしていました、お嬢様」

　ドアを開けて廊下に出ると、そこで待っていたのは近衛だった。

「お嬢様。やはりさきほどの『にゅ！』は、例の……」

「ええ。あなたの予想通りにゅ。まったく、嫌になっちゃうにゅ。まさかこんな場所で発作が起きるなんて」

　人ひと気けのない廊下を歩きながら、話し合う主あるじと執しつ事じ。

　発作って……やっぱり、「にゅ！」と何か関係があるのかな。

「近衛このえ。これはどういうことなんだよ」

　連れ出したんだからせめて説明くらいしてくれないと困る。

　そういう意味を込めて話しかけたんだが。

「うっ……」

　なぜか。

　近衛は、俺おれから視線を逸そらしてぷいっとそっぽを向いてしまった。

　……え？

　なんだよ、そのリアクション。

　ひょっとして、涼月すずつきの言ってた通り、本当に近衛は俺を避けてるってのか？

「ジローくん、私が説明するにゅ」

　俺と近衛の沈黙が続かないようにするためなのか、涼月が切り出してくれた。語尾には相変わらずの「にゅ！」。いつも入るわけじゃないから、どうやらランダムっぽい。

「実は、私には学園の誰だれにも言ってない秘密があって」

「秘密？」

「そうにゅ。……言っておくけど、私だって好きでこんなアニメキャラみたいな口調で喋しやべってるわけじゃないにゅ。ジローくん、これはね――」



　――私の、唯一の弱点なの。



　そう告げて、涼月は真剣な表情のままで「にゅ！」と可愛かわいらしい声を出した。



　　　♀×♂



「しゃっくり？」

　辿たどりついた保健室。

　ちょうど保健の仲本なかもと先生が留守だったせいか、無人だったそこで涼月は説明した。

「そう、しゃっくりにゅ。私って、しゃっくりが出始めるとなかなか止まらないにゅ。ほら、こんな風ふうに」

「こんな風にって……」

　語尾に「にゅ！」をつけてしゃべってるようにしか聞こえないんですが。

「私のしゃっくりってちょっと特徴的らしいにゅ。それで、タイミングよく語尾に出ちゃうことが多いにゅ。ジローくんにここに来てもらったのは、このしゃっくりを止めるのを手伝ってもらうためにゅ」

　言いつつも、「にゅ！　にゅ！」としゃっくりを連発している涼月すずつき。なるほど。語尾につく形と、単発で出る形。その２パターンがあるわけか。

「でも、なんでそれが弱点なんだ？　語尾に『にゅ！』ってつくだけだろ？」

「ええ。実際そうなんだけど、なんていうか……」

　はあっ、と。

　涼月は忌いま々いましげにため息を吐き出してから。



「今の私って、周りの人からかなり可愛かわいく見えちゃうらしいにゅ」



「………」

　……すごいね。

　かなり可愛く見えちゃうらしいにゅ、だってさ。

　涼月は歯はに衣きぬ着きせぬタイプだと思ってたが、まさかそんな自じ画が自じ賛さんをしちゃうとは。

　いや、実際可愛いから許すけどさ。

「誤解しないで欲しいにゅ。私がこの口調で喋しやべっていると、やけに可愛く見えないかってことを言ってるんだにゅ」

　俺おれの思考を読んだのか涼月は釘くぎを刺した。

　……言われてみれば、確かに。

　なにせコイツは涼月奏かなで。

　要はギャップなのである。

　普段は落ち着いた雰囲気を持った深しん窓そうのお嬢様であるコイツが、「にゅ！」なんて可愛い声で言ってると、ギャップがあってやけに可愛く見えてしまう……って、あれ？

　なんか、やけに胸がドキドキしてきたような……。

「――落ち着くにゅ、ジローくん」

　涼月の声で、俺はハッと我に返った。

　気付くと俺は、彼女に歩み寄っていた。

　……え？

　なんだこれ。

　一体、俺は今何を……

「……まさか、」

　コイツに――抱きつこうとしてたのか？

　それも、無意識のうちに。

「お嬢様のしゃっくりは、魔性のしゃっくり」

　バッと涼月すずつきと俺おれの間に身体を滑り込ませながら、近衛このえは呟つぶやいた。相変わらず、どこかそっけない口調である。

「信じられない話かもしれないが、お嬢様のしゃっくりを聞いた人間――特に男性は、その魅力にとりつかれる」

「とりつかれるって……」

　嘘うそでしょ？

　マインドコントロールじゃないんだからさ。

「本当だ。おそらく『にゅ！』という可愛かわいすぎる響き。そして元来お嬢様が持つ大人おとなびた雰囲気と、しゃっくりによって発生する口調とが生み出すギャップのせいだろう。過去には、それが原因でちょっとした事件も起きている」

「事件？」

「八年ほど前。当時まだ小学生だったお嬢様が、とある政治家の開くパーティーに呼ばれたときのことだ」

「なんで涼月がそんな場所に？」

「別に不思議じゃないだろう。涼月家はかなりの名家だからな。この学園の理事長――お嬢様のお父様がご出席され、お嬢様もご一緒なされた。問題は、そのパーティーでお嬢様の発作が起きてしまったことなんだが……」

「………」

　軽く頭の中でイメージしてみる。

　まだ幼い頃ころの涼月奏かなで。

　コイツのことだから当時から子供ばなれした大人びた雰囲気を持ってたかもしれない。それにパーティーだからきっと着飾ったフリフリドレスに身を包んで、それこそ可愛いお人形さんみたいな。しかもこの整った顔立ちである。

　ほぼ間違いなく、周囲の注目を集めていただろう。

　それが……。

「……くっ」

　想像しただけで口くち唇びるを噛かみ締めそうになった。

　だって――「にゅ！」だぜ？

　お人形さんみたいな格好した涼月が――「にゅ！」

　お嬢様っぽい雰囲気とはまるで正反対の――「にゅ！」

　そんなことされたら、周囲にいたヤツらは……。

「事実は、ジローが今考えている通りだ」

　俺おれの気持ちを察したのか、近衛このえが重々しい口調で呟つぶやいた。

「簡潔に言おう。お嬢様がしゃっくりの発作を起こしてからきっかり七分後――暴動が起こった」

「ぼ、暴動って……！」

「『私がお嬢ちゃんのしゃっくりを止めてあげよう！』とか『この子の親は誰だれだ！　今すぐこの子を僕の養子に……いや、嫁に！』とか『かぁいいいよぉおおお持ち帰りぃいいいっ！』など……そんな血迷ったことを言う参加者が続出して、会場は大パニックに」

「そいつらも自分の年齢考えろよな！」

　当時の涼月すずつきは小学校低学年だぞ！

　大人おとながちっちゃい女の子にそんなセリフを口走るだけでもどうかしてると思う。主催者の政治家が暴走しなかったことを祈るばかりだ。もしそんなヤツに政治を任せてみろ。この国は即ゲームオーバーである。

「最後は会場のＳＰや警備員でも事態の収拾ができなくなり、やむなく警視庁の機動隊が出動する事態に発展した。涼月家内では、この事件を『しゃっくりの乱』と呼んでいる」

「…………」

　……すごいね。

　なんてスケールのでかい、アホな話なんだろう。

「二度目に発作が起きたのは四年前。そのときは屋敷内だったから、使用人の一人がお嬢様に抱きつこうと屋敷を徘はい徊かいする生きる屍リビングデツドになった、『涼月家バイオハザード事件』だけで済んだんだが、今回は結構危なかった……」

　ふぅっと近衛は胸を撫なで下ろした。

　四年前って……その前に起きたのが八年前だろ。今日も起きたんだから、もしかして四年周期なのか。いやいや、そんなオリンピックやワールドカップじゃないんですから。

「にしても……」

　近衛の言う通り、危なかった。

　あんな教と室こで涼月がしゃっくりを続けてたらえらいことになったかもしれない。ただでさえこの学園には涼月のファンが多いしなぁ。

「でも、近衛はさすがだな」

「え？」

　素直に褒ほめると、執しつ事じくんはきょとんとしていた。

「だって、おまえは涼月の『にゅ！』を聞いても平気だったってことだろ？」

　かくいう俺も危なかったし。

　男装してるだけでホントは女の子ってこともあるからかもしれないが、それでも正気を保っていられたのはすごい気がする。

「そ、そんなことはないぞっ、ボクは執しつ事じとして当然のことをしたまでだからなっ」

　謙けん遜そんしつつも、近衛このえはえへんと胸を張っていた。

　褒ほめられたのがよっぽど嬉うれしかったみたい。心なしか照れくさそうににやけてる。相変わらず、子犬みたいな感情表現をするヤツである。

「そうね、スバル。あなたは最高の執事だにゅ」

「お嬢様まで……！　ありがとうございますっ！」

　あまりにも素直な感謝の言葉。主あるじにまで絶賛されて感かん極きわまったんだろう。近衛は感動のあまり思わず深々と頭を下げて……んんっ？

「……おい、近衛」

「どうした、ジロー。もしかして……も、もうちょっと褒めてくれるのか？」

「いや、そういうわけじゃなくて……おまえ、何やってんの？」

「……？　いきなり何を言うんだ。ボクはお嬢様のありがたい言葉にこうやって頭を下げて……あれ!?」

　俺おれの指摘に、執事くんは明らかにぎょっとしていた。

　それもそのはず。

　抱きつき。

　抱きつきである。

　うやうやしく頭を下げたように見えた近衛だったが、実際は吸い寄せられるように涼月すずつきに近づいていって、そのまま遊園地のキグルミに飛びつく女の子みたいに抱きついていた。しかも、すりすりと涼月の胸に頬ほおずりまでしている。

「……スバル？」

「あっ！　ち、違うんですお嬢様！　決して『いつもクールなお嬢様があんな声を出すなんて本当に可愛かわいいなぁ～』みたいなことを思ったわけじゃないんですっ！」

「へぇー。あなた、そんなこと思ってたんだにゅ」

「………っ！　ち、ちにゃう！　ちにゃうんですお嬢様！　こここここれには深いわけにゃあって……！」

　うにゃうにゃと呂ろ律れつすらおかしくなるほどに慌てふためく執事くん。

　……ダメだ、コイツ。

　思いっきり「にゅ！」の餌え食じきになってるじゃん。

「わかったにゅ。だから、そろそろ離れるにゅ」

「ええっ!?　そんな！　もうちょっと可愛いお嬢様を抱っこしてても……って、ちがーう！　すみませんすみません！　今すぐ離れますから！」

「近衛？　大丈夫か？」

「うるさい！　ジローは黙っていろ！　それともあれか!?　おまえもボクから可愛いお嬢様を奪う気か!?」



    


  
    
      



    


  
    
      

「いきなり何言ってんのおまえ!?」

「ふざけるな！　そんなの許さないぞ！　粛しゆく清せいしてやる！　執しつ事じの力をもっておまえを粛清してやるぅーっ！」

「やっ、やめろ！　冷静になれって！　素そ数すうを数えろ！」

「………え？　あれ、そうだ、ボクは一体何を？」

　保健室に置いてあった治療用のハサミをその手に握り締めたところで、近衛このえはなんとか停止した。というか、正気を取り戻した。

　……デンジャラスっ。

　危険すぎだろ、デレ月さん第二形態。

　あのスバル様を、ここまで精神崩壊させるとは。

「スバル。あなたはこれから本家に行ってくるにゅ」

　自分の執事のあまりの惨状を悟ったのか、涼月すずつきは非情な命令を出した。

　当然、近衛は「なっ!?」と驚きよう愕がくしている。

「そ、そんな！　どうしてですか!?」

「簡単な話にゅ。屋敷に行って、しゃっくりを止めるのに役立ちそうなものを色々と持ってきて欲しいにゅ」

「し、しかし……！」

「あと、はっきり言って今のあなたじゃ私の傍そばにいても役に立たないにゅ」

「なっ……！」

「主あるじが可愛かわいすぎてついつい抱きついちゃう執しつ事じなんて、まったくの無能だにゅ」

「うっ……そ、それもそうですね……」

　さきほどの自分の痴ち態たいがフラッシュバックしたのか、飼い主に叱しかられた子犬みたいにショボンとうなだれた近衛このえは、とぼとぼと保健室から出ていった。

「おい、よかったのか？　近衛を帰しちゃって」

　てっきりここで一緒にしゃっくりを止める方法を考えると思ったのに。叱られてちょっとかわいそうだったぞ。

「心配ないにゅ。だって、あの子は最初から帰すつもりだったにゅ」

「最初から？」

「よく考えるにゅ。スバルは気付いてなかったみたいだけど、屋敷から品物を持ってこさせるだけなら、ケータイを使って連絡を取ればよかったにゅ」

「……あ、」

　そりゃそうだ。涼月すずつきの家の使用人なら、それこそ宅配ピザなみの速度で品物を配達してくれそうな気がする。

「でも、なんでそんなことを？」

「憶おぼえてないにゅ？　あの子に誰だれかを看病させるとどうなるか」

「げっ」

　うわー、すっかり忘れてた。むしろあえて記憶から抹消していたのかもしれない。

　ゴールデンウィーク。

　俺おれは執事による献身的な看病という名の地獄を味わった。具体的に言えば、よくわからない料理を食べさせられ、ベッドに拘こう束そくされ、全裸にされかけたのだ。

「あの子のことだから『お嬢様のしゃっくりは絶対にボクが治しますっ！』なんて言って変に張り切りそうだにゅ。だから、かわいそうだけど退場してもらったにゅ」

「本人に悪気はないんだろうけど、どうも空回りしちゃうんだろうな」

　うちの妹も似たようなタイプだ。

　小学校の頃ころ、俺が転んで足を擦すりむいたとき、まだ幼稚園児だった紅羽くれはに『だいじょーぶ！　すぐにあろん×るふぁでなおしてあげるよっ！』と、リアルお医者さんごっこの被験体にされそうになったことがある。思い出すだけでも震えが止まらないよ。

「健けな気げに私を看病するスバルも見たかったけどにゅ」

「すげえ可愛いだろうが、自分の命と引き換えだぞ」

　その映像を網もう膜まくに焼き付けたまま死ぬしかない。安らかな顔で天に召される気もするが。

　まぁ、それにしても……。

「……？　どうしたにゅ？」

　俺おれの視線に気付いたのか、涼月すずつきは「にゅ！」としゃっくりをしながらも訊たずねてきた。

　うーん、なんていうか、これはこれで悪くないような。

「つーか、おまえにも弱点なんてものがあったんだな」

　さっきの教室での慌てよう。

　たぶん、しゃっくりを必死に俺に隠そうとしていたんだろうが、まさか涼月のあんな姿を見られる日が来るとは。いやはや、ごちそうさまでした。

「なっ……なんでそんなにニヤニヤしてるにゅっ。弱点っていっても、そこまで笑うものじゃないにゅっ」

　さすがのお嬢様も唯一の弱点をからかわれたのが恥ずかしかったのか、ちょっとだけ口くち唇びるを噛かみ締めて悔しそうにしている。

　うわー、なんか新鮮ですげえ可愛かわいい。

　今回のようなチャンスは俺の人生じゃ二度とあるまい。これはこんな事態を引き起こしてくれた涼月の横おう隔かく膜まくに感謝しておくべきだろう。ビバ、しゃっくり。

「わかった？　こんなの全然大したことじゃないんだにゅ」

「悪い悪い。でも、そこまでムキになって強がらなくてもいいだろ？　何か弱点があった方が、人間らしくて自然だと思うぞ」

「ということは、ジローくんは今まで私のことを人間らしくないって思ってたにゅ」

「………」

　しまった。

　図ず星ぼしをさされて思わず沈黙してしまった。

「ふふ。まぁいいにゅ。それくらいは許してあげるにゅ」

「……え？」

　あまりにも早い無む罪ざい放ほう免めんにきょとんとしてしまう。

　そんな俺を見て、涼月は可愛らしい声で「にゅ！」と呟つぶやいた後――。



「だって――あなたと二人きりになれたにゅ」



「！」

　その言葉が聞こえたときには――遅かった。

　突然、向かい合って立っていた涼月が俺の身体を押し倒してきた。

　あまりの不意打ちに後ろに倒れる身体。反射的に受け身を取ろうとしたが、思ったよりも早く身体が柔らかい感触の上に落下する。

　ベッド。

　保健室に置かれたベッドだ。

　そのまま涼月すずつきはスカートをはためかせながら、俺おれの身体に覆おおいかぶさるように体重をかけてくる。

「あ、あの、涼月さん？」

　これでも俺は坂町さかまち家の長男。こういう体勢からの脱出エスケープは母さんから叩たたき込まれていたが、なぜかそれを実行することはできない。

　ヘビににらまれたカエル。

　まさにそんな感じである。

　押し倒した俺を見つめる涼月の威圧的な視線に、俺は身体の動きを奪われてしまった。

「ジローくん、教えて欲しいにゅ」

　どこかサディスティックな目線で見下ろしながら、彼女は呟つぶやいた。

「スバルと何があったにゅ？」

「何があったって、俺は本当に何も……」

「嘘うそにゅ。だって、あなたもさっき見たはずにゅ。スバルの、あなたへの態度の変化を」

「……いや、俺もちょっと変だと思ったけどさ」

　あからさまに俺のことを無視してたし。もしかして、また学園祭のときみたいな感じなのか。気付かないうちに、俺はあいつのことを怒らせちゃったとか。

　しかし、まったく憶おぼえがない。

　唯一あったとすれば、あの花火の一件くらいしか――。

「何か心当たりが見つかったみたいにゅ」

「!?」

　こっちの思考を言い当てられてビクッとしてしまった。

　デビル涼月め。

　いくら口調が可愛かわいくなっても、勘の良さは相変わらずじゃねーか。

「ねぇ、ジローくん。教えて欲しいにゅ」

「……くっ」

　誘惑でもするみたいに、涼月はこちらに整った顔を近づけてくる。しかも「にゅ！」のせいか普段にもましてコイツが……その、可愛く見えてしまう。

　けど――。

「……ダメだ」

　なんとなく、あの出来事を涼月に話すのは嫌な気がした。

　親友。

　あの無愛想なスバル様が、俺の親友になりたいなんて言ってくれたんだ。

　ほいほいと、誰だれにでも話せる話じゃない気がする。

　たとえ、相手がこのお嬢様でも……。

「そう、黙っているつもりにゅ。だったら――身体に聞くしかないにゅ」

「へ？」

　驚く俺おれの腰の上で、彼女は口元を歪ゆがめやがった。

「さあ、どこまで耐えられるか見ものだにゅ」

　心底楽しそうに笑いながら涼月すずつきは、俺のシャツのボタンを次々と外していく。

　――思い出した。

　四月。俺が近衛このえに消火器で殴られて気絶させられたとき。あのときも、こうやって服を脱がされて――。

「……っ！　て、てめえ！　卑ひ怯きようだぞ！」

　案あんの定じよう。

　はだけたシャツの隙すき間まから、さわさわと細い指が俺の肋ろつ骨こつを撫なでていく。

「ぐっ!?」

　飛び出すうめき声。鼻の辺りに集まる熱い感覚。ざわざわと増殖する鳥肌。明らかに、女性恐怖症の発作である。

　だが――。

「……ナ、ナメんな」

　俺だって、コイツらの正気の沙さ汰たとは思えない治療プログラムに何ヶ月も耐えてきたんだ。以前よりは、多少は発作に耐えられるはずである。

「あら。意外と頑張るにゅ」

「あ、当たり前だ、たとえ尋問されても口は割らねえぞ……っ」

「もっと素直になればいいにゅ。どうもあなたは私に対してひねくれてるというか、もっとスバルとしゃべるときみたいに………あ、いいこと思いついちゃったにゅ」

　クスッと。

　涼月は口くち唇びるを吊つり上げて三日月みたいに笑いやがった。そして動けない俺の耳元にその柔らかそうな口唇を近づける。

　まるで、何かを囁ささやくように。

「な、なんだ？　何をする気だ？」

　ついつい訊たずねてしまった。ていうか、近い。コイツがやけに顔を近づけるもんだから、互いの息が吹きかかりそうなくらい距離が縮まってしまっている。

「うふふ。ちょっとしたモノマネにゅ」

「モノマネ？」

「そうにゅ。あなたって、スバルとしゃべるときはやけに素直じゃない？　だから――私もあの子をちょっと見習ってみるにゅ」

　と。

　涼月すずつきは、キスすら出来そうな距離で、いちごジャムみたいに甘い声で囁ささやいて――。



「………………ジロぅ」



「っ！　やめろ！　その口調で俺おれを呼ぶな！」

　ブンブンと頭を振って今しがた飛び込んできた音声をシャットアウト。

　……ヤバイ。

　まさか、近衛このえの口調をまねてくるとは。あいつはときどきこんな発音で俺の名前を呼ぶけど、うわあああそういやアレって意外と破壊力があるんだよな……！

「ジロぅ……お願いだにゅ。ボクの言うことを聞いて欲しいにゅ……」

　子こ守もり唄うたでも歌うようなゆっくりとした口調で囁いてくる涼月さん。

　ああああああああナンダコレ。

　近衛の口調＋「にゅ！」なんていう、普段は絶対にやらないことをしてるギャップのせいか、今の涼月はいつにも増して可愛かわいく見える。

　加えて、かすかに漂う女の子特有の香り。距離が近いせいで触れ合う身体と身体。俺の胸に押し付けられる、ふみゅふみゅとした二つの感触。

「くぅっ……」

　ぐわあああこれじゃ尋問どころか拷問だ！　こんなことされたらＣＩＡの工作員だって口を割るぞ！　なんていうか……やっぱパネェ！　デレ月さん、相変わらずマジパネェっす……！

「お願いだにゅ、ジロぅ……」

「……ぐぐぐっ」

　ダ、ダメだ……。

　もはや、耐えられそうにない。

　おそらく、俺はいつも涼月の小悪魔のごとき性格の悪さを恐れているせいで、「にゅ！」の効果も薄かったんだろうが、ここまで直球で来られたらもう厳しい。

　ストロベリーボイス、肉体的な接触、そして女性恐怖症。とっくに精神汚染レベルは限界ラインを突破。このままじゃ深層意識の最下層までこのお嬢様に洗脳されてしまう。

「……くそっ」

　……誰だれでもいい。

　誰か、意識が屈服する前に俺を助けてくれ――。



　カツカツカツ……。



　断じて、極限まで追い詰められた俺おれの精神が「カツカツカツ……カツ丼どん食べたい！」と誤作動を起こしたわけじゃない。

　靴音である。

　それも廊下から。

　どうやら、誰だれかが保健室に向かってきているっぽい。

　しかも――音からして結構近くに。

「――マズいにゅ」

　そう呟つぶやいたかと思うと、涼月すずつきはすばやく俺の横に寝転び、バッとベッドの布団を自分に被かぶせた。傍はたから見れば、俺が一人でベッドに眠っているように見えるだろう。若干布団が盛り上がっているのが不自然だが。

「……ふぅ」

　思わず息を吐き出す俺。もうちょっとで涼月に魂を売り渡すところだった。去ってくれた悪魔の誘惑に、ホッと胸を撫なで下ろしていると……。



「ジロー？　どうしてベッドで寝ているんだ？」



　不思議そうなアルトボイス。

　ガラっとドアを開けて保健室に入ってきたのは、涼月の屋敷に行ったはずの近衛このえだった。

「………」

　……いや。

　ちょっと待ってくださいよ、神様。

　俺は助けを祈っただけで、こんな修羅場を望んだわけじゃないんですが。

「ど、どうしたんだよ。屋敷に行ったんじゃなかったのか？」

　ベッドから上半身を起こしながら訊たずねた。

　……落ち着け、俺。

　もしこの暴力執しつ事じに、シャツをはだけさせた俺と涼月が同どう衾きんしてるところを見られてみろ。すぐさまサーチ＆デストロイ。それだけは、何としても避けねば。

「最初は屋敷まで行こうと思ったんだが、学園を出たところでケータイを使って連絡すればいいことに気付いてな。それで、こうして帰ってきたわけだ」

　言って、どうしてかまた俺から視線を逸そらす近衛。

　むむ。やっぱり避けられてるんだろうか。これは近いうちに直接理由を聞いた方がいいのかもしれない。今はそんな場合じゃねえけど。

「ところで、お嬢様はどこだ？　姿が見えないんだが、もしかしてトイレにでも行っているのか？」

「あ、ああ、まぁそんなとこだよ」

「そうか。それはそうと、どうしてベッドに？　もしかして具合が悪いのか？」

「う、うん、ちょっと気分が優れなくてさぁ」

「シャツがはだけているのは？」

「ちょ、ちょっと熱があるみたいで、身体が火ほ照てっちゃって……」

「大丈夫なのか？　もしかして夏風邪なんじゃないか」

「心配するなっ！　そこまでひどくない！　だからそんな心配そうな顔でこっちに近づいて来なくていいから！」

　薄氷の上を歩くとはこういうことだろう。

　一歩間違えばこの会話は間違いなく水没する。そしたら俺おれ自身も極寒のオホーツク海にでも沈められるかもしれん。

「ホントに大丈夫だ。大人おとなしくしてれば治るから」

「そ、そうなのか。ならいいんだが……」

　どこかそっけない口調で言って、近衛このえはぷいっとそっぽを向いてしまった。

　いつもと違う態度なのは若干気がかりだが、今はチャンスである。

　あとは、一度コイツを保健室から出してさえしまえば――。



「………にゅ」



　保健室に響く可愛かわいらしい声。

　……そうだった。

　俺は、懐に涼月すずつき奏かなでという名の爆弾を抱えていたんだった。

「……？　今、お嬢様の『にゅ！』が聞こえなかったか？」

「えっ!?　そ、そうかなぁ、俺は何も聞こえなかったけどなぁ……」

　なんとか誤ご魔ま化かそうとしたが、再び「にゅ！」と可愛らしい声が響いた。

　瞬間、ジトーっと執しつ事じくんの目つきが厳しくなる。

「ジロー。もしかして、お嬢様と二人でボクを驚かそうとしているのか？　トイレに行ったとみせかけて、実はこの部屋のどこかに隠れているとか」

　言うが早いか、近衛は鍛えられた麻薬犬のごとく保健室を捜索し始めた。もう一つあるベッドの中、机の下、窓の外、掃除ロッカー。マインスイーパーでもやるノリで、次々と選択肢を潰つぶしていく。

　最悪だ。

　これじゃそのうち俺おれのベッドにも捜査の目が向けられる。

　バレたら即拘こう束そく。きっと逮捕状もいらない。有無も言わさず裁判にかけられ、間違いなく実刑処分。もちろん判決は私刑リンチである。

（困ったことになったわね、ジローくん）

　俺にしか聞こえないほど小さな囁ささやき声。

　涼月すずつきだ。

　ああ、よかった。

　悪戯いたずら大好きお嬢様も、今回ばかりは真剣に俺の身を案じてくれているっぽい。

　そうだよな。

　さすがに、こんな状況でふざけるわけが……。



（かくれんぼしてるみたいで、ちょっと楽しくなってきちゃった）



　くたばれこのサディストぉおおおおおおおおおおっ！

　心の中で、俺はあらん限りの絶叫を上げた。

　デビル涼月め。

　この修羅場を心の底から楽しんでやがる。こんな命がけのハイド＆シークは嫌過ぎるぞ。文字通り近衛このえが鬼になっちゃうって。もちろん殺人鬼に。

（やっぱり、ここは何か面白いことをするべきよね）

　そんな大喜利みたいなことはしなくていい。

（いきなり布団から全裸になった私が出てくるとかは？　たぶんスバルも心臓が止まるくらい驚くわ）

　あはは、そんなことになったら俺のハートも漏れなくストップしちゃうんですけど。

（ねぇ、どうしようかしら、ジローくん）

　ひええっ。この女、ついには俺のフトモモで「の」の字の書き取り練習を開始しやがった。しかも触れるか触れないかの絶妙なタッチで。ぎゃー、国語の宿題なら他ほかでやってくれ。いま鼻血を出したら一発でアウトですよ。

「ジロー、ちょっといいか？」

「ひいっ！」

　言わんこっちゃない。ついに主あるじを探す執しつ事じが疑惑の目をこちらへと向けてきた。うわあああこの前テレビで見た『警視庁24時！』の熱血捜査官みたいな目をしてやがる！

「ちょっとその布団の中を調べさせてくれないか？」

「な、なんでだよ？」

「いや、もうそこしか考えられない。というか、そのはだけたシャツ……ま、ままままさか、ボクがいない間にお嬢様とベッドで……っ！」

　ざわっと殺気をむき出しにする執しつ事じくん。

　くそっ、もうダメだ。

　なんたるバッドエンド。こんなところで俺おれの人生が終わってしまうなんて。未練がありすぎる。このままじゃ成仏できずに地縛霊にでもなっちまうぞ……！

（落ち着いて、ジローくん）

　と。

　至近距離の俺でもやっと聞き取れるくらいの大きさの声が聞こえた。

（これから私が伝える作戦を実行して。そうすればあなたは助かるわ。それで、その作戦っていうのが――）

「!?」

　かなり小さな声を必死に聞き取った瞬間、俺は思わず息を飲んだ。こ、この女、そんな恥ずかしいことを俺にさせる気なのか？

（どうしたの？　早くしないと、あなたの記事が明日の朝刊に載るわよ。見出しはきっと『男子高校生・保健室で変死』）

「ぐっ……」

　……やるっきゃねえ。

　執事に惨殺されるよりはマシだ。

　ここは、涼月すずつきの命令に従うしかない……！

「どうした？　やっぱり、中を見せられない理由でもあるのか？」

「あ、ああ、そうなんだ。実は――重要な理由があるんだ」

　涼月の命令どおりのセリフを吐き出す。

　すると近衛このえは「ほぅ」と眉まゆを吊つり上げながら息を吐いた。

「じゃあ、教えてくれ。ボクにベッドの中を見せることができない、その理由とやらを」

　ふざけた理由だったらコロス。

　そんな気迫が突き刺さる。

　だが、ここで退ひくわけにはいかない。

「近衛。実は――」

　もうどうにでもなれ。

　そう自分に言い聞かせながら――俺は、涼月の命令を実行することにした。



「――パンツ、穿はいてないんだ」



「……は？」

　案あんの定じよう。

　涼月すずつきの用意したセリフを聞いて近衛このえはポカンと固まってしまった。

「ジ、ジロー？　今、なんて？」

「聞こえなかったらもう一回言ってやる。今の俺おれはパンツを穿はいていない。シャツは身に着けてるが、この布団の中はスッポンポンなのさ」

「スッポンポン!?　どうして!?　なぜこんな場所でそんな行為を!?」

　近衛はその透き通った瞳ひとみを疑問でいっぱいにしながら訊たずねてきた。

　当然、俺には涼月の回答が用意してある。

「実はそういう趣味なんだ」

「趣味!?　学園の保健室で下半身を露出させるのがか!?」

「そうだ。誰だれにだってそういう隠れた一面はあるだろ？」

「そんなの初めて聞いたぞ！　で、でも、ジローに限って……」

「じゃあ、確かめてみるか？」

「……え？」

「だから、この布団を引っぺがして中身を確認してみるかって言ったんだ。そうすれば、一発で俺の趣味を理解できるぞ」

「っ！　い、いや、ボクには、まだ刺激が強すぎる気が……」

「そうか。ならしょうがない。じゃあおまえがすることはたった一つだ。今すぐ――この保健室から出てってくれ」

「え？　どうして？」

「……っ！　決まってんだろ！　パンツとズボンを穿くからだよ！　それともあれか！　そんなに俺の着替えをリアルタイムで観賞したいのか!?」

「！　わ、わかった！　すぐに出ていく！」

「早くしろ！　じゃないと今すぐパオーン的なものを見せることになるぞ！　おまえはこの保健室をサファリパークにでもするつもりか!?」

「うあああああああごめんなさいごめんなさい―――――っ！」

　最後はなぜか謝りながら、近衛は一目散に保健室から逃げ去っていった。

　靴音がどんどん離れていくから、ショックのあまり足が止まらないのかもしれない。これならしばらくは帰ってこないだろう。

「………ああ」

　よく頑張ったぞ、俺。

　なんか、人間としてすごく大事なものを捨ててしまった気がするけどさ……。

「お疲れさま、ジローくん」

　何食わぬ顔で、涼月は布団から出てきやがった。

　コイツ、俺おれにあんなことをさせたくせに平然としやがって……！

「うふふ。よかったじゃない。あなたが助かったんだから」

「そりゃ正論だけどさ」

　さすがにあそこで殺されてたらシャレにならない……って、あれ？

　心なしか、涼月すずつきの口調に違和感があるような。

「あ。そうそう。私のしゃっくりも止まったみたい。見つからないように頑張って息を殺してたのがよかったのかしら」

「なっ……」

　バ、バカな……か、簡単すぎる……あっけなさすぎる……！

　そういや途中からまったく聞こえてこなかったけど、まさか止まってるとは。

「さあ、そろそろスバルを呼び戻しましょう。あの子も私のしゃっくりが止まったって知れば喜ぶわ」

「げっ」

　うわー、どんな顔して会ったらいいかわからねえ。こうなったら「いや～、さっきの俺やばかったろ？　実は七年前に死んだ近所のジーさんの霊が憑ひよう依いしててさぁ～」と電波な発言をしておくか。案外勢いで誤ご魔ま化かせるかもしれない。

「………ん？」

　でも――待てよ。



　いくらなんでも、都合が良すぎやしないか？



　こんなにタイミングよく「にゅ！」が止まるなんて。あのしゃっくりは、涼月の唯一の弱点だったはずだ。なのに、こんなあっさりと止まっちまうなんて。

　これじゃまるで、もうやる必要がなくなったから自分で止めたみたいな――。

「………っ」

　瞬間、俺の脳裏にある仮説が浮かんだ。

　思えばおかしかった。

　涼月はこの保健室に来て何をした。あんなに自分で言ってたくせに、しゃっくりを止める方法なんて何一つ探さなかった。

　コイツがここでしたこと。

　それは――。

「……涼月。まさか、おまえ……」

　全部――俺と二人きりになるための演技だったのか？

　だって涼月がここでやったことと言えば、俺への質問だけじゃねーか。

　確か、涼月すずつきは教室でこう言っていた。



『あなたとゆっくり二人きりになれるチャンスなんて滅めつ多たにないもの』



「………」

　要は、初めから二人きりで俺おれと話ができるシチュエーションを作りたかっただけ。

　だとしたら、今回の「にゅ！」は初めからコイツのデタラメ。

　いや、でもあの教室での慌てようからして、最初はホントに発作が起きたけどすぐに止まった……いやいや、ひょっとしたらあの慌てようもデタラメだってことも……もしくは、すべて偶然で、さっきは本当にタイミングよくしゃっくりが止まったって可能性も……。

「どうしたの、ジローくん？」

　困惑する俺を見て、涼月は不思議そうに訊たずねてきた。

　ちょっとだけ、楽しそうに微笑ほほえみながら。

「…………」

　……もうやめとこう。

　深く考えるだけ無駄な気がした。

　あの「にゅ！」が本物かどうかはこのミステリアスなお嬢様だけにしかわからない。

　それに――俺から見ても、この計画はアラが多い気がする。その証拠に、途中で近衛このえが戻ってきちゃったわけだし、別の誰だれかが保健室に来る可能性もあった。

　でも――それはもちろんこのお嬢様もわかっていたはずである。推測だが「あわよくば成功すればいいなぁ」ぐらいの軽い気持ちだったんじゃないか？

　思い出せ。

　そう……今日、授業中に涼月が初めて俺に話しかけてきたときの言葉は――。



　課外授業って、ちょっと退屈じゃない？



　つまり――今回の一件は。

「……ヒマ潰しか」

　やれやれと思いながらも、一応結論を伝えてやる。

　すると、涼月はクスっと可愛かわいらしく笑った。

「ジローくん。一つだけ、あなたに言っておきたいことがあるの」

　そう言って、

　ふわりと黒いスカートを揺らしたお嬢様は、

　真まっ赤かな舌先をちょこっと出して、悪戯いたずらっぽく微笑んでから――。



「女の子には、秘密がいっぱいだにゅ」



    


  
    
      



    


  
    
      
　

第２話　ハッピーバースデーマイシスター





　俺おれは夏休みが大好きだ。

　小学生や仕事疲れしたサラリーマンみたいな主張だと思われるかもしれないが、むしろ夏休みが嫌いなヤツの方が珍しいはずである。特に、俺たち高校生は。

　なにせ、夏休みには授業がほとんどない。この『ほとんど』というのは課外授業があるってことなんだが、それも昨日で終わり。

　よく考えてくれ。

　当たり前のことだが、学校に行く必要がないということは、早朝に起床する必要もない。

　そしてなにより、あいつが俺を起こしに来ない。

　坂町さかまち紅羽くれは。

　そう、俺の妹にして、我が坂町家が誇るリトルモンスターである。

　重度の格闘技マニアにして母さん譲りの天才的な運動能力と格闘センスを持つ紅羽は、どういうわけか俺のことを人型サンドバッグと勘違いしているらしく、もう十年近くもシバき続けている。

　情操教育の一環として幼い女の子にオモチャの人形を与えるって話を聞いたことがあるけど、きっとそれと似たようなもんだろう。紅羽にとってのオモチャは兄である俺だったわけだ。おかげで身体がやけにタフになったけどさ。

　さて――そろそろ本題に移ろう。

　俺が夏休みをこよなく愛している最大の理由は、紅羽が俺を起こしにこないことにある。

　これはかなり重要なことだ。

　だって、あいつの起こし方は「キ×ンくーん！　朝だよー！」みたいな夢と希望とロマンにあふれたもんじゃないんだぜ？　寝起きの悪い俺を一限目に遅刻させないという大義名分のために、何の容赦もなく、文字通り叩たたき起こすのである。

　もちろん、打、極、投……なんでもありのプロレスリングデスマッチ。

　妹の登場によって俺の意識は夢から現実に引き戻され、かくも厳しき現代社会の理不尽さを味わうことになる。

　でも――夏休みは違う。

　夏休みの朝は、さすがの紅羽もやってこない。授業さえなければ、あいつが俺を起こす理由もないからな。

　だからついつい夜更かししてしまう。悪い癖くせだ。深夜番組やら海外映画やらをダラダラ見ているうちに、いつの間にか時計は明け方をお知らせしているのだ。

　しかし、心配無用。

　今日ばかりは我が家の人型目覚まし時計も定休日。俺おれの安眠は約束され、怠惰に塗まみれた休日が幕を開ける。

　そう――今日は８月28日。

　残りわずかとなってしまったが、俺にとってはまぎれもなく夏休み。

　案あんの定じよう俺は調子に乗って必要以上に夜更かししてしまい、気付いたら朝の六時半になっていた。

　もはや空は明るい。

　たぶん、今から寝れば目が覚めるのは昼の二時くらい。うん、ちょうどいい。今日は夕方に出かける予定があるから、それまでゆっくり意識をログオフさせておこう。

　ああ、なんて平和なんだろう。

　これぞ夏休みの醍だい醐ご味み。ベッドに潜り込みながら、俺は今日という日に精せい一いつ杯ぱいの感謝の言葉を捧ささげようとして――。



「グーテンモォ―――ルゲンッ！　おはろー兄さんっ！」



　勢いよくドアの開く音と聴き慣れたテンションの高い声で、一気に現実に引き戻された。

　………。

　おかしいな。

　何だかわからないが有り得ない幻覚が見えるぞ。

　徹夜明けで目が疲れているのかもしれん。でもそれにしちゃやけに鮮明な幻覚だ。しかも、やけに紅羽くれはに似てやがる。

　やけにブカブカな真っ白いＹシャツ。小柄な身体に弾はじける笑顔。ショートカットを揺らしながら猛然と行動を開始した妹そっくりの幻覚は、俺の部屋の学習机を踏み台にして……跳びやがった!?

「！」

　空中で足を伸ばして座り込むような姿勢。瞬間、俺は天に祈りを捧げた。

　だって今まさに妹が実行しようとしている技……中世ヨーロッパの処刑装置の名を持つその美技は、紛まぎれもなく――。

「くどわっ!?」

　ギロチンドロップ。

　紅羽のふにゅりと柔らかいフトモモが急転直下で俺の首に落下。しかも高低差を十分に利用したダイビング式。

　思わず見み惚とれるほどに――見事な一撃であった。

「………」

　……いや。

　待ってくれ。

　なんで俺おれは夏休みの朝に、こんなプロレスの実況中継の解説みたいなことをしなきゃならんのだ？

「にゃははっ」

　鮮やかなギロチンドロップをキメた紅羽くれはは、にこやかに笑いながら「よいしょっ」と俺の上からどいて、

「おはろー兄さん！　今日はとってもさわやかな朝だねっ！」

　コイツ、もしかしてテキーラとかイッキ飲みしてきたんじゃねえか。これのどこがさわやかな朝だよ。いつにもましてテンション高いな。

「……おまえ、今何時だかわかってんの？」

「えーっと、朝の六時半くらい？」

「正解だ。じゃあなんでこんな早朝に俺の部屋に来た？」

「えへへ、ごめんね兄さん。なんだか目が覚めたら急に会いたくなって、その……来ちゃった♪」

　うわー、そのちょっと照れた風ふうな笑顔が逆にムカつく。ナメるなよ妹。その程度のアルカイックスマイルで俺が懐かい柔じゆうされると思うな。

「そういや、なんでそんなもん着てんだ？」

「え？　これ？」

　指差しながら訊たずねると、紅羽はブラブラと余ったＹシャツの袖そでを揺らした。

　どう見ても俺のである。

　正確には、サイズが合わなくなって着られなくなった俺のお古なんだが。

「似合ってるでしょ。兄さんじゃちっちゃいけど、あたしにはちょうどいいサイズだもん」

「どこがだ。かなりブカブカに見えるぞ」

「ちょっとだけ、兄さんの匂においもするし」

「柔軟剤の匂いしかしないと思うけどな」

「にゃははー、いいじゃーん、だって捨てるのもったいないもーん」

　真っ白な袖を揺らしながらくるくる回転する妹。うわ、パンツ見えるからやめろ。なにせ今の紅羽は下着の上にＹシャツを着ているだけである。

　丈の短いスカートみたいに翻るＹシャツ。

　不覚にもその裾すそから覗のぞくフトモモにドキドキ……なんかしませんよ？　さすがに妹に欲情したら人生デッドエンドへまっしぐらだ。

「あれ？　兄さん、ひょっとしてパンチラとか期待しちゃってる？」

「何を今更。おまえの下着姿なんて見飽きてるよ。つーか、マジで寝かせてくれ。もしくはいっそのことスリーパーで眠らせてくれ」

　もはや贅ぜい沢たくは言ってられん。かなり不本意だが、紅羽くれはのチョークスリーパーなら半ば強制的にお寝んねできる。散々喰くらってきた俺おれが言うんだから間違いないさ。

「てへへ、ダメだよ」

　けれど。

　紅羽は笑顔のままで即座に否定しやがった。

「せっかくの夏休みなんだしさ、たまには二人で一緒に遊ぼうよ」

「………」

　この瞬間、俺は今日という日が地獄になるかもしれないことを恐怖した。

　遊ぼうよ。

　二人で一緒に遊ぼうよ。

　……怖すぎる。

　紅羽と二人っきりで遊ぶことが死刑宣告以外のなんだというのだ。どうやら遺書の準備をした方がいいらしい。

　例えば、コイツが幼稚園児のときにお気に入りだった遊びは『猪木いのきｖｓハルク・ホーガン』ごっこである。ちなみにこの試合、我らがアント×オ猪木の壮絶な失神ＫＯ負けで幕を閉じている。それを忠実に再現しろっていうんだからたまったもんじゃない。

　当然、俺が猪木で紅羽がホーガン。

　金髪の屈強なアメリカ人になりきって容赦なく俺にラリアットをかます紅羽。それを見ていた幼稚園の園長のジジイが『この子があと八十年早く生まれていれば、あの戦争は変わっていたかもしれんのォ』と至極残念そうに呟つぶやいたとか。もうめちゃくちゃだよ。

「そんな嫌そうな顔しないでよ。せっかく早起きしたんだから遊ぼっ」

「おまえが無む理り矢や理り起こしたんだろうが」

「ねーねー、遊ぼうよぉー」

　無視かよ。

　にゃーにゃーと人当たりのいい野良猫のようにすり寄ってくる妹。

　言っとくが少しも可愛かわいいとか思わないぞ。猫は猫でも、コイツはライオンとかジャガーの類なのだ。大型の肉食動物。気を抜けば頭からガブガブ喰われるぜ。

「わかったよ。ただし丸一日は無理だ。今日は夕方に用事があるから、それまでなら遊んでやるよ」

　割と簡単に折れる俺。

　自分でも威厳の欠片かけらもないと思うが実際に肋ろつ骨こつとかをヘシ折られるよりはマシだ。もしコイツが本気でキレたら、俺の立場なんて夏の日のウスバカゲロウぐらい儚はかない。うう……さよなら、俺のサマーホリデー……。

「わーい！　兄さん大好きっ！」

「大好きとか軽く言うな。あと文化系の遊びにしてくれ。今日はおまえのプロレスごっこに付き合う気分じゃないんだ」

「にゅふふ、そこはぬかりないですぜお代官様。実は昨日、こんな素敵なものを貰もらっちゃったのだ！」

　自慢げに、紅羽くれはは何やら四角いプラスチックのケースを掲げた。

「格ゲーしよ、兄さん！」

「格ゲーって……」

　もちろん格闘ゲームのことだよな。うわー、懐かしい。そういやプロレスごっこ以外の俺おれとコイツの遊びと言えば格ゲーが定番だった。俺が高校生になってからはめっきりやらなくなってたけど。

「――ふっ、いいだろう妹よ。この兄に挑んだことを後悔させてやるぜ」

　部屋にあるテレビにハードを繋つなぎながら応こたえる。

　実は格ゲーはけっこー好き。だってどんなにズタボロにされようが、画面の中の出来事で済むんだぜ？　二次元万歳。

「そういやソフトは何だ。ＫＯＦ？　それともギルティか？」

「ううん、違うよ。これは市販されてない自作ゲームなの。そのハードでも出来るけどね」

「………」

　おい。

　それってやばくないか。普通そういう自作ゲームって、こういう市販ハードじゃ作動しないんじゃ。まさか違法チックなものじゃねーだろうな。

「なあ、それって誰だれに貰ったんだ？　俺も知ってるヤツか？」

　いや、一人だけ心当たりがあるんだけど、なるべくその可能性は考慮したくない。なにせ、あの女が関かかわると本当にろくなことが起こらないからな。

　――しかし。

「実は、お姉さまにもらったの」

　紅羽は、あっさりと俺が最も恐れている人物の名前を上げやがった。

　……最悪だ。

　コイツが「お姉さま」なんて呼ぶ人間はこの地球上に一人しかいない。

　涼月すずつき奏かなで。

　俺のクラスメイトにして、正しよう真しん正しよう銘めい筋金入りのお嬢様。しかし、その実態は悪意が服を着て暴れているような冷血漢。え？　女だから違うだろって？　じゃあ吸血鬼だ。ヴァンパイアガール。血も滴したたるいい女ってとこ。

「にしても、お嬢様のあいつがよくゲームなんか作れたな」

「ううん、お姉さまが作ったんじゃないの。うちの学園にゲーム研究会ってあるでしょ」

「ゲーム研究会？」

「ほら、パソコンとかにやたら詳しい人たちがいるとこ。お姉さまは企画を持ち込んだだけで、だいたいはその人たちが作ってくれたんだって」

「へぇー」

　あれ？　でもうちのゲーム研って、部員がやけに気難しいって有名じゃなかったか。聞いた話だが『もはや三次元に希望はない！　世界は二次元の救済を求めている！』って堂々と新入部員募集ポスターに書いてあったとか。

「なんか、ものすごく円満な交渉だったらしいよ」

「マジかよ」

「ゲーム研の部室に行ったときに『私にはそこにあるノートパソコンにドラゴンスクリューをかますことができる知り合いがいるの』って笑顔で言ったんだって」

「うん。すごくわかりやすい武力交渉だな」

「人に物事を頼むときはスマイルが大事だよね」

「気を付けろ妹。あいつの場合はドス黒い悪意に満ちた冷笑だぞ」

　そりゃあ交渉も上う手まくいくよ。核兵器の存在をチラつかせながら「うちの国と戦争したらえらいことになるよー。なんならきみの国が保有してる島、一発黒コゲにしようかー？」って脅してるようなもんである。

「けど、珍しいな。あのお嬢様が一般生徒に本性剥むき出しにするなんて……」

　普段の涼月すずつきは完かん璧ぺきな優等生ってことで通っている。つまりはヒツジの皮を被かぶったオオカミ。あのお嬢様が、そのイメージを簡単に壊すなんて。

「えっとねー、だから最後にちゃんとフォローを入れたらしいよ」

「フォロー？」

「交渉が終わって部室を出るときに『べっ、別にあなたたちに頼みたくて頼んだわけじゃないんだから……っ！』って頬ほおを紅あかくしながら言ったんだって」

「………」

「そしたら『あなたは三次元に舞い降りた天使だ！』って絶賛してくれたって」

「ムチとアメだぁ―――――っ！」

　さすがは涼月奏かなで。

　しっかりツボを押さえてやがる。ゲーム研の連中からしたらいきなり経けい絡らく秘ひ孔こうを突かれたようなもんだ。即死必至。

「んじゃ、そろそろ始めようよ。わぁい、格ゲー格ゲー♪」

　ノリノリでテレビの前に座ってゲームをセットする紅羽くれは。

　やれやれと思いながらも、俺おれもコントラローラーを握って紅羽の横に座る。なんだかんだで、俺おれも付き合いの良い兄貴だよ。

　そんなことを考えていると、テレビ画面に何やら文字が映し出されてきた。

『浪嵐ろうらん学がく園えんバトルウォー』

　テケテケという安っぽいＢＧＭとともに表示されたのはそんなＢ級映画みたいなタイトルだった。

「えーっと、『ストーリーモード』と『ｖｓモード』を選べるみたいだね」

　紅羽くれはが小さなメモ帳を取り出す。どうやら説明書らしい。どうでもいいけどなんで手書きなんだ？　変なところでアナログだな。

「とりあえずｖｓモードかな」と紅羽がコントローラーを操作。ロード時間のあと、画面がキャラクター選択画面に切り替わる。

　さてさて、どんなキャラがいるのかな……。

「……あれ？　なんか四人しかキャラがいないぞ」

「初期キャラはこれだけっぽいね。最初は兄さんとあたし、お姉さまと近衛このえ先輩だけで、うさみん先輩とナルナルを出すにはストーリーモードをクリアしなくちゃいけないみたい」

「ふぅん」

　……って、ストップ。

　なんか今おかしな発言が聞こえたような。選べるキャラクターが俺と紅羽と涼月すずつきと近衛しかいないとか……。

　画面を注視してみる。

　選択できるキャラクターは、明るい色の髪を括くくった美少年に、いかにもお嬢様っぽい黒髪の美少女、それにショートカットの女の子に、最後は眼鏡めがねをかけた男の子……って、

「俺がいるぅううっ!?」

　ブラウン管を指差しながら、全力でツッコミを入れていた。

「なんで!?　なんで俺がいんの!?」

「説明書によると、これはあたしたち六人をモデルにしたゲームみたいだね」

「さらっと言うな！　勝手に自分が格ゲーのキャラに使われてんだぞ！」

「別にいいんじゃない？　兄さんは自分を使ってみたくないの？」

「ぐっ……」

　言われてみれば、ガキのころ格ゲーしてて『自分をキャラとして使えたらなぁ』とか思ったことはあるよ。

　……でも……でもさぁ……。

「……紅羽。一つ訊きいていいか？」

「なぁに、兄さん」

「あのさ……なんで俺だけ服を着てないの？」

　もう一度画面を見つめてみる。

　選択画面にはちゃんと浪嵐ろうらん学がく園えんの制服を着た紅羽くれはたち三人と、明らかにトランクス一枚しか身に着けていない俺おれがいるわけで……。

「それは兄さんだから仕方ないよ」

「なんでさ！　服着せろよ！　これじゃ俺だけ色ものキャラじゃねーか！」

「そういうクセのあるキャラこそユーザーに愛されるものでしょ？」

「きっと女性ユーザーは目もくれないぞ！」

「電撃とか出せちゃいそうなのになぁ」

「肌が緑色じゃないのがせめてもの救いだよね！」

　危ねえ。

　色んな意味でマジ危ねぇ。

　これは下へ手たをすれば大手ゲームメーカーに訴訟を起こされるぞ。

「んじゃ、あたしはあたしを使うね。兄さんはどうする？」

「俺は……俺を使うよ。俺がこのゲームの中でどんな扱いなのか、すげー気になるし」

　コントローラーを操作してキャラ選択終了。

　また画面が切り替わる。

　どうやらステージ選択画面らしいのだが……。

「うわっ、いっぱいあるね。『ファミマ』とか『セブン』とか。う～ん、迷っちゃうなぁ」

「どこでもいいよ。迷うほどのことでもねーだろ」

　なんでステージが全部コンビニの店内なんだよ。ファミマで戦うとか現実にありそうで逆に嫌だよ。

「うにゃ、ステージ選択完了。よっしゃあ、負けないからねっ」

「よくこんなゲームでそんなにやる気出せるな。あと画面に近づきすぎだ。目ぇ悪くなるからもうちょい離れろ」

「あーい、らじゃりましたー」

　にゃははと紅羽は俺の横で無邪気に笑う。

　こうしていると毎朝俺をノックアウトしてるヤツとは到底思えん。普通の女の子。重度の格闘技マニアって設定さえなけりゃ、コイツもちょっとは可愛かわいい妹なんだけどなぁ。

「あっ、始まるっぽいよ」

　ロードが終わり、戦闘画面に切り替わる。どうやら２Ｄの格ゲーっぽい。コンビニの店内でパンツ一丁の男と女子高生が向き合ってる映像はシュール過ぎるぞ。



『バキバキにしちゃうんだからっ！』



　おお！　すげえ。画面の中の紅羽くれはが喋しやべった。さすがに本人の声じゃないが、合成音声か。どうやら往年の格ゲーよろしく、バトルの前にキャラが一言決め台詞ぜりふを言うようだ。今のが紅羽の決め台詞だとすると、俺おれのは……。



『てめえ！　俺に黙ってパンツ穿はいてんじゃねえ！』



　なにこの怖い人！

　なんで!?　なんで俺はコンビニで自分の妹に向かってパンツ穿いてんじゃねえとか叫んでんの!?　しかも自分は服着てないのに！　店員さんが見たら間違いなく通報するシチュエーションだろ！

『ラウンド１、ファイト！』

　無機質な声が開戦を告げる。

　うわっ、始まったよ。えーっと、このボタンがキックでこっちがパンチか。

　カチャカチャとボタンを操作して感覚を掴つかむ。

　俺は飛び道具を持っていない中近距離タイプのようだ。けど、技を出す度に『ネコミミニーソックスこそ究極！』とか『メガネガーターベルトこそ至高！』などの問題発言を連発するのは控えて欲しい。

「うにゃー、あたしは投げキャラみたいだね」

　俺と違って、紅羽は相手の近くでしか技が発動しない超至近距離タイプっぽい。現実を忠実に再現してやがるじゃねーか。

　もっとも『お兄ちゃんどいて！　そいつ殺せない！』や『さくら怪獣じゃないもん！』などのよくわからないセリフをずっと叫んでいるが。

「兄さん。逃げないで近づいてきてよ」

「ふざけろ。投げキャラとわかっていて誰だれが近づくか」

　俺の戦法は基本ヒット＆アウェイ。

　二次元の中でくらいかっこよく立ち向かいたいんだが、身体が勝手に逃げを選んでしまうのだ。もはや刷り込みっていってもいいね。

　パンツ一丁の俺を紅羽が追いかけるというシュールな戦闘画面。

　逃げ回りながらも小技を出してじわじわと相手のＨＰヒツトポイントを削り、所々で大技を入れてけん制していく。

　これだ。

　このスタイルこそが、この俺に最も合ったスタイル。くくっ、やるじゃないかゲームの中の俺っ！　これで服さえ着ていれば最高だ！

『うおらっ！』

　気合の入った叫び声と共にゲームの中の俺おれが紅羽くれはに大技を叩たたきこんだ。残像が見えるほどの凄すさまじい連打。超必……いわゆる超必殺技である。

「あぅー……負けちゃった……」

　画面の紅羽が地面に大の字に倒れた。現実の紅羽も俺の隣でシュンとうなだれている。

　やべえ。

　なんだ、この凄まじい優越感は。

　現実じゃいつもボコボコにされている俺が、ゲームの中とはいえあの紅羽を倒したなんて。ううっ、なんか感動して泣けてきたよ……。

「まだまだだよ。このゲームは二本先取だからね。次こそはあたしが勝つよ！」

「上等だ！　二次元での俺の強さを教えてやるぜ！」

　いつの間にかすっかりハマっている俺たち。そういや、さっき俺が出した技はかっこよかったな。あれはなんて技なんだろう。

「紅羽。コマンド表ってどうやって見るんだ？　さっきは勘でやったから、今度はちゃんと確認したいんだけど」

「あ。あたしもそう思ってたとこ。でもコマンド表はこの説明書には載ってないんだよ。確認するにはバトル中で停止ポーズにして見るしかないみたいだね」

「なるほど。じゃあおまえが先に確認していいぞ。ここは敗者に譲ってやるよ」

「にゃにゃっ。次のラウンドはあたしが取るもんっ」

　と、ラウンド２が始まった瞬間に停止ポーズ。

　そこから紅羽のコマンド表に画面をチェンジ。技の数はそんなに多くない。やはり紅羽は超至近距離タイプらしく、そのほとんどが投げコマンドなのだが……。

「うーんっと……『ドロップキック』『デスバレーボム』、それに『裏投げ』『コブラツイスト』。それで超必が『雪崩式ブレーンバスター』」

　物の見事に全部プロレス技だった。ちなみに俺は全部喰くらったことがあるぜ。もちろんリアルでな。

「じゃあ、次は俺の番だな」

　一いつ旦たん紅羽がポーズを解除して、再び俺のコントローラーでポーズを入れる。これで俺のコマンド表が確認できるはずである。一回で覚えようと、コマンド表を声に出して確認してみると……。

「『リストラ』『借金』『公園』『一家離散』『さらば、愛する家族よ！』……って、」

　なんじゃこりゃああああああああっ！

　思わず叫びながらコントローラーを床に叩きつけていた。

「あはは、さすがお姉さま。兄さんのことがよくわかってるね」

「どこがだ！　おかしいだろ！　なんで俺おれの技名がリストラされたサラリーマンの人生みたくなってんだよ！」

「それは……。うん、しょうがないよ」

「なんでそんな可哀かわい想そうな目でこっちを見るの!?」

「兄さん……どんなに未来が暗くても、人は前へと進まなくちゃいけないんだよ」

「よくわかんないけど励まされた!?」

「逃げちゃダメだ、逃げちゃダメだ、逃げちゃダメだ……」

「呟つぶやいてんじゃねぇ―――――っ！」

　アニメ会社にまで訴えられちゃうよ！

　いや、クールクールクール。今問題なのは俺の技名だ。夢も希望もねえ。なんで超必が『さらば、愛する家族よ！』なんだよ。悲しすぎだろ。早まんなよ。あきらめんなよ。元気出そうぜ。人生まだまだきっといいことありますから！

「なあ、キャラ変えようぜ」

「え～っ、まだラウンド２だよ？　もしかして勝ち逃げ？」

「いや、違う。これ見てたら急に自分の人生が不安になってきちゃったからさ」

　ボタンを操作して強引にキャラ選択画面へと帰還。そもそも涼月すずつきが考えたゲームで俺というキャラクターを使ったのが間違いだったのだ。

「ぶぅー。横暴だー。年功序列によるパワハラだぁー」

「拗すねるなって。次のバトルはおまえが近衛このえを使っていいから」

「え？　ホント？　じゃあ今から近衛先輩はあたし専用だからねっ」

「…………」

　専用。

　専用、ね。

　相変わらず、おまえはスバル様にメロメロなわけですか。

「じゃあ、兄さんはお姉さまを使えば？」

「まあ、不本意だけどそうするよ」

　あいつを使うとか後で呪のろわれそうで怖いけどな。

　キャラ選択とステージ選択を終え、戦闘画面に移った。画面の中では制服姿の近衛と涼月が向き合っている。



『ご主人様。何なりとご命令を』



　むー、さすがスバル様。ゲームの中でもかっこいい。こういうクールな感じの台詞せりふを言っても全然違和感ないのがすげえ。さて、涼月の決め台詞は……。



『――さあ、教えてあげるわ。本当の戦争というものをね』



　……怖っ。

　この女、明らかに一人だけスケール違うこと言ってやがる。

『ラウンド１、ファイト！』

　バトル開始。

　よし、とりあえずさっきと同じ要領で涼月すずつきのキャラ性能を確認してから……。

　と。

　俺おれがコントローラーでテキトーなコマンドを入れた瞬間だった。

　不意に――画面が真っ白になった。

「なにこれ？　兄さんなんかした？」

「え？　いや、別に何もしてないけど……」

　なんだろう。バグったのかな？

　白い光に包まれた画面。

　一回リセットした方がいいのかなぁとか考えていたら、唐突に光が消えて戦闘画面が戻ってきた。

　――が。

「あれ!?　あたしの近衛このえ先輩が負けてる!?」

　回復した映像を見て紅羽くれはが驚きよう愕がくの声を上げた。

　画面の中でうつぶせに倒れる近衛。当然ＨＰヒツトポイントもゼロだ。というか待てよ。どうしてステージのコンビニ店内が焼け野原みたいになってんだ。これじゃまるで空襲でも受けたみたいな……。

　変わり果てたステージ。

　その中で、涼月奏かなでだけが涼しい顔で勝ち誇っていた。

「とりあえずコマンドチェックさせてくれ。何か変な技とか使っちゃったのかもしれないから」

　ラウンド２が始まった瞬間、ポーズを入れて涼月のコマンド表を表示。まさか一撃必殺みたいな技を持ってるんじゃないだろうな。

　恐る恐るチェックすると、そこにはたった一言だけ……。



『核』



「って、待てこらああああああああっ！」

　叫びながら画面の中の涼月すずつきにツッコミを入れていた。

「おい涼月！　どうしておまえの技は核兵器しかないんだよ！　しかも超必でもなんでもない通常技！　おかげでゲームバランスがめちゃくちゃじゃねえか！」

「お、落ち着いて兄さん」

「止めるな紅羽くれは！　俺おれは今すぐこの女にツッコミを入れるんだ！」

「これはゲームの中のお姉さまだよ!?」

「くっ……！　でもこの女、コンビニ店内で平然と『核』をぶっ放しやがったんだぞ！」

「操作したのは兄さんなのに」

「俺だってまさか波は動どう拳けんコマンドで『核』が発射されるとは思わなかったさ！」

　恐るべし、デビル涼月。

　たぶん格ゲーのキャラで『核』が使えるのはコイツが初めてじゃないか。まさか現実でも保有してんじゃねーだろうな。

「たぶんお姉さまはこのゲームのラスボスなんだね。だから一人だけキャラ性能が高いんだよ」

「なんにせよ、今後涼月は使用禁止だ」

　こんなラスボス誰だれも倒せん。ガード不可の全画面攻撃。初期キャラでこんなのが使えるあたりに、あいつの悪意を感じるよ。

「そいじゃあたしはこのまま近衛このえ先輩を使うから、兄さんは兄さんを使ってよ」

「えーっ」

「別にいいでしょ。技名と服装以外は全部普通なんだから。それともそんなにあたしと近衛先輩が戦うのが見たい？」

「わ、わかった。わかったからそんなに怖い顔するなよ」

　ジロリと半目でこちらを睨にらむ紅羽。

　どうやらゲームの中といえど好きな相手と戦うのは嫌っぽい。女心はわからん。もっとも俺が紅羽を理解できたことなんてそうそうないんだろうが。

　かくして。

　俺が俺、紅羽が近衛を使うという異色（？）の組み合わせでバトル再開。

　これが意外に噛かみ合う。

　キャラの性能的に俺と近衛は均衡しているらしく、毎回接戦の良い勝負になる。

　なるのだが……。

「くぅぅ、また負けちゃった……」

　隣で紅羽が悔しそうに唸うなった。

　そうなのだ。

　なぜかはわからないが、何回接戦になっても最後は必ず俺が勝ってしまうのだ。キャラのタイプは両者とも中近距離タイプ。だからそんなに差は出ないはずなんだが……。

「おまえ、もうちょっとクレバーにやれよ」

　紅羽くれはは画面に食い付きそうな勢いでコントローラーを操っていた。

　そのせいでどうも動きが大味になってしまっている。要は極端に読みやすいのだ。あっ、ほらまたカウンターが入った。

「だって、いくらゲームの中だからって近衛このえ先輩が兄さんに負けるなんて……」

　ああ、なるほど。それが冷静になれない理由か……って、あれ。

「お、おい、紅羽さん？」

　俺おれの目の錯覚でなければ、妹の目にうるうると大粒の涙が溜たまっているような。

「うにゅぅ……現実なら絶対近衛先輩が勝ってるのに。あたしがもっと近衛先輩の力になっていれば……っ！」

　げっ。やばい。コイツマジ泣きしそうじゃん。こらー女の子を泣かせたのは誰だれだー……って俺か。マズイな。そういや紅羽は典型的な負けず嫌いだった。経験上、ここらで手を打たないと俺の命の保証がなくなる。

「さ、さぁて、なんか俺を使うのも飽きて来たなぁ～。なあ、そろそろキャラを変え――」

　ビキッ。

　そんな何かにヒビが入るような音色。見ると、紅羽のコントローラーがアフリカ象にでも踏まれたみたいに一瞬でヒビ割れていた。

「へぇー、兄さーん、勝ち逃げしちゃうんだぁー」

　お隣さんから氷点下の警告。そこに座っていたのはヒクヒクと引きつった笑みを浮かべる妹。彼女の手の中ではコントローラーがミシミシと悲鳴を上げている。

　……よし。

　手を抜こう。

　極力バレないように全力で手を抜こう。あはは、そうさ、俺だって兄の端くれ。ここは大人おとなしく妹に勝ちを譲って――。

「言っとくけど、これは真剣勝負だよ。もし、手を抜いたりなんかしたら……」

　バキバキッと板チョコなんかを割るのに似た音……って、うおお!?　コ、コントローラーが！　紅羽のコントローラーが絞りたての雑ぞう巾きんみたく捻ねじ切れてやがる！

「あれれ？　壊れちゃった」

「いやいやいや！　おまえが壊したんだぞ!?」

「にゃはは、違うよ兄さん。きっと不良品だったんだよ」

「不良品って……！」

「だって、こんなんじゃぜんぜん耐久力が足りないもん」

　紅羽は燃えないゴミと化したコントローラーを俺の部屋のゴミ箱に叩たたき込んで、何事もなかったように予備のコントローラーを繋つなぎやがった。

　………。

　助けて。

　誰だれか助けてください。

　このままじゃ殺されます。

　誰でもない、このモンスターな妹にぶっ殺されます。

「次っ。次だよ兄さんっ。次こそは絶対あたしと近衛このえ先輩が勝つからっ」

　悲壮な覚悟を胸に立ち向かってくる妹。

　しかし戦況は全くと言っていいほどひっくり返らない。

　当然だ。

　コイツが熱くなればなるほど、近衛の動きは単調で読みやすいものになる。明らかなマイナススパイラル。しかも、俺おれが手を抜けないんだからこっちの勝ち星がどんどん重なっていくしかない。

「………」

　気付けば、戦績は俺の42勝０敗。

　圧倒的大差。

　野球だったらコールドゲーム、ボクシングだったらすぐさまタオルを投げられ、サッカーだったら怒り狂ったサポーターがフィールドに乱入して暴れているだろう。

　当然、紅羽くれはの怒りのメーターもとっくの昔に振り切れてるわけで……。

「……あの、紅羽さん？」

　恐る恐る、妹に話しかけた。

　だっていきなり黙りやがったんだぜコイツ。

　下を向いているから顔がよく見えないが、その身体はフルフルと悔しさに震えて――。



「兄さんのバカぁああああああああああああっ！」



　突如、キラウェア火山のごとく大爆発した。

「……よし」

　まだ間に合う。

　手遅れにならないうちに遺書の準備を済ませておこう。

　えーっと、とりあえず文面は「私、坂町さかまち近次郎きんじろうは命を狙ねらわれています。なぜ、誰に、命を狙われているのかはわかりません。ただひとつ判わかる事は、オヤ×ロさまの祟たたりと関係があるという……」って、やっぱりやめとくか。これじゃ某サウンドノベルだ。

「お、落ち着け紅羽。たかがゲームじゃないか」

　妹を刺激しないように、なるべく冷静な声で諭したが。

「バカ！　兄さんのバカバカバカ！」

「おまえ、そんな子供みたいな」

「どっちが子供だよ！　たかがゲームで熱くなったのはそっちのくせに！」

「手を抜くなって言ったのはおまえだろ!?」

「うっ……し、仕方ないでしょっ！　いくらなんでもこんなに負けるなんて思わなかったんだもん……っ」

　徐々に落ちていく声のトーン。珍しく自分にも非を感じているのか、予想よりもはるかに早く紅羽くれはの怒りは鎮火していった。

　よかった。とりあえず最悪の事態だけは免れたっぽい。やれやれ、さすがに妹も高校一年生にもなるとちょっとは大人おとなに……って、オイ。

　なんか、紅羽がまた泣きそうになってるのは気のせいだろうか？

「うぅーっ……兄さんのばかぁ……」

　うるうると大きな瞳ひとみを潤うるませながら紅羽は悔しげに口くち唇びるをかみしめた。

　なんてこった。

　思わぬところで二次災害の勃ぼつ発ぱつである。

　でも――どうして？

　いくらなんでも、こんな格ゲーに負けたぐらいで……。

「ひどいよぉ、今日は……今日だけは楽しく過ごしたかったのに……っ」

「今日だけは？」

　なんだよそりゃ。確かに今日は朝っぱらからテンション高かったけどさ。

「だ、だって、去年はあんな事件があったから、今年こそはって思ってたの……っ！」

　えぐえぐと泣きじゃくる紅羽。

　……今年こそは？

　それに去年あった事件って、まさか――。



「なんだ、紅羽。おまえ――今日が自分の誕生日だから俺おれと遊びたかったのか？」



　俺の言葉に、泣きじゃくっていた紅羽はピタッと止まった。

　そう、今日は８月28日。

　何を隠そう、俺の妹、坂町さかまち紅羽の十六歳の誕生日であった。

「そ、そうだよっ！　だって兄さん、去年はあたしの誕生日なんかすっかり忘れて黒瀬くろせ先輩と遊びに行っちゃったでしょ！　プレゼントもくれなかったもんっ！」

　うん、その通り。

　だって、俺おれのひいきにしてるバンドのライブのチケットが取れたって黒瀬くろせが言うからさ。ついつい妹のメモリアルデーをすっぽかして遊びに行っちゃったわけですよ。あれは後でずいぶん後悔したっけなぁ。

「だから、今年こそは一日二人で遊ぼうって決めてたのにっ！　お姉さまからもらった誕生日プレゼントで遊ぼうって……っ！」

　ああ、なるほど。

　だから涼月すずつきはわざわざこんなものをあげたのか。

「お姉さまだけじゃなくて、近衛このえ先輩からも沈黙ヒツジのヌイグルミをもらったんだよ？　なのに、兄さんは家族なのにあたしの誕生日を忘れちゃってるんだもん……っ」

　うわー、そりゃあ紅羽くれはがここまで泣き出すのも無理ないか。

　毎年坂町さかまち家では記念日系のイベントは大事にされてきた。

　何しろ母さんがそういうイベントが大好きだったから、毎年毎年俺たちは騒がしい誕生日を送っていた。

　けど――今年に限っては母さんがいない。

　国内でも指折りの格闘家である母さんは、半年前から国外武者修行の旅に出ている。

　だから、きっと紅羽は心配だったのだろう。

　たった一人の兄である俺が、自分の誕生日を憶おぼえてくれているか。

「―――」

　――バカ野郎め。

　まったく、おまえは世話の焼ける妹だよ。

　これじゃ――せっかくのサプライズが台無しじゃねーか。

「…………兄さん？」

　突然立ち上がった俺に、紅羽は涙で潤うるんだ瞳ひとみを向けた。

　ゆっくりと。

　俺は部屋の隅にあるクローゼットへと向かう。

　そう、そこに隠されたものを妹に見せてやるために。

「紅羽」

　妹の名前を呼びながら、俺はクローゼットの中から真まっ赤かなリボンで彩られた大きな箱を取り出した。

「に、兄さん。それって、もしかして……」

「ああ、そうだよ」

　実は、一ヶ月くらい前から準備してたのだ。

　去年の愚行を繰り返さないように、今年こそはコイツを喜ばすために。

「ホントは予約したケーキを夕方に取りに行くはずだったんだぜ。あーあ、こっちのプランをぶち壊しやがってさ」

　照れ笑いを隠しながら、俺おれは紅羽くれはに――たった一人の妹に大きな箱を差し出した。

　そして、言ってやる。

　一ヶ月も前からこの日のために用意していた言葉を、コイツに伝えてやる。



「――誕生日おめでとう、紅羽」



　ハッピーバースデーマイシスター。

　とっておきのバースデープレゼントを手渡しながら、俺は彼女にそう告げた。



　　　♀×♂



「うわあああああああああああ――――――いっ！」

　響き渡るソプラノシャウト。

　どこのスイッチが入ったのか、近年まれにみるほどハイになった紅羽は、俺の渡したプレゼントをまるでチャンピオンベルトよろしく頭上に掲げながら、歓喜の叫びを上げていた。

「兄さん、兄さん兄さん兄さん兄さん兄さん……っ！」

「……なんだよ」

「――ありがとっ！」

　満開のひまわり。

　そんな言葉がぴったりの花咲く笑顔。

　相も変わらず、感情表現がストレートなヤツ。

「えっと、開けてもいい？」

　両手で箱を抱えながら、Ｙシャツ姿の紅羽はちょこんと首を傾かしげた。

「おぅ。我が家の家訓に則のつとって、豪快にな」

「うん！」と大きく頷うなずいて、妹はネコ缶に飛びかかる野良猫の勢いでプレゼントに襲いかかった。

　シュルシュルと解かれるリボン。バリバリと剥はがされる包装。そして最終防壁である箱がグシャグシャに破かれ、中から現れたのは。

「うああああっおっきいヌイグルミ！　犬だ！　真っ白くて可愛かわいいワンちゃんだねっ！」

「………」

　ごめん、紅羽。

　それ、クマだ。

　白しろ熊くま。

　俺おれの身長の半分くらいありそうな白熊のヌイグルミ。

　コイツのどことなく無骨な顔つきを見た瞬間、この漢おとこなら紅羽くれはの相棒サンドバツグになれるだろうと直感したのだ。もっとも、この大型新人をスカウトするために俺の今月の小遣いはほとんどレジスターに吸い込まれてしまったのだが。

　だが、それでも後悔はない。

　だって、今年の紅羽の誕生日が上う手まくいったのだから。

「わーい！　ありがとっ！　ありがとう兄さんっ！」

　感かん極きわまったのか、紅羽は我が家の新入りと手を繋つないでぐるぐるとワルツを踊った。

　なんというか、微笑ほほえましい光景である。

「喜んでくれてよかったよ」

　部屋の中心で回る妹に声をかけた。

　目の前で嬉うれしそうにはしゃぐ妹。

　紆う余よ曲きよく折せつあったが、これで今年の誕生日は文句なしに成功に違いない。

　ハッピーバースデー。

　これこそ、兄貴としてコイツに演出してやれる最高の誕生日だ。

　俺は、心の中でそう呟つぶやきながら――。



    


  
    
      



    


  
    
      

「――――フッ」



　ニヤリ、と。

　静かに、口くち唇びるを吊つり上げて薄笑いを浮かべた。

　――計画通り。

　計画通りである。

　はあっ……一緒に遊ぼうとか言われたときはどうなるかと思ったが、無事に済んでよかった。

　――そう。

　このサプライズバースデーは、去年のあの事件を……坂町さかまち紅羽くれはの十五歳の誕生日に起きた惨劇を決して繰り返さない為に、謀略に謀略を重ねて用意したプランだったのだ。

　我が坂町家の歴史にあまりにも凄せい惨さんすぎる悲劇として刻まれたその出来事。

　通称、八・二八事件。

　それはさっき紅羽が言ったように、俺おれが彼女の誕生日をすっかり忘れていたことが原因だった。

　具体的に、かなり簡潔に事件の全容を説明しよう。

　――何も。

　何も憶えていないのだ。

　驚くべきことに、俺の脳内からは去年の８月28日の夜から８月29日の夜にかけて、丸一日の記憶がすっぽり消失しているのだ。

　ただ一つ憶おぼえているのは、ライブが終わって黒瀬くろせと別れて帰宅したとき、我が家の玄関に一匹の鬼――俺に誕生日をすっぽかされ、完かん璧ぺきにブチキレた坂町紅羽が立っていたということだけ。

　恐ろしいことに、そこからの記憶が全くない。

　目が覚めたら自分のベッドで寝ていた。しかもなぜかトランクス一枚で。

　不可解に消し飛んだ時間と記憶。

　なぜか身体に残る痛みにうめきながらも、状況を確認しようと生まれたての子羊のごとき足取りで部屋にある姿見の前に行った瞬間、俺は自分のあまりの惨状に悲鳴を上げた。



　兄さんのばか。



　パンツ一丁の俺の身体には、真まっ赤かなマジックペンでそう書き殴られていたのだ。

　しかも全身のあちこちに。

　まさに耳みみ無なし芳一ほういち状態。幸いパンツの中にまでは書かれていなかったのだが、それでも俺おれが恐怖に震えるには十分の凶行であった。

　極めつけは、紅羽くれはのこのセリフである。



『あの……兄さん。ホントにごめんね。昨日は、ちょっとやり過ぎちゃったよ』



　断言しよう。

　紅羽が自分からやり過ぎたと言ったのは長い共同生活の中でこれっきりである。毎朝行われているあのリアルプロレスごっこですら、コイツは愉快な遊びだと思っているのだ。

　そんな紅羽が自分から『ごめんね』と謝ったのである。

　これが何を意味しているかわかるだろうか。

　ちなみに、俺は瞬時に理解した。

　そうして自分の身に起きた惨劇を理解したとき、考えるのをやめた。思考を緊急停止させ、一切の記憶の回復を拒否した。

　そして、誓った。

　――来年こそはこんな愚行は犯すまい、と。

　これが、去年の紅羽の誕生日、八・二八事件の全ぜん貌ぼうである。

「……はあ」

　心の中で回想を終えて、俺はホッと胸をなでおろした。

　プレゼント代として今月の小遣いを生いけ贄にえにしたため、これから一ヶ月は貧相な生活が約束されてしまったのだが、背に腹は代えられまい。

　妹に最高の誕生日をプレゼントできたし、俺の身の安全も保障されたのだから――。

「えへへっ、ありがとね、兄さん」

　紅羽はヌイグルミを抱きしめながら微笑ほほえんだ。

　どうやらかなりお気に召してくれたようだ。にしても、すげえ上う手まくいったな。あまりにも計画通り進み過ぎて、逆に気味が悪いくらいである。

「今のあたしはとってもハッピーな気分なんだよ。お姉さま、近衛このえ先輩、そして兄さん。みんなから素敵なプレゼントを貰もらえたし、こんなに嬉うれしい誕生日は初めてかも」

「ああ、そりゃあ良かったよ」

「……でね、あまりにもハッピーすぎてね……」

　紅羽はわずかに頬ほおを上気させてはにかんでから、



「なんだか急に――兄さんに甘えたくなってきちゃったのっ」



「………」

　待ってくれ。

　なんかコイツ、とんでもなく不吉なことを口走りやがらなかったか？

「にゃはは」

　照れくさそうな微笑ほほえみ。モジモジと恥ずかしそうに身体を揺らしながら、こちらに近づいてくるＹシャツ姿の紅羽くれは。なぜか、その大きな瞳ひとみは俺おれを捕まえて離さない。まるでエモノを狙ねらうチーターみたいな――。

「――あ、」

　――忘れていた。

　どうして気付かなかったんだろう。

　そもそも、なんでコイツが毎朝毎朝俺にプロレスごっこを仕掛けてくるのか。

　どうして俺と格闘トレーニングをやりたがるのか。

　すべては――愛情表現。

　子猫が飼い主に甘えてニャーニャーじゃれるのと同じで、まったく悪気のない可愛かわいいスキンシップ。ただコイツの場合、そのあまりのパワフルさから若干シャレにならない事態になるのだが。

「ねぇ……お兄ちゃん」

　ちょっとだけ懐かしい響き。それは昔の……まだ紅羽が小学生の頃ころ、今以上にベッタリ俺に甘えていたときの呼び方だった。

　――ああ。

　おそらく、次に起こる展開は――。



「ちょっとだけ――ハグしよ？」



　どうせならさっきプレゼントしたヌイグルミにしてやってくれ。

　そんな必死の脳内ツッコミも空むなしく、紅羽はいとも簡単に俺の身体を正面から捕まえ、ぎゅぅぅぅっと抱きしめてきた。

　まさしくそれは、プロレスでいうところのベアハッグ。

　妹による、兄への愛情がたっぷりこもったハグであった。

「にぎゃああああああああっ！」

　ふにふにと。

　Ｙシャツ越しに伝わってくる女の子特有の柔らかい感触とともに、完かん璧ぺきにキマったフィニッシュホールドが背骨を圧迫し始めた瞬間……俺は心の中で、「今日の反省点」「来年への抱負」そして「今の心境」の三つを出しておくことにした。



　①　十中八九、こうなったのは妹の性格を把握しきれなかった俺おれの責任だろう。

　②　来年こそは、こんな愚行は犯すまい。

　③　でも、ベアハッグ一発だけならマシかな。たぶん、軽く失神しちゃうけど。



　徐々に薄れ行く意識。

　襲いくる女性恐怖症の発作の中で「いや、どう考えてもこの状況でプロレスごっこを仕掛けてくる妹がおかしいだろ！」という率直な意見も思いついたが、そこは百歩ゆずってスルーしてやることにした。

　なにせ――今日はコイツの誕生日。

　この日ぐらいは、妹に甘えさせてやるのも悪くない。

　だって、俺は坂町さかまち家の長男で、紛まぎれもなくコイツの兄貴なんだから。

　たまには、お兄ちゃんっぽいところも見せてやるさ。

「えへへ、兄さん――大好きっ」

　ゴキゴキと背骨が鳴る音と一緒に、胸の中で妹の甘い声が聞こえた気がしたが、それを確かめる間もなく、俺の意識は遥はるか彼方かなたへとカッ飛んでいった。



    


  
    
      
　

第３話　相談ピクニック





「センパイ。最近お金に困っているそうですね」

　８月29日、正午ジャスト。

　ちょうど昼メシの準備をしようと台所に立ったときである。ピンポーンというインターホンの音に促されて自宅の玄関のドアを開けると、文字通り開口一番そんなことを言われた。

　ネコミミ。

　しかもネコミミメガネだった。

　まず目に飛び込んできたのは住宅地にはどこかミスマッチな服装。健康的な小麦色の肌、可愛かわいらしいデザインのレースワンピース。そして服の上からでも抜群の存在感を見せる大きな胸を持った女の子。

　鳴海なるみナクル。

　メガネ大好きメガネジャンキーは、ドアを開けた俺を見て得意げに笑っていた。

　………。

　……さて。

　どうするかな。

「……あっ。ちょ、ストップ！　ストップです！」

　三秒ほどの思考の後、何事もなかったようにドアを閉めようとしたら、ガシっと手で止められてしまった。チッ、意外にいい反応じゃねーか。

「センパイ！　どうしてこんなことをするんですか！」

「早く手を離せ。警察を呼ぶぞ」

「ナクルは強盗扱いですか!?」

「何を言っている。おまえは立派なヘンタイじゃないか」

「まさかの不審者扱い!?　ぐぐぐっ、こうなったら……きゃー！　タスケテー！　いたいけな女子高生が拉ら致ち監禁されそうですーっ！」

「あっ、てめえ、コラ！」

「いやー！　手がー！　センパイの手がナクルの胸をーっ！」

「………っ！　わかった！　わかったから今すぐそのシャウトをやめろ！」

　仕方なくドアを開けてやる。

　コイツ、いきなりなんてことをするんだ。ここは住宅地だぞ。もうちょっとで長い間かけて積み重ねてきたご近所さんからの信頼をリセットするところだった。

「ひどいです。可愛かわいい後輩を不審者扱いするなんて」

「その格好ネコミミは俺おれから見れば十分不審者だぞ」

「え？　ナクルのファッションのどこが変だって言うんですか？」

「自分の胸に手を当てて考えてみろ」

「胸に手を当てて……ひぁんっ！　……もう、センパイのエッチ。言葉巧みにナクルの胸を揉もませるなんて」

「そんなアグレッシブなことをしろっつってんじゃねーよ！」

　つーかホントに揉むなよ！　ビックリするだろ！　ただでさえ胸でかいんだからさ！

「で、何の用だよ。紅羽くれはに用事か？」

　コイツが家に来る理由なんてそれぐらいしか考えられん。

　だが、今現在あいつは留守である。

　さきほど『お腹なかをすかせるために十キロくらいジョギングしてくるよっ！』と出ていってしまった。この暑さの中でも普段のアクティブさを維持できるのがすごいよね。

「いえ。今日は紅羽ちゃんに会いに来たわけじゃないのです。センパイの金欠情報はメールで教えてもらいましたけど」

「おまえらそんなやり取りしてたのか」

「ナクルと紅羽ちゃんはマブダチですから。実は、この家にも何度かお邪魔させてもらったことがあるのですよ」

「そうなのか？」

　知らなかった。ていうか、知りたくなかった。このメガネジャンキーに我が家の敷居をまたがせていたとは。今度から『猛犬注意！』のステッカーでも貼はっておくか。セールス対策にもなる。猛犬はいないが、猛犬以上の攻撃力を誇る妹がいるし。

「それにしてもいいお家にお住まいですねぇ」

「いきなり褒ほめられてもな」

「センパイの部屋も、なかなか生活感があってグッドでした」

「………」

　……空耳か？

　今、聞き捨てならないセリフが聞こえたような。

「いやぁ、センパイのベッドのふかふか感と言ったら」

「なぜおまえが俺おれのベッドの寝心地を!?」

「え？　それはもう……きゃっ」

「なんでそこで恥ずかしそうに頬ほおを染めんだよ！」

　くそっ……紅羽くれはめ、勝手に俺の部屋を公開しやがったな。

　しかし、なぜそんな真ま似ねを？

　いくらあいつでも、無断で俺の部屋に他人を入れたりなんてしなかったのに。

「紅羽ちゃんを責めないであげてください。責任はすべてナクルにあるんです」

「責任？」

「はい。あのとき、ナクルが紅羽ちゃんにスバル様のブロマイドを渡さなければ」

「思いっきりワイロじゃねーか！」

「偶然です。でも、紅羽ちゃんが『お礼をしなきゃっ』と言ってくれたので、つい……」

「だからって俺の部屋に入るなよな！」

　恐ろしいほどに計算しつくされた犯行である。

　ファンクラブには入っていないが、紅羽も熱狂的な近衛このえファンなのだ。近衛のためならきっとホオジロザメとだって戦うだろう。あいつなら案外勝てそうなのが怖いよね。

「ふふふ。ということでセンパイの部屋を堪能させてもらいました」

「気き色しよく悪いこと言うな」

　ナクルのことだからどうせ創作活動のためなんだろうが。

　そう、コイツは俺と近衛（男の子設定）のＢＬ同人誌を書くのが趣味なのだ。もしかして、今日家に来たのもそれ関係なのか？

「では、そろそろ本題に入りましょう。今日ここに来たのは、センパイにご相談があるからなんです」

「相談？」

「ええ。さっきも言いましたが、センパイはお金に困っているそうですね。もうすぐ二学期が始まるのに大変じゃないですか？」

「まぁ……そうだけどさ」

　昨日が紅羽くれはの誕生日だったため、俺おれはやむなく貯金箱のダイエット計画を実行した。しかもかなりハードなヤツを。人間だったら減量苦で倒れててもおかしくない。ちなみに俺も倒れそう。もちろん心労で。

「だから、今日はセンパイにバイトのお話を持ってきました」

「バイト？」

　聞き返すと、ナクルは「はい」と言ってコクンと頷うなずいてから。



「これから――ナクルとデートしてください」



　真夏の太陽の下。

　彼女は、ちょっとだけ恥ずかしそうにそう告げたのだった。



　　　♀×♂



「実は、最近またスランプなんですよぅ」

　場所を移して、我が家の近所の路上。

　俺の隣を歩きながら、さっきまでとは違うどこか鬱うつ屈くつした調子でナクルは呟つぶやいた。

「小説の新作を書くことになったのですが……どうにも筆が進まなくて……」

「学園祭のときもそんなことを言ってたな」

「ナクルは波が激しいんですよ。書けるときはすごく書けるのですが、書けないときはとことん書けないんです。それに、最近色々とトラブルがあって……」

「トラブル？」

「あ。いえ、今のはナクルの家庭の事情なので、聞かなかったことにしてください。とにかく、今日はスランプを脱するきっかけさえ掴つかめればいいんです」

「ふぅん」

　で、それを掴むために俺とデートするってわけか。

　いや、これだけ聞いても何を言っているかはよくわからないと思う。だって俺もよくわかんねえもん。

　しかし、ナクルの言葉を借りて言えば『センパイと一緒にいれば何かネタが浮かびそうな気がするんです』だそうだ。

「デートといっても一緒にゴハンを食べるくらいです。ほら、そのためにちゃんとお弁当も作ってきたんですよぅ」

　ナクルは手に持った可愛かわいらしいカバンをかかげた。うわー、大丈夫かなー、媚び薬やくとか混入されてないかすごく心配だなー。

「はりきっていきましょう。ナクルの新作を待ってくださっているみなさんのためにも、なんとか頑張らなくちゃいけませんから」

「そういやおまえって、『見守る会』の会長だっけな」

　この『見守る会』というのは、『スバル様を温かい眼まな差ざしで見守る会』の略で、恐ろしいことに俺おれと近衛このえがＢＬ的関係だと信じて疑わない狂信者の集まりなのである。

「こんなナクルでも、みなさん慕ってくれてますし」

「意外に謙虚なヤツだな」

「けど、正直恥ずかしいんですよぅ。ファンクラブのあいさつまでナクルの名前なんです」

「クラブのあいさつ？」

「『３スリー、２ツー、１ワン、ナックルナックル！』です」

「何だそのあいさつ!?」

　ずいぶん古いネタだなぁオイ！

　もはやおまえのファンクラブなんじゃねーか!?

「ちなみに、ジ×リファンの人は『ヤックルヤックル！』って言ってましたけど」

「みんなあいさつなんてどうでもいいんだと思うぞ」

「それでも、うちはあっちに比べたらまだいい方なんですけどね」

「あっちって……まさか『Ｓ４』か？」

「はい。『Ｓ４』の今現在のあいさつは、『ぶっ殺してやるぜーっ！』らしいですから」

「………」

　誰だれを？

　一体どこの誰をぶっ殺すんですか？

　とても気になるけど訊きくのはやめておこう。あの学園祭の校内放送事件以来、どうもまた俺のイメージが悪化している気がするのだ。今度からいつ刺されてもいいよう腹に雑誌を仕込んで登校しようかな。

「しかし、よくオッケーしてくれましたね」

「あ？」

「いえ、デートのことです。てっきり断られると思っていたのに」

　安心したのか、ナクルは「ありがとうございます」と嬉うれしそうにはにかんだ。

　うーん、だってなぁ。

　隣に目をやると、そこにはデートが楽しみなのか「にゃにゃにゃ～♪」と鼻歌を口ずさんではしゃいでいるナクル。

　この笑顔を見てると、不覚だが……ちょっと可愛かわいいと思ってしまう。

　いくら俺おれが出演するＢＬ同人誌を書いていようが一応コイツも女の子である。お人よしすぎるのかもしれんが、女の子が困ってるんだから助けてやりたい気がする。

　まぁ、『デートしてくれればそれ相応の報酬をお渡ししますっ！』という言葉に釣られたわけじゃないことだけは言っておこう。決してそんなどっかの妹みたいなマネはしませんよ。いや、ホントに。

「――あ、見えてきましたよ。本日のデートプランはずばりピクニックです。あそこで一緒に昼食を取りましょう」

　ナクルは、ビシッと目的地を指差した。

　………。

　いや、ピクニックって言われましても。

「ただの公園じゃねーか」

　ぶっちゃけ殺風景な公園だ。

　人ひと気けもなく、広さもそこまでじゃないし、整えられた芝生なんかがあるわけでもない。遊具はブランコ、滑り台、それに砂場があるだけの寂れた感じである。

　だけど、なんだろう。

　理由はわからないが、どこか見覚えのある感じが。

「………あ、」

「あれ？　どうしたんですかセンパイ。忌まわしい記憶でも思い出したような顔をして」

「………。……いや、なんでもないよ」

　呟つぶやいて、誤ご魔ま化かすように軽く笑っておく。

　思い出した。

　ここって、ガキの頃ころに俺がよく紅羽くれはと一緒に遊んでた公園じゃん。

　うわあああああ蘇よみがえるトラウマの数々。

　例えばあの滑り台。

　五歳のころ、あれの上から強烈なフライングボディプレスを喰くらったことがある。『おにいちゃんだいすきーっ！』なんて叫びながら落下してくる妹はもはや凶器以外の何物でもなくて、その後はあの砂場で『いきうめですまっちごっこしようよーっ！』という流れになってああああああああアアアアアア……っ！

「よし、早くメシを食べよう」

「？　構いませんが、急に乗り気になりましたね」

「ああ。人生、何事もポジティブシンキングが大事だからな」

「はあ、確かにプラス思考は大事だと思いますけど」

　？？？　と不思議そうにしているナクル。

　さっきの記憶は俺おれの脳内でフリーズドライしておこう。もちろん解凍する予定は今後一切ない。シベリアの永久凍土にでも埋めてしまえ。

「あ、一つ重要なことを忘れていました」

　と、公園の敷地に足を踏み入れようとしたところで、なぜかナクルは俺の方に肩を寄せてきて、

「てっ、手を繋つなぎましょうっ」

「は？」

　思わず思考のほうがフリーズしてしまった。

　いや、ちょっと待ってくださいよナクルさん。いくらデートだからって、別に付き合ってるわけじゃないんだからそこまでする必要は……ってうわああああこっちの意向も聞かずにジョイントしてきやがったよコイツ！

「お、おまえ……！」

「あ、慌てないでくださいっ。きっとこういうのはムードが大事っ。これも創作のためなんですっ」

　ひどくぎこちない態度。

　緊張を紛まぎらわすためなのか、ナクルは俺の掌てのひらをぎゅっと強く握り締めた。

　伝わる温かな体温。



    


  
    
      



    


  
    
      

　俺おれのよりもずっとずっと小さな掌てのひら……。

「………」

　もしかして、コイツって異性と手を繋つないだことがないのかな？

　ってことは、これが初デートだったりして。

「………っ」

　何にしてもこの状況はマズい。なにせ俺は女性恐怖症なのだ。しかも、悪いことにナクルは恐怖症のことを知らない。

　考えてる間にもざわざわと鳥肌が立ってきた。ここで鼻血なんか出したらコイツに俺の女性恐怖症がバレ……否、落ち着け坂町さかまち近次郎きんじろう。冷静になれば大丈夫。さすがにこんな短時間でこっちの異変に気付かれるはずが……。

「あれ？　センパイ、なんだか急に脈拍が速くなってませんか？」

「！」

「体温の方も36度５分から８分に上がりました」

「なんでそこまでわかるの!?」

「ふふふ。冗談ですよ。でも、緊張してるのがナクルだけじゃなくてよかったです。センパイも、ちょっとドキドキしてくれてるんですねっ」

　安心したのか、ブンブンと繋いだ手を大きく揺らしながら歩き出すナクル。

　いやいや、ちょっとどころじゃねーよ。もはや俺の心臓はオーバーヒート寸前。赤血球たちが猛スピードで血管内ハイウエイを疾しつ走そう中ちゆうである。

「ここに座りましょう」

　公園の木陰にある涼しそうなベンチの前まで来ると、ナクルはパッと手を離した。

　……危ねえ。

　まさかこんな手段に出てくるとは。これじゃ学園祭のときのマサムネである。

「さあ、センパイもどうぞ座ってください。張り切って作ってきたんですよぅ」

　言って、ナクルはカバンの中から取り出した弁当箱……それも重箱を狭いベンチの上に広げ始めた。

　重箱は二段重ね。

　片方には鳥のから揚げ、卵焼き、ポテトサラダ、可愛かわいらしいタコさんウィンナーなど。もう片方はオニギリ。むむっ、結構美お味いしそうだな。

「さあ、どうぞいただいちゃってください」

「……おぅ」

　促されるままに、俺もベンチに座った。ちょうど二人で重箱を挟む形である。

「じゃあ、食べるぞ？」

　恐る恐る、受け取った箸はしを重箱へと伸ばす。

　それもそうだ。なにせ、俺おれは今までの人生の中で料理が上じよう手ずな女にはほとんど会ったことがない。中にはマサムネみたいな例外もいたが、きっとあいつは都会に生息するホタルみたいなもんだろう。かなりの希少種である。

　しかも、今回はあの鳴海なるみナクル。

　普段の行動からすれば、この料理に何か仕込んでいても別に不思議じゃないのだ。

「？　どうしたんですか？　早く食べましょう。――あ。それとも、もももももしかしてここはお約束の『あーん♪』をするべき場面なんでしょうか？」

　こっちの気も知らずに、ナクルはちょっと頬ほおを染めながら箸はしで摘つまんだ卵焼きを「あ、あーん♪」と差し出してきた。

　………。

　まあ、たぶん大丈夫か。

　さすがのコイツも『あーん♪』で薬物を食べさせるほどの鬼畜じゃないだろう。人目がなくても『あーん♪』は恥ずかしいが、いい加減お腹なかもすいてきたし食べることにしよう。いただきます。

「ふふふ。『あーん♪』しちゃいましたねっ」

　俺がパクッと卵焼きを食べると、ナクルは何やら頬に手を当てて「きゃっ」と恥ずかしがっていた。

　意外に可愛かわいらしい仕草をするヤツ。

　うーん、こうして見るとやっぱり女の子だよな。

　だが、騙だまされないぞ。

　なにせコイツはメガネジャンキー。いくら仕草が可愛かろうが、中身は完かん璧ぺきアブノーマルである。

「センパイ。ゴハンを食べ終わったら何をしますか？」

　ナクルがカバンから出した水筒の麦茶を差し出しながら訊きいてきた。

「メシを食べるだけじゃなかったのか？」

「あぅ。それだけじゃ物足りないですし、せっかくですから一緒に遊びましょうよ」

「そんなこと言われてもな」

「ほら、鬼ごっことか」

「俺たちは高校生だぞ。しかも二人でかよ」

　それに鬼ごっこはちょっとだけ嫌い。ガキの頃ころに母さんとやった鬼ごっこはシャレにならなかった。あの人の場合もはや『ごっこ』じゃない。鬼そのものである。ジャック・ザ・リッパーだってあそこまで怖くはないよ。

「つーか、そんなことしててスランプから抜け出せるのか？」

「はぅ……それはわかりませんが、きっと息抜きにはなりますよぅ」

　ナクルは両手でオニギリを持ったままでガックリとうなだれてしまった。

　スランプねぇ。

　俺おれは小説やら漫画なんかは書いたことないから検討もつかないが、きっと気分が沈むものなんだろう。

　その証拠に、今日のナクルは普段よりかなり大人おとなしい気がする。メガネやＢＬネタも控え目だ。この前の旅行のときはかなりはっちゃけてたのに。

「……センパイ」

　唐突に。

　ナクルは、食べかけのオニギリを置いてこっちを見つめてきた。

「ちょっとだけ、相談に乗ってもらってもいいですか？」

「相談？」

「はい。実は最近悩んでいることがあって、そのこともあって執筆に集中できてない気がするんです」

「………」

　彼女の真剣な調子に、俺は思わず黙り込んでしまった。

　――驚いた。

　このメガネジャンキーに悩みなんてものがあるとは。もしかして、今日俺を連れ出したのもこの相談をするためだったのか？

　しかも、この深刻そうな表情。

　ひょっとしたらとてつもなく重い話題かもしれない。これは、何を言われても驚かない覚悟を決めておこう。

「あの、笑わないで聞いてくださいね」

　ナクルは。

　意を決したように、すうっと息を吸い込んでから――。



「センパイは、ナクルの胸を見てどう思いますか？」



「…………」

　………。

　よかった。

　一応覚悟を決めておいてよかった。

　もし決めていなかったら、俺はこの後輩に本気でドロップキックをかましていたかもしれない。

　それぐらい過激なツッコミを入れたい心境だった。

「ちょ、ちょっと！　なんですかその呆あきれた表情は！　ナクルはとってもマジメなんですよぅ！」

　俺おれの内心を悟ったのか、ナクルは「ううっ～」と瞳ひとみに涙を浮かべながら拗すねたように口くち唇びるを噛かみ締めた。

　いや、そんなこと言われてもさ。

　だって……胸ですよ？

　なぜよりにもよって俺にそんな質問を。明らかに管轄外だ。そういう思春期の女の子っぽい悩みはカウンセラーにでも相談してくれ。

「事情を話します。実は、この前課外授業を受けに学園に行ったときに、ちょっとした事件がありまして」

「事件？」

　聞き返すと、ナクルは頬ほおを染めて胸の前でモジモジ指を弄いじりながら、



「――告白されてしまったんです」



「……は？」

「相手は、クラスメイトの男の子でした」

「………」

　あまりのショックに固まる俺。

　えーっと……告白って、告発の間違いじゃなくて？　クラスメイトの男子に告発されてしまったんです。うん、これだったら十分ありえる。なにせコイツはメガネジャンキー。俺だっていつか訴訟を起こしてやろうと思ってるくらいだ。

　しかし、告白されたってのは……。

「あんまりしゃべったことがない人だったんですよぅ。そもそもナクルはあまり男の子の友人がいないので。なのに、いきなり『付き合って下さい』と言われてしまって……」

「へ、へぇー。それで、おまえはどうしたんだ？」

「当然断りました。だって、ナクルには覚悟がありますから」

「覚悟？」

「はい。ナクルは高校生活のすべてをＢＬ創作に捧ささげると心に決めているんです」

　キリッとした表情で胸を張るナクル。

　いや、それはそれで激しく問題があるような気もするが、どうも話が読めない。なんで告白からさっきの胸の話になるんだ？

「でも、正直わからなかったんですよぅ」

「……何が？」

「いえ、だからその男の子がどうしてナクルなんかに告白してきたのかがです。ロクに喋しやべったこともなかったのに。自分で言うのもなんですが、ナクルはあまり男の子にモテる性格じゃないですし。それで、自分なりに色々と理由を考えた結果……」

　そこまで言って、ナクルは「はぁっ」と重々しく息を吐いた。

　なるほどね。

　その結果、惚ほれられた理由が胸なんじゃないかって思っちゃったワケか。

「ほら、男の子は大きい方が好きらしいじゃないですか。確かに、ナクルの胸は普通よりちょっと大きいとは思いますけど」

　いやいや、全然ちょっとじゃねーよ。そこまで育ってりゃ大分立派なもんだぞ。

「だから、ちょっと悩んでるんです」

「つまりはコンプレックスか」

　誰だれにだって一つぐらいコンプレックスはある。俺おれだって女性恐怖症で悩んでるし。コイツの場合、それが胸だっただけのこと。

　……でもなぁ。

「なあ、そういう悩みは俺じゃなくて女の友だちとかに相談した方がいいんじゃねーか？　例えば紅羽くれはとか」

　どう考えてもそっちの方がいいと思う。

　だって俺の染色体は紛まぎれもなくＸＹ。

　あいにく、生まれてこのかた胸のサイズで悩んだ経験はねえのである。

「ナクルも最初はそうしたんですよぅ。けど、そのときも問題が起きたんです」

「問題？」

「はい。正直に『紅羽ちゃんはナクルの胸を見てどう思いますか？』って相談したら……その瞬間、紅羽ちゃんが手に持っていたジュースの缶を握り潰つぶしてしまって」

「………」

「しかも、スチール缶を」

「………」

「それで『ねぇ、ナルナル。それはこんな風ふうになりたいってことかなぁ？』ってグシャグシャになったスチール缶を握り締めながら訊きき返してきたんですよ。それ以来、女の人に相談するのが怖くなって」

「まぁ……無理もないな」

　そう、誰にだって一つぐらいコンプレックスはある。

　それは紅羽も同じ。

　あいつにとっても胸の話題はタブーだったんだろう。この前の旅行のときも悩んでるとか言ってたし、ぶっちゃけロリ体形だしなぁ。

「でもさ、そんなに気にすることでもねーと思うぞ」

　我ながらテキトーだとも思ったが、とりあえず励ますことにした。

「その告白したクラスメイトがどんなヤツなのかは俺おれも知らないが、さすがに胸だけを見て告白したってことはないだろう」

「そ、そうですか。ということは、ナクルの胸は変じゃないんですよね？　別にこれぐらいのサイズは普通なんですよね？」

「おぅ。たぶんな」

　うんうんともっともらしく頷うなずいておく。

　ああ、けどなぁ。

　コイツのメガネジャンキーぶりを知ってて、それでも告白したんだとしたら、そのクラスメイトもかなりの変わり者だよな。

　もしくは……胸？

　やっぱり胸なのか？

　思わずナクルの胸の辺りに視線を向けてみる。

　豊かな膨らみ。

　やはりサイズがすごい気がする。紅羽くれはと比べるとバチカン市国とアメリカ大陸ぐらいの差があると言っても過言じゃない。しかもそれでいて形もそこまで悪く……否、むしろ芸術的な丸みとどこか母性的な優しさを感じさせるこのフォルムは……。

「センパイ。今ナクルの胸を見ていやらしいことを考えていたでしょう」

「!?」

　しまった！　くそっ！　なんという失態だ！　まさかほんの三十秒ほど胸を見つめていただけでこちらの思考に勘付かれるとは！

「ううっ……ひどいです。やっぱり男の人は胸さえあればいいんですね」

「ち、違う！　決してそんなことはないぞ！」

「ホントですか？」

「ホントだとも！」

「では、センパイ。今からナクルの胸を揉もんでください」

「なぜに!?」

「聞いたことがあるんです。胸は揉めば小さくなると」

「どこでそんな間違った知識を仕入れてきたんだ!?」

「え？　違うんですか？」

「当たり前だ！　胸は揉んだら大きくなっちゃうだろ！」

「確かにそういうウワサもありますが、それって男の人の願望とかじゃないんですか？」

「くっ……」

　い、言われてみればそうだ。

　冷静に考えればおかしい理屈である。なんだよ、揉もめば大きくなるって。そんなの都合のいい理由をつけて胸を揉みたい男の意見じゃねーか。くそぅ、まさかこのメガネジャンキーに正論を言われるとは……！

「ああ、ナクルも貧乳に生まれたかったです」

「紅羽くれはの前でそのセリフは言わないほうがいい。マジで殺されるぞ」

「いえ、どうせならセンパイみたいな貧乳になりたいです」

「俺おれの胸を貧乳と呼ぶな！」

「じゃあ巨乳なんですか？」

「巨乳でもないけどさ！」

「だったらいいじゃないですか。それに、グラメモのワンシーンでも『スバル、やっぱり男って胸の大きいヤツが好きなのか？』と、センパイがスバル様に自分の胸を揉ませる場面が……」

「そんなラブコメシーンをＢＬで再現してんじゃねぇ―――――っ！」

　はあはあと息が切れるぐらい全力でツッコミを入れてしまった。ダメだ。ＢＬネタを振られるとついついＭＡＸのツッコミを入れてしまう。もはや脊せき髄ずい反射に近い。

「――もういいです」

　いきなり。

　ナクルは強気な態度で宣言した。

「もうセンパイの意見を聞くのはやめます。ここからは、ナクルの目で事実を判断します」

　言って、なぜか重箱を重ねてバッグに片付けだすナクル。

　……なんだ？

　自分の目で判断するって、何をする気なんだ？

「簡単な話ですよ。これからセンパイには『男の人は胸だけでは恋に落ちない』ということを証明してもらいます。――そう、センパイの身体で」

「……っ!?」

　反射的に逃げようとしたが、遅かった。

　抱きつき。

　紅羽風ふうに言うならハグである。

　突如、鳴海なるみナクルが俺の身体にがばっと抱きついてきたのだ。

「て、てめえ！」

「すいません、センパイ。揉んでもらおうかとも思ったのですが、さすがに恥ずかしかったのでこっちにしてみました」

「こっちって！」

「でも、ほら……これならわかりますよね？」

「ぐっ……！」

　た、確かに！

　超至近距離。漂う女の子特有の香り。しかもコイツがやけにぎゅぅぅぅっと抱きついてくるせいで俺おれの身体に当たるふみゅふ……ぎゃあああもはや上う手まく表現できない！

　すごく簡潔に説明するとかなり弾力があってけれど柔らかい双つの塊が俺の身体に当たってああああああああああっ！

「おまえ！　こんなことして恥ずかしくないのか!?　年とし頃ごろの女の子ならもうちょっと恥じらえよ！」

「で、でも仕方ないんですっ！　これも創作のためですから！」

「どんだけ熱心なんだよ!?」

「いいんです！　それで真実を確かめられるんなら！　ほら、どうですかセンパイ。ちょっとだけ、ナクルのことがすすすす好きになってきませんか？」

「なるかボケぇええええええっ！」

　声の限り、俺は絶叫していた。

　そう、言わずもがな俺は女性恐怖症。くぅ、そう考えている間にも鳥肌が！　いくら報酬がもらえるとしても割に合わなすぎるぞ！

「ううっ……ひどいです。そんなにはっきり言うなんて」

「おまえこそさっきと言ってることが違うじゃねーか！」

「あ。でも――逆にいいかもしれません。女の子にこれだけ胸を押し付けられてもまったく好意を抱かない。つまり、センパイにはＢＬとしての天てん賦ぷの才が……」

「そっちの方向に話を持ってくんじゃねえよ！」

　ちくしょう！　どうすればいいんだ！　好きといえば胸の魅力に負けたとみなされ、好きじゃないといえばＢＬとみなされる！　なんてこった！　逃げ場がねえじゃん！

「ほら、センパイ」

　甘い声で囁ささやきながら、ナクルはむにゅむにゅと胸を押し付けてくる。鼻をくすぐるフルーティなシャンプーの匂におい。互いの吐息がふきかかるくらいに縮まる世界――。

「………っ！」

　こ、この野郎、いくらなんでもやりすぎだろ。

　いつの間にか、かけていたメガネまで地面に落ちてしまっている。たぶん、抱きついてるときに俺の身体に当たって落ちてしまったんだろうけど……。

「……ん？」

　と。

　メガネを外したナクルの顔を見て――気付いた。

　コイツって、メガネを外すとちょっとイメージが違って見えるような。

「？　どうしたんですか？　急に静かになりましたね？」

　異変をさとったのか、ナクルは俺おれの身体から離れてくれた。

　ラッキー！　と思いつつも、ノンストップで思考を巡らせる。ここで変なことを言ったらまた抱きつかれかねん。

「―――」

　――考えろ。

　考えるんだ。

　ここで、上う手まく話を逸そらすには――。

「……あのさ、一つ言いたいんだけど」

　数秒の思考の後。

　俺は、なるべく冷静を装ってそんなことを口にした。

「おまえって、メガネを外すとイメージ変わるよな」

「はい？」

　あまりにも唐突な発言にさすがのナクルもきょとんとしていた。

「いや、マジで。言っとくけど、メガネをしてるときが可愛かわいくないってわけじゃないぞ。だけど、メガネを外したらメガネをしてるときとは違う可愛さが出るっていうか」

　メガネっ娘こがメガネを外したら可愛い。

　そんなベタな展開は漫画の中だけにしときたかったが、今はこれしかない。

　どうにか、これでコイツに告白の件を納得させる！

「たぶんギャップがあるんじゃねーか？　メガネしてるときと外してるときのギャップ。案外、告白された理由も胸じゃなくてそれだったりして」

「うっ……言われてみれば、クラスでは何度かメガネを外してしまったことがありますけど……」

「だろ？　きっとギャップだよ。男って結構そういうギャップに弱いもんだぞ。いやー、よかったなー、胸の大きさで惚ほれられたんじゃなくてさー」

「………。と、ということはいわゆるギャップ萌もえでしょうか？　ギャップでナクルが可愛く見えたと」

「おう。だから自信持てよ。胸なんかなくても、おまえは十分可愛いって」

「ナ、ナクルは可愛い……」

「ああ。可愛いよ。とても可愛い」

「と、とってもですか……」

　励ますために強く言っておいた。

　実際ギャップ萌えだったのかはわからない。

　その告白野郎がとんでもない胸フェチだっただけかもしれないし、本当にメガネを外したコイツにギャップを感じたのかもしれない。真実は闇やみの中だ。

　けど――今はこれでいい。

　とりあえず、コイツが元気になってくれれば。

　これ以上抱きつかれたくないってのもあるんだが……それとは別に、女の子が悩んで苦しんでるのはあんまり見たくないしな。

　あと、不覚だが俺おれもちょっとだけそのギャップ萌もえとやらを感じてしまったし。

　正直――コイツは可愛かわいいと思うよ。

　もちろん、黙っていればだけどさ。

「そ、そうなんですか……ナクルが告白された理由はギャップだったんですか。ち、ちなみに、センパイもそういうギャップのある女の子が好きなんですか？」

「え？　うん、まぁな。つーか、なんでそんなに顔が赤くなってんだ？」

　どうしてか。

　ナクルはほっぺたを両手で押さえながら、ポッと顔を桃色に染めていた。

「そっ……それは、えーっと、ナクルは今まで男の人に面と向かって『可愛い』とか言われたことがなかったので」

「はあ？　おまえ『付き合って下さい』って言われたんだろ？」

「はぅ。でも、その人も『付き合って下さい』と言っただけで、それ以上のことは別に言ってこなかったし、ナクルが断ったら気まずかったのかどこかに行ってしまって……」

　ナクルはあぅあぅと狼ろう狽ばいしていた。

　うわー、ちょっと珍しいな。

　いつもメガネとかＢＬの話題ばかりでうるさいのに。

　これじゃまるで、普通の女の子みたいだ。

「そ、それじゃ今日のデートは終了ということで。はい、これが約束の報酬ですっ」

　唐突に。

　ナクルはブンと勢いをつけてバッグの中から綺き麗れいに包装された包みを渡してきた。

「おお、サンキュー」

　そう――俺の目的はこの報酬である。

　残念ながら現金ではないようだが、さすがにデートして現金をもらうのはマズいと思ったしな。

「……むー」

　それにしても、何が入っているんだろう。

　きっとハムとかそうめんとか、そういうお歳せい暮ぼ的なものが入っているに違いない。十分だ。なにせ我が家の食糧問題は深刻である。食べ物の援助は大歓迎さ。ワクワクしながら、バリバリと包装を破って開けていくと、

「んん？」

　なんか、食べ物にしちゃ小さくないか。

　それに硬い。

　ひょっとして、チョコレートか？

　だとしたら大変だ。この暑さでとけてしまう。

　早く開けねばと、バリバリと一気に包装を剥はがすと――。



　メガネだった。



　プラスチックのケースに入った、スタイリッシュなデザインのメガネである。

　なんだこれ。あまりのショックに機能停止に陥りそうになる俺おれをよそに、ナクルは恥ずかしそうにしながらも「えへへ」とはにかんで、

「きっと、このメガネがセンパイに一番似合うと思って。これでメガネを買うお金を一回分節約できますよ。ほら、早くかけてみてください。そうすればセンパイはきっと新たな境地へと辿たどり……ひゃんっ!?」

　有無を言わさず。

　俺はメガネデコピンで後輩を黙らせた。

「な、何をするんですっ！　もしかしてデザインが気に入りませんでしたか!?」

「うるせえ！　俺が欲しかったものはこんなものじゃねえ！」

「え？　ま、まさか、センパイはナクルの身体が目当てだったんですか？」

「違う！」

「そんな、いくら人ひと気けのない公園だからって、初めてがお外だなんて……」

「だから違うっつってんだろ！」

「あの、出来れば優しくして欲しいです……」

「いっそのことその口を塞ふさいでやろうか!?」

「ディープキスでですか!?」

「そんなもんで塞がねえよ！」

「え？　じゃあ一体何で……はっ!?　そ、そんな、無理ですよぅ。初心者のナクルが、真まつ昼ぴる間まの公園でそんなプレイをするのは……」

「いい加減にしろコラぁ―――――っ！」

　抗議をしようと、思わず身を乗り出した。

　が。

「い、いや！　近づかないで！」

　逆に、両手でドンと突き飛ばされた。

　見事なカウンターである。

　思わぬ反撃を喰くらったせいか、俺おれは情けなく地面に尻しり餅もちをついてしまう。

　そんな俺を見て、ナクルは「あっ」と申し訳なさそうな声を漏らした。

「ご、ごめんなさい！　でも、センパイが……センパイが急に近づいてくるから……！」

「……はあ？」

　どういう意味だよ。

　わけがわからずに黙り込む俺。

　すると、なぜかナクルは俺から目線を逸そらして――。

「その……なんというか……さっきの相談のせいで、センパイがいつもと違った印象で見えるようになってしまったというか……」

「は？」

　なんだそりゃ。

　違った印象って……もしかして、本当に身体目当てで相談に乗ったんだと勘違いされたか？

「はいっ。だから……そう。今の心境は……アレですよっ」

「……アレ？」

　聞き返すと、なぜかナクルは再び顔を真まっ赤かに染めてから――。



「ずばり、目からメガネが落ちた気分ですっ」



「…………」

　いや、実際に落ちてるしな。

　それに正しくは目から鱗うろこである。

　しかし、そんな間違いも正さずに、ナクルは「そ、それではまたっ！」と告げて、メガネもかけないままで公園から走り去ってしまった。

　８月の炎天下。

　未いまだに尻餅をついたままの俺は、ただ彼女を見送ることしかできなかった。



    


  
    
      
　

第４話　メイド喫茶ラプソディー





「お帰りなさいませ、ご主人様」

　店内に響く軽やかで鈴の鳴るような音色。

　その声の主は、ふわふわしたフリルが大量についた衣装に、同じくフリルのついた可愛かわいらしいヘッドドレスを身に着けた見知らぬ女の子。

　メイド。

　メイドさんである。

　そう――ここはメイド喫茶。

　その名も『メイド・イン・ヘヴン』なる、メイドさんたちの楽園であった。

「ちょっと。何をサボってるのよ、バカチキ」

　こっそりキッチンからホールの様子をうかがっていたら、横からトゲトゲしい声に怒られた。

　そこにいたのは、この店の制服であるエプロンドレスに身を包んだ女の子。ほっそりとした体たい躯く、どこか気の強そうな目つき、そしてふわふわと揺れるウェーブのかかったツインテール。

　宇佐美うさみマサムネ。

　彼女は、腰に手を当てながら「むーっ」と俺おれに険しい視線を送っていた。

「ほら、さっさと働く。せっかく紹介してあげたバイトなんだからちゃんとしてよね」

「しっかり働いてるよ。けど、俺は今から休憩なんだ」

「なにそれ？　今日一日だけのバイトなんだから休みなしで働けばいいのに」

　肩をすくめて大げさに息を吐くマサムネ。

　あまりの態度に文句の一つでも言ってやろうと思ったが、悔しいことにコイツの言っていることは正論である。

　バイト。

　つまり、今日のお仕事はこのメイド喫茶の雑用係。

　ちょうど人手が足りないということで、臨時で入ることになったのだ。つっても仕事は皿洗いと簡単な飲み物作り程度なんだが。

「にしても、まさかおまえのバイト先がこんな店だったとはな」

「なっ……何よ。アタシだって別に好きでやってるわけじゃないもんっ。ただ、ここはお給料がいいし……可愛い服も着られるから……」

「ふうん」

　性しよう悪わるウサギのくせに、意外に乙女チックな理由じゃねーか。まぁ聞いた話では前のバイトをクビになったとか言ってたし、藁わらにもすがりたい感じなんだろう。

　かくいう俺おれもそうだ。

　何しろ先日のナクルの一件がほとんどボランティアだったからな。よくわからないことになったせいで報酬どころじゃなくなっちまった。うーん、今度会ったときにでもちゃんと事情を聞いとくかなぁ。

「フン。感謝しなさいよね。夏休みの宿題を写させてあげた上で、バイト先まで紹介してあげたんだからっ」

「いや、それは感謝してるよ」

　こうなった発端は俺がマサムネに宿題の件で電話をかけたのがきっかけだった。

　夏休みの宿題なんてものは爆弾と変わらない。抱えていたらいつか爆死する。しかもタイムリミットつき。当然期限は新学期までである。

　なので、仕方なく友人の学力特待生に爆弾処理を頼んだというワケだ。

　そのせいでこのバイトを押し付けられてしまったんだが、金欠だったしちょうどいいさ。今日一日、労働に準じるとしよう。

「まったく、あんな電話なんか出なければよかった」

「そう言うなって。つーか、あのときやけにパニクってたけど、ひょっとしてなんか立て込んでたのか？」

　電話に出た瞬間、『はい！　ううううしゃみですっ！』って思いっきり噛かんでたし。

「うっ……だって、突然電話がかかってきたからビックリして……」

「ビックリ？」

「今までは、あんまりそういうことなかったし……」

「……あー」

　そういやコイツって友だちいないんだっけ。

　だからってあそこまで驚くことでもないと思うけどなぁ。

「手芸部の連絡とかでケータイは使わないのか？」

「使うけど、せいぜいメール程度なのよ。部長から練習場所と時間が一括送信で送られてくるくらい。それに……着信音が違ったから」

「ああ、メールと電話で着信音を変えてるのか。俺も人で着信音を変えてるぜ」

　例えば、俺のケータイに涼月すずつき奏かなでから電話がかかってくると即座に映画『ゴッドファーザー』のテーマが鳴り響く。ほら、ドラ×エとかでもモンスターと遭遇したらお決まりの曲が鳴り響くでしょ？

　つまりはあれと同じ。

　厄介なのは、ゲームと違ってあのお嬢様には『逃げる』というコマンドが一切通じないこと。現実社会の厳しさを痛感できるいい例である。

「う、うん。アタシもかかってくる人ごとにちょっと変えてる」

「へぇー。ちなみに、俺おれは何の曲なんだ？」

「！　そ、それは……っ」

　なぜか、マサムネはぎゅぅっとエプロンドレスの裾すそを握り締めた後、「そ、そんなことはどうでもいいでしょっ！」と、ロングスカートを揺らしながらホールの方へと戻っていってしまった。

　……なんだあれ？

　まさかあいつ、俺の着信音を映画『ゴジラ』のテーマにでもしてるんじゃないだろうな。俺も紅羽くれはの着信設定はそれにしてるし。いくら同じ坂町さかまち家だからって、あんな妹モンスターと一緒にしなくてもいいのに。

「――っと、いつまでもここにいたらもったいないよな」

　貴重な休憩時間を有効に使わねば。といっても、できることは奥にある従業員控え室でダラけるぐらいなんだが。

　とりあえず、控え室へゴー。

　そう思って廊下を進もうとすると――。

「あはは、青春してるねぇ」

「うおっ!?」

　突然、背後から肩を叩たたかれてビクっとしてしまった。

　反射的に振り返ると、目に飛び込んできたのはマサムネと同じエプロンドレスに身を包んだ黒髪ポニーテールにスレンダーな体たい躯くのメイドさん。

　店長。

　彼女は、やけにニヤニヤと笑いながら俺を見つめていた。

「な、なんですか？」

「うん？　いやぁ、若いっていいなぁ～って思ってさ。店長も、きみたちくらいの歳の頃ころには色々したもんだよ」

　何やら「うんうん」としきりに頷うなずいている店長。若いって、あんたも十分若いじゃん。外見は二十代前半ぐらいにしか見えないぞ。言ってることはオバサンっぽいけど。

「にしても、店長ちょっと驚いちゃったなぁ。あのウサギちゃんに彼氏がいたなんて」

「は？」

　店長の言葉に思わず黙ってしまった。

　ちなみに『ウサギ』というのはマサムネのこのメイド喫茶での名前。なんか夜のお店の源氏名みたいだが、それがここのシステムだとか。

「ふふっ、よかったよかった。ウサギちゃんは可愛かわいいから評判良いんだけど、ちょっとトゲトゲしい感じで孤独系だからさぁ。ひょっとして友だちいないんじゃないかなぁ～って心配してたんだけど、彼氏がいるんなら安心だねぇ」

「すいません、店長。話の腰を折るようですけど、俺おれはあいつの彼氏じゃないです」

「ほえっ？　そうなの？　なぁんだ、つまんない」

「つまんないって……」

「このネタでしばらくウサギちゃんをからかえると思ったのになぁ」

「………」

　ああ、なんだろうこの感じ。

　なんとなくだが、この店長、どことなくあのお嬢様と似た雰囲気がするぞ。

「じゃあ、きみはウサギちゃんの友だちなんだ」

「そんなところです」

「だろうねぇ。さっきも楽しそうに喋しやべってたし。あの子のあんな姿は初めて見たよ」

　あはは、と笑う店長。

　楽しそうって、さっきのがか？

「ウサギちゃんはなかなか他人に心を開いてくれないっていうか、周囲に壁を作っちゃうでしょ？」

「………」

「だからさぁ、きみのバイトの件もビックリしたんだよねぇ。『友だちを連れてきますっ』って言われちゃったからさ」

「………」

　まあ、この人の言うことも一理ある。

　人間不信。

　そう、宇佐美うさみマサムネは極度の人間不信なのだ。だから、いつも他人にトゲトゲしい態度で接してしまう。

「ま、これからも仲良くしてあげてね」

「………。わかってますよ」

　言わずもがなってヤツだ。学園祭のときに約束しちまったしな。いくら壁を作られようが、こっちも負けられねえわけである。

　――と。

「ん？　ホールで何かあったかな？」

　声につられて見ると、ホールの方から一人のメイドさんが小走りでこっちにきた。

　そのまま店長の隣に行ってヒソヒソと耳打ちしている。

　………？

　なんだろう、タチの悪い客でも来たのかな。なんにしろ俺の担当じゃない。話も終わったし休憩に行こう。インターバルインターバル。

　くるりと方向転換して、廊下を歩き出そうとすると、

「ちょっと待ちなさい」

　ガシっと、また後ろから捕まえられてしまった。

　声をかけてきたのはもちろん店長。

　そして、困惑する俺おれに、オーダーを一つ。

「きみ、今からホールね」

「は？」

「あと、休憩も中止。大至急、ウサギちゃんの応援にいってきて」

「応援って……」

　聞き返そうとしたが、店長は「ほらほら」と俺をホールの方へと押していく。

　いくつかのテーブルが並んだ喫茶店形式の店内。

　一番奥のテーブル。

　そこには、何やらテーブルの前で佇たたずんでいるメイド姿のマサムネと――。

「――げっ」

　その光景を見た瞬間、俺は思わずうめき声を上げていた。

　一番奥のテーブルに座っていたのは、メイド喫茶のエプロンドレスに負けずとも劣らないフリフリでゴスロリな制服を着込んだ女の子。艶つややかな黒髪ツーサイドアップを揺らしながら、彼女はやってきた俺を見て、楽しそうに口くち唇びるを吊つり上げた。

「ジローくん。そこは『げっ』じゃなくて、『お帰りなさいませ、お嬢様』って言うところだと思うわ」

　涼月すずつき奏かなで。

　学園理事長の一人娘であるお嬢様は、それこそ優雅な仕草で微笑ほほえんでいた。



　　　♀×♂



「とりあえず座って。あなたたち二人の時間は、さっき私が買い取ったから」

　テーブルの前で立ち尽くす俺とマサムネに、涼月は言いやがった。

　買い取っただと？

　思わず後ろにいた店長を見ると、彼女は瞳ひとみに＄マークを浮かべながらテーブルを指差して「早く座れ」のジェスチャー。

　デビル涼月め。

　さてはワイロか何かを渡しやがったな。一人だけＶＩＰ待遇かよ。

「あ、あんた、ここはメイド喫茶なのよ？　なのにこんなキャバクラの店員みたいなことさせて……！」

　ぐぐぐっと悔しげにうなりながらもマサムネは涼月すずつきの対面に座った。

　メイドを指名して同席させるなんてのはこの店のサービス外。というか、キッチン担当でしかも男の俺おれも同席させたんだから明らかに論外。おかげで周囲の客やメイドさんの目線が集まりつつある。ちょっとした羞しゆう恥ちプレイだよ。

「そもそも、なんであんたみたいなお嬢様がメイド喫茶に来るのよ」

「いいじゃない。買い物の途中にこの店の前を通りかかったら、ちょうどあなたが可愛かわいい服を着て働いているのが見えたのよ。もっとよく見たら、キッチンの方にジローくんもいたし。それで、これはもう入るしかないと思って」

「何が入るしかないだ。要は俺たちをからかいに来ただけじゃねーか」

「だって、面白そうじゃない」

「だからってメイド喫茶に入ってくるなよな」

　毒づきながら椅い子すに座る。

　涼月が制服を着てるってことは、たぶん学園に用事でもあったんだろう。その後、街で買い物をしてたら偶然この店の前を……んん？

　それだと、ちょっとおかしくないか。

「なあ、近衛このえはどこにいるんだ？」

　そう、近衛スバル。

　軽く周囲を見渡すが、そこに男装執しつ事じである彼女の姿はない。主あるじが外出してるんだ。普通だったら、ベッタリくっついてるはずなのに。

「ああ、スバルならさっき撒まいてきたわ」

「は？」

「『お嬢様！　一体どこに行ってしまったのですか!?』って、エサを取り上げられたハムスターみたいにあわあわしてるスバルが見たくて、ついつい撒いてきちゃったのよ」

「相変わらずいい性格してんなぁおまえ！」

「え？　やだっ、恥ずかしい。褒ほめられるようなことはしてないわ」

「言っとくけどホントにその通りだからな！」

　褒める意味で言ったんじゃねえよ。

　ひでえことしやがる。自分の執事を撒くとかどうなんだ。きっと今ごろ血ち眼まなこになって探してるぞ。

「大丈夫。ちゃんと『しばらく旅に出ます』ってメールを送っておいたから」

「家出する小学生だってもうちょいマシなメッセージを残すぞ」

「そんなに怖い顔しないで。私だって、たまには一人になりたい日があるの」

「あんまり近衛にひどいことするなよ」

「相変わらず、あなたはスバルに甘いのね」

　ふふんと涼月すずつきは笑いやがった。

　そのまま、マサムネの方に目を向けて、

「それで、メイドさん。この店ではどんなサービスをしているのかしら？」

「あ。それでは、まずこちらにあるメニューをご覧になっていただいて……って、なんであんたに敬語で接客しなきゃいけないのよっ！」

「失礼ね。私はお客様なのよ」

「それでも誰だれがあんたのメイドになんかなるもんですか！」

　マサムネはぷいっと涼月から目線を逸そらしてしまった。

「ひどいわ。私はまだ『お帰りなさいませ、お嬢様』も言われてないのに」

「お帰りくださいませ、お嬢様」

「ふふ。ツンツンしちゃって。教科書に載ってるみたいなツンデレね」

「だっ……誰がツンデレよ！　別にあんたのためにやってるわけじゃないんだからっ！」

「そのセリフを言ってる時点でツンデレだわ」

「どういう意味!?」

「わからないの？　ウサギさん」

「う・さ・みっ！　ウサギじゃないっ！」

「でも、名札にはしっかり『ウサギ』って書いてあるけど」

「くっ……こ、これは、店長が勝手につけただけで……」

「ふぅん。そうなんだ、ウサギちゃん」

「ウサギちゃんって呼ぶなぁ―――――っ！」

「……おまえら、もうちょっと仲良くできないのかよ」

　ついつい口を挟んでしまった。

　やっぱり相性最悪だよコイツら。一般庶民とお嬢様。店員とお客様の立場になってもそれが変わることはないっぽい。

「ふぅ、そうね。じゃあ少しスキンシップタイム。ねぇメイドさん。メニューに書いてある『お絵かきオムライス☆』っていうのをお願いできる？　ケチャップでメッセージを書いてくれるのよね」

「いいわよ。『ＦＫ　ＹＯＵ』って殴り書きしてあげる」

「それか、この『一緒にシャッターチャンス☆』」

「別にいいけど、やめた方がいいわ。アタシ、写真写りがとっても悪いから」

「そういや、おまえって誰が頼んでも写真撮影だけは断ってたんだっけ」

　この『一緒にシャッターチャンス☆』というのは、指名したメイドさんと一緒に写真撮影ができるサービスなのだ。

　聞いた話では、マサムネは結構人気があるらしく、一日に何回も撮影を頼まれるそうなのだが、その度に断っているらしい。そんなに写真写りが悪いんだろうか。

「アタシはやってもいいんだけど、店長から止められてるのよ」

「は？」

「えっとね。前にやったことがあるんだけど、そのときはなぜか一緒に写ったお客さんの顔がグニャグニャに歪ゆがんじゃったの」

「………」

「二回目にやったときは、お客さんの首から上が消えちゃってたし」

「………」

「三回目にやったときは、アタシの後ろに真っ白い服を着た知らない女の人が立ってて、必死にカメラの方に向かって手を伸ばして……」

「もういい、マサムネ。おまえの写真写りの悪さは十分わかったから」

　そうだった。

　コイツの住んでる家はいわゆるいわくつき物件――リアルホーンテッドマンションなのである。

　それでも家賃が激安なため、マサムネは頑張って住み続けているのだが、まさか心霊写真まで撮れるようになっていたとは。

　ていうか、思いっきり取り憑つかれてんじゃん。

「なあ、一回ぐらいお祓はらいに行ってきた方がいいんじゃないか？」

　紅羽くれはほどじゃないが、俺おれもオカルト関係はあまり得意じゃない。正直友だちが霊に取り憑かれてるのは怖すぎる。

「……っ！　し、心配なんかしなくていいわよ。その……気遣ってくれるのは、ちょっとだけ嬉うれしいけど……」

　まるで何かを誤ご魔ま化かすようにマサムネは急に黙ってしまった。しかもカアァァァっとやけに顔を紅こう潮ちようさせている。

　……何してんだ、コイツ。

　まさか、ついに霊に意識を侵食されたとか。うえー、勘弁してくれ。だとしたらこんな所にいる場合じゃない。悪あく魔ま祓ばらいだ。メイドじゃなくてシスターを呼ぶべきである。

「うふふ。それにしても、あなたたちって意外に仲が良いのね」

　と。

　唐突に、黙っていた涼月すずつきが口を開いた。

「なっ……かかかか勘違いしないでよ涼月奏かなで！　アタシとバカチキは別にそこまで仲が良いわけじゃないもん！」

「そうなの？　一緒のバイト先で働いてるのに？」

「それは、バカチキが夏休みの宿題を写させてっていうから、かわりに手伝わせて……」

「つまりは等価交換ってこと？」

「う、うん……」

「なぁんだ。じゃあ、仲が良いってわけじゃないんだ」

「うっ……」

「宇佐美うさみさんとジローくんは、あんまり仲が良くない友だちなのね」

「ううっ……。べ、別にそこまで言ってるわけじゃないけど……」

「でも、一緒に働いてるのも仕方なくなんでしょう？」

「っ！　け、けど！　前に一回アタシの家でゴハンを食べたし！」

「……ゴハン？　それって、もしかして二人きりで？」

「そうよ！　一緒に……しかも二人きりでゴハンも食べたんだから、アタシとバカチキはそこそこ仲が良い友だちなのよっ！」

　ふふん、と何やら自慢げに胸を張るマサムネ。

　そこそこ仲が良い友だちって、ややこしいな。

　最初と言ってることがちょっと矛盾してる気がするし。結局仲が良いのか悪いのか。いや、実際は普通の友だちなんだろうけどさ。

「そうなの。けれど――それなら私とジローくんも、そこそこ仲の良い友だちってことになるわね」

「え？」

　涼月すずつきの言葉に、勝ち誇っていたマサムネはフリーズした。

「だって、ジローくんは私の家でゴハンを食べたことがあるもの」

「なっ……」

　マサムネはガーンとショックを受けたように固まった。

　あー、そういやそんなこともあったな。四月のレジャーランドのときである。あのときは、ケガの治療をしたあとに夕食をご馳ち走そうになったのだ。

「で、でも！　さすがに二人きりじゃなかったんでしょ！」

「ええ。紅羽くれはちゃんとスバルもいたわ。みんなで仲良く。もはや家族ぐるみの付き合いと言ってもいいかもしれないわ」

「か、家族ぐるみ……」

「それに……彼は私の家のベッドを使ったことがあるし」

「どういう意味!?」

「勘違いしないで。ケガをした彼を寝かせただけだよ。泊まったわけじゃないわ」

「そ、そうなの？　なんだ、紛まぎらわしいこと言わないでよね」

　ふぅ、とマサムネは何やら安あん堵どの息をこぼした。

　だが、その直後。



「でも――私はジローくんの家に泊まったことがあるけど」



　涼月すずつきは、更なる爆弾発言を投下しやがった。

「!?」

　これには絶句するマサムネ。

　対するお嬢様は、いつもの涼しげな態度で言葉を紡いでいく。

「家出したときに、かくまってもらったのよ」

「い、家出って……！」

「けど、大変だったわ。彼の家に泊まるために、私はメイド服を着なければならなかったから」

「どうしてそんな事態に!?」

「決まってるじゃない。私は彼のメイドになったの。ちゃんと奉仕をするために」

「……っ!?　嘘うそ！　さすがにそんなことがあるわけが――」

「デタラメじゃないわ。どうしたの、宇佐美うさみさん。あなたならわかるはずよ」

「うっ……！」

　ぎゅぅっとマサムネは悔しげにエプロンドレスを握り締めた。そのまま俺おれの方に潤うるんだ瞳ひとみを向けてきて、



    


  
    
      



    


  
    
      

「どういうことよバカチキ！　あんたクラスメイトに何やらせてんの!?」

「は、はやまるな！　これには理由があるんだって！」

「理由って、じゃあやっぱりさっきの話は全部本当なのね!?」

「いや……まぁ」

「っ！」

「うわっ、だからそんな変質者を見るような目で俺おれを見るなって！」

　そう、涼月すずつきの言っていることは全部真実である。

　ゴールデンウィーク。

　コイツが家出した近衛このえを追いかけて俺の家に転がり込んできたのは事実だし、『どっちが我が家の使用人だ選手権』なるよくわからない対決でメイドになったのも本当。

　しかし、だからってこんな誤解されるような言い方をしなくても。これじゃ俺が異常性癖を持っているんだと勘違いされかねん。

「み、見損なったわ！　あんたがそこまでのヘンタイだったなんて！」

「落ち着け！　そんなわけないだろ！」

「でも、涼月奏かなでにメイド服を着せて自分のメイドにしたんでしょ!?」

「だからそれには理由があってだな！」

「しかも、ベッドに拘こう束そくして一晩中羽はね箒ぼうきでくすぐるなんて……」

「誰だれがそんなエキセントリックなプレイをしたって言った!?　よく見ろ！　俺がそんなことをするようなヘンタイに見えるか!?」

「えっ……」

「なんでそこで気まずそうに黙るんだよ！」

「だ、だって、この店に来たときもいやらしい目で他ほかのメイドさんを見てたでしょ？」

「見てねえって！」

「気を付けて、宇佐美うさみさん。彼のメイドへの……特にガーターベルトに対する執着心は異常よ」

「おまえも余計なことを言ってんじゃねえ！」

「……やっぱり」

「どうしてそこで納得するの!?」

「私の屋敷でも『いつかガーターベルトで首を吊つりたいなぁ』って漏らしていたもの」

「そんな異常性癖を暴露した憶おぼえはありませんからぁ―――――っ！」

　うわー、もはや何を言っても誤解されそうな気がする。

　そもそも、この性しよう悪わるウサギは元から会話をそういう方向に誤解しやすいし、悪戯いたずら大好きお嬢様が拍車をかけてきやがる。コイツら、実は仲が良いんじゃねーか？

「マサムネ。とりあえずこれだけは言っておくぞ。やましいことは何もなかったからな」

「メイド服を着せたのに？」

「どっちかっていうと涼月すずつきが自分から着だしたんだ。それに、涼月一人が泊まったわけじゃない。近衛このえも一緒に泊まりに来てたし、家には紅羽くれはもいた」

「え？　そ、そうなの？　じゃあ、あんたが涼月奏かなでと二人きりでご奉仕プレイに明け暮れていたわけじゃなくて？」

「当たり前だ。そんなことは一切ない」

「………。う、うん。詳しい事情はわかんないけど、何もなかったならいいわ。感謝しなさいよ。あんたのことを信用してあげるんだからっ」

「おう、サンキュー。そもそも、なんでおまえはあんなに必死になってたんだ？」

「え？」

「いや、だからさっきの会話だよ」

　何もあんなに食いつかなくてもよかったのに。涼月も途中からコイツの反応を面白がってふざけていた気がするし。

「そっ……それは、アレよ。友だちが異常性癖を持ってるとか嫌じゃない。だからちょっと気になっちゃっただけだもんっ。結果的にあんたの潔白が証明されたんだからいいでしょっ！」

　やけに強い口調で言ってから、マサムネはぷいっと目を逸そらしてしまった。

　そういうもんかね。

　俺おれのクラスメイトにもヘンタイはいるぞ。『俺の後頭部は美少女に踏まれるためにある！』って公言してやまない田村とか。たぶんあいつはもう手遅れだろう。助かるには脳ミソをクリーニングに出すしかない。

「……はあ」

　何はともあれ。

　これでようやく俺の異常性癖疑惑が晴れたわけである。

　まったく、何がメイドだよ。

　いくらガーターベルトを着けていようが、そんな職業ごときに人間の感性が狂わされるわけが――。

「甘いわ、宇佐美うさみさん」

　と。

　涼月は、やけにマジメな口調で言いやがった。

「この程度で、ジローくんが異常性癖――極度のメイド萌もえではないと判断するのは不可能よ」

「黙れ涼月。おまえはまだ俺に余計な疑いをかける気か？」

「黙るのはあなたよ、ジローくん。はっきり言ってあなたは黒に限りなく近いグレー。口ではなんて言おうと、内心はどう思っているかわからないわ」

「内心？」

「例えば『あれはスカートじゃねえ！　ガーターベルト本来の力を抑えるための拘こう束そく具ぐなんだ！』とか」

「そこまでの力がガーターベルトには備わっているというのか!?」

　スカートという名の拘束具で隠さなければいけないほどに！　バカな！　そんな荒こう唐とう無む稽けいな話があるか！

「確かに、涼月すずつき奏かなでの言う通りかもしれないわね」

「……っ!?　まさか、おまえまでガーターベルトの力を信じてるのか！」

「は？　何を言ってるのよバカチキ。アタシが言いたいのは、あんたに異常性癖の片へん鱗りんが――メイド萌もえの素質があるんじゃないかってことよ」

「………」

　いやいや、マサムネさん。

　あなたの方こそいきなり何を言い出すんですか。

「これは、早めに確かめた方がいいかもしれないわね」

「私も同意見よ。だってジローくんは私たちの友だち。友だちには友だちを守る義務がある。ジローくんがメイド喫茶で立てこもり事件を起こした後では遅いもの」

「おまえらは俺おれがどんだけのメイド萌えだと思ってんだよ！」

　立てこもり事件。

　つまりはメイド喫茶襲撃。

　もはや萌えを通り越してジャンキーである。

「けど、どうやって確かめるのよ？」

　うーんと手を顎あごに当てながら、マサムネは涼月に訊たずねた。

　すると。

「心配しないで。方法はあるわ」

　涼月は、微かすかに口くち唇びるを吊つり上げて――。



「あなたが、ジローくんにガーターベルトを見せてあげればいいのよ」



「………」

　……おい。

　この女、またふざけたことをほざかなかったか？

「あっ……あんた！　いきなり何を言い出すのよ！」

　どうやらマサムネも俺おれと同じ心境だったらしい。まるで周りから隠すみたいにぎゅっとエプロンドレスのスカートを両手で押さえつけている。

「わからないの、宇佐美うさみさん。今のあなたは正しよう真しん正しよう銘めいどこに出しても恥ずかしくないメイドさん。つまり、ジローくんがあなたの誘惑に勝つことができれば、メイド萌もえではないという証明になるでしょう」

「理屈はわかるけど……ゆ、ゆゆゆゆゆ誘惑って！」

「誘惑といってもそこまで難しい方法じゃないわ。そのフリルがたくさんついたロングスカートをちょこっとめくって、彼にガーターベルトを見せてあげればいいの」

「はあっ!?」

「当然、『もうお許しください、ご主人様……』と涙目で呟つぶやきながら」

「どう考えてもいかがわしいプレイな気がするけど！」

「できないの？　あなた、ジローくんの友だちなんでしょう？　今は彼が異常性癖かどうか確かめなくちゃいけない大事なシーンなのよ？」

「くっ……」

「あ。もしくはこういうパターンかしら。実は――宇佐美さんはジローくんのことが好きで、好きな相手の前であんまり恥ずかしいマネはしたくない……とか」

「なっ――」

　プシューっと。

　頭から勢いよく湯気が出そうなくらいに、マサムネは紅こう潮ちようした。

「そ、そそそそそそそんなわけないじゃないっ！」

「え？　好きじゃなくて、大好きなの？」

「ちちちちちち違うもんっ！　アタシがバカチキなんかを好きなわけがないでしょ！　大好きでもないっ！　ないったらないんだからっ！」

「そう。じゃあ早くスカートをめくって」

「!?」

「大丈夫。下着まで見せる必要はないわ。見せるのはガーターベルトまで。そのギリギリのラインを維持すればいいのよ」

「っ！」

　瞳ひとみを潤うるませながらも、彼女はゆっくりと周囲を確認した。

　つられて見ると、いつの間にか店内に他ほかの客の姿はなかった。

　メイドさんも受付のところに一名のみ。しかも何やら作業中らしく、こちらの異変には気付いてない。

　チャンス。

　偶然ながら、なんたるグッドタイミング。

　これなら、このテーブルで何が起こっても俺おれたち以外に知られることはない――。



「………………………。か、かしこまりました、お嬢様」



　かなり長い沈黙の後。

　宇佐美うさみマサムネは、消え入りそうな声でそう告げた。

　決意を固めるためなのか、メイド口調だった。

　そして――立ち上がる。

　ふわりとエプロンドレスを揺らしながら椅い子すから立ち上がって、俺の前に移動。

　そのまま、ロングスカートの裾すそに手をかけて――。

「………っ！」

　うるうると羞しゆう恥ち心しんに瞳ひとみを潤うるませながら、マサムネはスカートをゆっくりとたくし上げた。

　現れたのは、純白のオーバーニーソックス。

　ブラック＆ホワイト。

　黒いエナメルの靴とソックスの白さのコントラスト。

　徐々に裾が上がっていくにつれて、ニーソックスの可愛かわいらしいリボンがあらわになる。

　揺れるスカート。

　そして、その上にある初雪のように真っ白なガーターベルトが姿を見せる。

「………っ」

　沈黙。

　気まずいくらいの沈黙が場を支配する。

　――そして。

　彼女は。

　ふるふると震える口くち唇びるを、おずおずとぎこちなく動かして――。



「も、もうお許しください、ご主人様……っ」



「――――」

　……な、なんだこれ。

　目の前に広がっている光景。

　露出度的には、ミニスカートを穿はいているのと大して変わらない。

　なのに――。

「―――っ！」

　ヤバイ。

　俺おれにもよくわからないが、このシチュエーションは危険すぎる。

　メイド。

　限界ギリギリまでスカートをたくし上げるマサムネ。

　身に着けた黒と白のエプロンドレス。フリフリの可愛かわいらしいフリル。純白のオーバーニーソックス。紅こう潮ちようした頬ほお。潤うるんだ瞳ひとみ。羞しゆう恥ち心しんに染まりきった気が強そうな輪りん郭かく。そして、チラチラと見え隠れするガーターベルト……。

「…………」

　……無理だ。

　もう、隠すのはやめにしよう。

　いい加減、自分自身を偽るのはやめておこう。

　これ以上の嘘うそは、マサムネに……いや、メイドさんに失礼だ。

　――告白します。

　好きです。

　大好きです、メイドさん。

　最高だよ、ガーターベルト！

「――残念。そろそろ時間切れみたいね」

　俺が自分の胸のうちを告白しようとしたときだった。

　突然、それまで傍観していた涼月すずつきが口を開いた。彼女の言葉にマサムネも「なっ、何!?」と摘つまんでいたスカートの裾すそを離してしまう。

　その瞬間――。

「お嬢様！」

　カランカランと店の入り口のドアのベルが鳴ったと思ったら、聞き慣れたアルトボイスが響いた。

　近衛このえスバル。

　涼月奏かなでの男装執しつ事じは、はあはあと息を切らせながら俺たちのテーブルまでやってきた。

「探しましたよ、お嬢様」

「あら、スバル。よくここがわかったわね」

「偶然です。店の前を歩いていたら、運良くお嬢様の姿を見つけたので」

「そうなの。私もガラス越しにあなたを見つけたときはどうしようかと思っちゃった」

　何事もなかったように、涼月は微笑ほほえむ。

　どうやら店に入ってこようとしている近衛に気付いて終了宣言を出したっぽい。うわー、危ねえ。近衛にさっきのを見られたらどんな誤解を受けたか。ラッキーなことに、ガラス越しに見えたのは涼月の姿だけだったっぽいし。

「ごめんなさい。急に抜け出したりして」

「いえ、ボクはお嬢様がご無事ならそれで。……ところで、ジローはこんな店で何をしてるんだ？」

　ジトーっと。

　主あるじの安否が確認を終えたのか、近衛このえは俺おれの方に視線を向けてきた。

「ああ。ジローくんは臨時のお手伝いだそうよ。ちなみに、宇佐美うさみさんはここのバイトなんだとか」

　俺の代わりに涼月すずつきが応こたえると、近衛はどこか釈然としない様子で「……ふぅん」と短く息を吐いた。

「スバル。そろそろ屋敷へ帰りましょうか」

「はい。かしこまりました、お嬢様」

　椅い子すから立ち上がると「じゃあまたね。お仕事頑張ってね、宇佐美さん」と手を振って、涼月は出口へと向かう。近衛もその後を追って店から出ていった。

　そして、二人が去っていくのを見送った後で――。

「……なんだか、ものすっごく疲れたわ」

　マサムネが、重々しいため息を吐いた。

　奇遇なことに俺も同意見。涼月め。暴れるだけ暴れてさっさと帰っていきやがった。これじゃまるでハリケーンだ。厄介なことにあの嵐には災害保険もききやしねえ。

「ん？」

　ふと、涼月が帰って落ち着いたせいなのか、俺の心の中に一つの疑問が生まれた。

　冷静に考えたら、今回の件はちょっとおかしい気がする。

　夏祭りのときに聞いたのだが、涼月はマサムネのことが苦手なはずなのだ。天敵って言ってたぐらいだし。

　もしかして、ここに来たのには何か別の理由があったのかな。

「けど、よかったわよね。これであんたが異常性癖じゃないって証明されたんだし。さすがにさっきのは……かなり恥ずかしかったけど」

　先ほどの自分の姿を思い出したのか、マサムネは微かすかに頬ほおを染めていた。

　……言えない。

　こんな顔されたら、危うくメイドの魅力に屈服しかけたなんて口が裂けても言えそうになかった。

　くそっ、メイド萌もえのどこが悪いんだ。ガーターベルトに魅力を感じるのはいけないことなのか。いや、自分で言っててちょっとアウトローな気もするが。

「心配するな。万が一にもメイド喫茶は襲撃しないからさ」

「フン。当たり前じゃない。そんなのこの国の犯罪史上でも例がないわ」

「まったくだ。そもそも、俺はメイド喫茶になんてもう来ないだろうしな」

　バイトとして入るならいいかもしれんが、客として何度も足を運ぶほどの財力は俺おれにはない。

　母さんからの仕送りを全額注ぎ込めばいいのかもしれないが、そんなことをすれば間違いなく紅羽くれはに殺される。なので、たぶんここに来るのは今日が最後だろう。さらば、メイドさん。またどこかで、ガーターベルト。

「………え？」

　けれど。

　マサムネは、なぜか意外そうな顔をしていた。

「そ、そうなの？　あんた、もうここには来ないの？」

「？　いや、だってそういう話だったろ。一日だけの臨時バイトって」

「うっ……それはそうだけど……」

　どうしてか、マサムネは黙ってしまった。

　………？

　まぁいいか。

　涼月すずつきも帰ったし、そろそろキッチンに戻らないと怒られる。今のマサムネの反応も気になるが、バイトが終わった後でゆっくり聞けばいいさ。

　くるっと方向転換して、キッチンに戻ろうとすると、

「ま、待って！」

　後ろからシャツを引っ張られる。

　振り返ると、メイド姿のマサムネが母親に甘える子どもみたいに俺のシャツの袖そでをぎゅっと掴つかんでいた。

　そして、何やら俯うつむいたまま、消え入りそうな声で。

「……来なさいよ」

「は？」

「だ、だからときどきここにバイトに来てって言ったのっ。店長だって、キッチンが足りないって言ってたから歓迎してくれると思うし。それに……来てくれるんなら、これからも宿題とか見せてあげるからっ」

「………」

　いや、俺はいいけどさ。宿題を見せてくれるのは正直ありがたい。でも、臨時バイトが何回も来るのもなぁ。

「べっ、別にいいでしょ？　悪い話じゃないはずだもん……」

　いつもの強気な態度とは程遠い不安げな態度。

　……ああ、そうか。

　俺はやっとマサムネの気持ちに気付けた。



    


  
    
      



    


  
    
      

　たぶんだけど、コイツは独りでバイトがしたくないんだろう。他ほかのメイドとあんまり仲が良くないって店長も言ってたし。

　だから、少しでも気を許せる友だちに傍そばにいて欲しくて――。

「――わかったよ」

　少し考えた後、俺おれはマサムネの頼みを了承していた。

「ほ、ほんと？」

「ああ。ただし、ときどきだぞ。毎日来れるわけじゃないからな」

　俺は部活はやっていないが、それでも近衛このえや紅羽くれはに格闘技の稽けい古こをつけてもらってる。さすがにそっちをサボるわけにもいかないしな。

「う、うんっ」

　ホッとしたのか、マサムネは頬ほおを緩ませた。

　……うん。

　気休めでもいい。

　俺が来ることでコイツが少しでも楽になってくれるなら、それで構わないさ。

　そう――一応、俺はコイツの友だちなのだ。

「あ、あの……バカチキ」

「ん？」

「あの……えっと……その……っ」

　――ありがとうっ。

　不器用なくらい一生懸命にそう告げて、マサムネは逃げるようにキッチンの方へと走っていってしまった。

「…………」

　……ビックリした。

　まさか、あの性しよう悪わるウサギが俺おれにお礼を言うとは。普段のひねくれぶりからいったら考えられない事態である。

「まあ、たまにはいいか」

　いえ、別にメイドさんにお礼を言われたことが嬉うれしかったわけではなくて。

　なんていうか、普段素直じゃないマサムネがああいうことをすると……その、すっげえ可愛かわいいしさ。

「さて、俺もキッチンに戻るか」

　一人呟つぶやいてから、今度こそキッチンの方へと進む。つーか、マサムネのヤツはなんでキッチンに行ったんだ？　あいつはホールじゃねえか。大方、お礼を言ったのが恥ずかしかったんだろうけど。

「――あれ？」

　と、そこで何かが床に落ちているのを見つけた。

　近づいて拾ってみると、そこにあったのはピンク色をした少女趣味なデザインのケータイ。

　もしかして、マサムネのかな。

　キッチンに行くときに落としたんだろう。

「うわー、意外に可愛い待ち受けだな」

　落とした衝撃でディスプレイが見えてしまい、ファンシーなウサギキャラの待ち受け画像が丸見えだった。なんだよ、あれだけウサギって呼ぶなって言ってたくせに、本人はウサギ好きなんじゃねーか。

「んん？　でもこれって……うわ、何してんだあいつ。このケータイ、マナーモードになってないぞ」

　あのドジウサギめ。さてはマナーモードにするのをうっかり忘れてやがったな。

　まったく、何がしっかり働けだよ。

　仕事中にケータイが鳴ったらどうするつもり……あ、大丈夫か。なにせ、あいつには俺しか友だちが――。

「―――」

　そう言えば。

　マサムネのヤツ、着信音を人ごとで変えるとかって言ってたよな。

　だとしたら、俺おれは一体何の曲になってるんだろう。

「………」

　ついつい。

　俺は自分のケータイを取り出してマサムネのケータイに発信を始めていた。

　だって、ねえ？

　ちょっとだけ気になるじゃないですか。

「おっ」

　そんなことを考えている間にケータイから流れ出す電子音。音色からすると、どうやらオルゴールバージョンっぽい。

　むむ、なんだろう。

　どこか温かくて優しいメロディ。

　聴いたことがある曲だ。

　中学のときに、合唱コンクールか何かで歌ったことがあるような。小学校や中学校ではかなりポピュラーな合唱曲で、よく卒業式とかでも歌われてるって当時の音楽の先生が言ってた気がする。えーっと、曲名は……。



「き、聴いたわね……？」



　瞬間、フルフルと震える声が響いた。

　声の方をした方にハッと目を向けると、そこにはツインテールのメイドが一人。

　宇佐美うさみマサムネ。

　たぶん、ケータイを落としたことに気付いて取りに来たんだろう。彼女は、自分のケータイを持っている俺を見てぶるぶると怒りに震えていた。

　………。

　マズい。

　たぶん、これは逃げた方がいい。

　瞬時にそう判断した俺は、即座にクラウチングスタートの体勢に入り、そのまま一目散に店の出口へとダッシュダッシュダッシュ。いっきに街へと飛び出した。

「あ、逃げるなコラ！」

　後ろから追いかけてくるトゲトゲしい声。

　ひいっ、案あんの定じよう追いかけてきやがった。振り返ると、そこにいたのはロングスカートを両手で摘つまみながら疾しつ走そうするメイド。

　おかげで周囲の通行人の目が集まって仕方ない。これはメイド喫茶のいい宣伝になりそうだぞ。

　時刻が夕方なのか、街はオレンジ色の夕日に照らされている。

　アスファルトをひた走る俺おれの手の中には、未いまだに電子音を響かせるマサムネのケータイ。

　響き渡る、どこか聞き覚えのあるオルゴールメロディ――。

「――あ、」

　なんというタイミングだ。

　今いま頃ごろになって、曲名を思い出してしまった。

　うわー、確かにこれじゃあいつが怒るのも無理はないかもしれない。性しよう悪わるウサギめ。性格に似合わずこっ恥ぱずかしいことしやがる。

　そう――この曲のタイトルは『Believe』。

　簡単に直訳すると『信じている』である。

「……ったく」

　このバカウサギ。

　走りながら毒づいた。

　いくら俺しか信用できる友だちがいないからって、よりにもよってこんな曲を使いやがって。チクショウ、これじゃこっちまで恥ずかしいぞ。

「わ、悪かったよ！　ちょっとした出来心だったんだって！」

「うるさいバカチキ！　大丈夫！　たぶん死にはしないから！」

「おまえは俺に何をする気だ!?」

「うるさいうるさいっ！　ぜーんぶあんたが悪いのよっ！　こ、こここここうなったら、せめてその曲を胸に抱いて天国に行きなさいっ！」

「マジで冥めい土どの土産じゃねーか！」

　シャレになりませんって。

　まあ、とりあえずマサムネに許してもらえる方法を思いつくまで走っとくか。たぶん土下座でも何でもして謝れば許してくれるだろう。

　だって……ねえ？

　それこそ――俺たちは友だちなんだしさ。

　後ろから追いかけくる「待ちなさーい！」というマサムネの叫び。

　彼女の声を背中で聞きながら、俺はそんなことを思った。



    


  
    
      
　

第５話　夏休みファイナル





　８月31日。

　おそらく今日は、全国の高校生にとって何かしら意味のある日に違いない。

　そう――今日は夏休み最終日。

　夏の終しゆう焉えんである。

　きっと過ごし方は人それぞれ。いい夏だったと振り返るリア充じゆうもいれば、いい思い出を作れなかったことを悔やみながら宿題のラストスパートに追われるヤツもいるだろう。

　ちなみにどっちかっていうと俺おれは後者。

　宿題はもう終わっているが、今現在の俺のテンションはアルマゲドンに直面した人類のごとく低かった。地球が滅亡した方がまだマシである。

　いや、だってさ。

　別に楽しいことがなかったわけじゃないですよ。クラスのヤツらともそこそこ遊んで、ひいきにしてるバンドのライブとかにも行ったりした。

　けれど、それを遥はるかに上回るイベントの数々。

　あの駆け落ち旅行は毎年行われてきた母さんによる格闘トレーニング地獄と比べたらよっぽどマシだったし、そこそこ退屈しなかったからいい。

　だが、この四日間のトラブルの多さはどうだ？

　27日から30日にかけて、涼月すずつき、紅羽くれは、ナクル、マサムネ、とご丁寧なことに代わる代わるイベントを起こしやがって。ギャルゲーの主人公だってこんなに女の子と会っていたらノイローゼになるぞ。

　だから――俺は決めたのだ。

　８月31日。

　今日だけは、誰だれとも関かかわらずに一人で過ごそうと。そう、誰にだって独りになりたいときがある。もちろん俺だってそうさ。

　ラッキーなことに、我が家のリトルモンスターこと紅羽は外出中。なんでも女友だちの家で宿題の片付け会兼パジャマパーティーをやるんだとか。

　大いに結構。

　もしこれが一般家庭だったら、『本当は恋人の家に外泊するんじゃ……』と父親が娘の心配をしたりするんだろうが、我が家に限ってそれはない。紅羽と付き合うだって？　誰がそんな自殺行為をするっていうんだ。ジャ×ク・バウアーでも不可能である。

　なので、俺は今日家に一人きり。

　悪くないさ。考えてみりゃここ数日は賑にぎやかすぎたんだ。明日になったら二学期が始まってまた騒がしくなるんだし、今日くらいは静かに過ごそう。

　そんなことを考えていた――午後一時十五分だった。

「お、おはよう、ジロー」

　ピンポーンと鳴らされたインターホンについついドアを開けた瞬間、響き渡るアルトボイス。

　そこにいたのはこの暑さの中でもしっかりと燕えん尾び服ふくを着た美少年。

　きらきらと輝く明るい髪、精巧に作られた人形みたいな身体、思わず見み蕩とれてしまうような容姿をした男装執しつ事じ。

　近衛このえスバル。

　彼女は、ドアを開けた俺おれにどこかぎこちないあいさつをしてきた。

　………。

　マズい。

　なんだこのシチュエーションは。

　なんとなくだが、素晴らしく嫌な予感がする。例えるなら、ジャングルを探検していたらうっかり野生のトラと遭遇しちゃったみたいな感じ。いや、実際はコンクリートジャングルで執事と出会っただけなんだけどさ。

　ていうか――早くも俺の決意が破られてんじゃん。

　ああ、俺のバカ野郎。

　あんなに簡単にドアを開けるんじゃなかったぜ……。

「よぉ、どうしたんだ？　いきなり訪ねてきて」

　さすがに無視もマズいと思ったので、一応あいさつ。

　しかし、近衛は「……むっ」とうなってから目線を逸そらしてしまった。

　ぬぬぬっ。

　やっぱり、涼月すずつきも言っていた通り、最近の近衛は何かおかしい気がする。もともと無愛想で仏頂面なんだが、それとはどこか違うというか。なんとなく、ぎこちない態度なんだよなぁ。

「……じ、実は、今日はジローに頼みがあって」

　ようやく俺に目線を戻した後で近衛は言った。

　そして、何やら頼りなさそうに燕尾服の裾すそを握り締めた後――。



「――一緒に料理を作ろうっ」



　やっぱりどこか不器用な態度で、そんな言葉を口にしたのだった。



　　　♀×♂



「とりあえず、これで材料の準備はできたな」

　たった今近所のスーパーで買ってきた食材をキッチンの床に置きながら、俺おれはふぅっと息を吐いた。

　そう、近衛このえの頼みごとというのは料理の手伝い。

　なんでも、日ごろの感謝を込めて主あるじである涼月すずつきに何かご馳ち走そうをしたいんだとか。なので、俺の家で料理を作って、涼月をディナーに呼ぶということになったのだが……。

「でもさ、なんで俺に頼んだんだ？」

　きゅっと背中でエプロンのヒモを結びながら訊たずねた。はっきり言って、俺に料理の経験はあまりない。せいぜい調理実習ぐらいである。

「それは、やっぱり手伝いがいてくれた方がいいと思ったし」

「だったら屋敷にいる他ほかの使用人とかに頼んだほうがよかったんじゃねーか？」

　そもそも、うちのキッチンにそこまでの調理設備はない。どう考えても屋敷の方が環境が整ってる気がする。

「そ、それが……」

　どうしてか。

　俺の言葉に、近衛はずぅーんと落ち込んでしまった。

　そして、俯うつむいたままで、一言。

「……作れないんだ」

「は？」

「いや……屋敷ではボクは料理を作らせてもらえないんだ。それで、仕方なくジローの家に……」

「………」

　ああ、思い出した。

　コイツって、執しつ事じのくせに料理が凄すさまじく苦手なんだっけ。

「なっ……そんな残念そうな顔をするなっ！　ちょっとの間、キッチンへの立ち入りを禁止されただけだっ！」

「よかったな。永久に立ち入り禁止じゃなくて」

「っ！」

　くそぅ……みんなしてボクの料理の腕を甘く見て……と近衛は子供みたいに拗すねた。

　コイツのクッキングセンスを考えれば妥当な措置だ。

　なにせ、お粥かゆを作っていたらいつのまにか劇薬ができてしまうレベルである。犠牲者になったことがある俺が言うんだから間違いない。

　ていうかキッチンに立ち入り禁止って、一体どんな失態をやらかせばそんな扱いを受けるんだろう。

「心配すんなよ。二人で頑張って作ろうぜ」

　ははは、と余裕たっぷりに笑っておく。どうせ食べるのは俺おれじゃなくて涼月すずつきだ。ご愁傷さま。あいつにはあとで胃薬を送ってやろう。

「……うん。頑張ろう。二人で味見しながら作れば、きっと美お味いしい料理ができると思う」

「お、おぅ、そうだな」

　緊急事態発生。どなたか大至急俺に胃薬を送ってください。着払いでいい。早くしないと今日が夏休みどころか俺の人生の最終日になってしまう。

「けど、ホントによかったのかな」

　ガサゴソとビニール袋から食材を取り出しながら近衛このえが呟つぶやいた。

「だって、今から作るのはカレーなんだぞ？」

「？　別にいいんじゃねーか？　夏と言ったらカレーな気がするぞ」

　いや、それはＣＭのキャッチコピーだったか？

「しかし、せっかくお嬢様に食べてもらうんだからもっと豪華なものを……」

「豪華？」

「そう。例えば、北京ペキンダックとか」

「………」

　レベル高いなぁオイ。

　一般家庭で作るような料理じゃねーよ。

「あとは、フォワグラのポワレとか」

「すまん、近衛。正直、俺はカレーでもちょっとレベルが高いと思ってるくらいだ」

「なっ……何を言う！　せめてもうちょっと豪華そうな料理をだなっ！」

「じゃあ、そうめんは？」

「もっと簡単なものになってるぞ!?」

「あとは、カキ氷とか」

「おまえはボクをバカにしてるのか！」

　むぅと口くち唇びるを尖とがらせてうなる執しつ事じくん。ついには「もういいっ、やっぱり一人でやるっ」とプンスカ怒り出してしまった。うわー、マズいマズい。このままではうちのキッチンで大量破壊兵器を製造させることになる。

「だ、大丈夫。カレーって結構万人受けするしさ」

「むっ……」

「ちなみに、俺もカレーは大好きだ」

「そ、そうなのか？　確かに、お嬢様もカレーは好きだと言っていたが……」

「な？　だったらこのメニューで間違いはないぞ」

「……むぅ。そうだな。ここはカレーが一番無ぶ難なんなのかもしれない」

「そうそう。無難な方がいいって」

　やれやれと心の中でため息。なんとかフォロー成功である。涼月すずつきがカレーを好きで助かった。

　だけど、ちょっと意外だな。

　あのお嬢様がそんな庶民的な料理が好きだったとは。

　案外、可愛かわいいところがあるじゃねえか。

「うん。カレーも悪くない。今日作るのは、お嬢様が一番好きなチキンカレーだし」

「………」

　いや、それはちょっと嫌だけどな。

　なぜよりにもよってチキンカレー？　体質柄、チキンってワードを聞くとどうも意識してしまう。しかも相手が涼月だから余計である。

「他ほかにも、お嬢様の好物といえば、ローストチキン、チキン南蛮、照り焼きチキン……」

「やけに鳥料理が多いのは気のせいか？」

「むっ。そんなことはない。ちゃんと鳥料理じゃないのも入っているぞ」

「例えば？」

「チ×ンラーメン」

「確かにあれはラーメンだけどさ！」

　俺おれの記憶が正しければ、鶏とりがらスープにしっかりと鳥が使われていた気がするぞ。つーか、あのお嬢様がチ×ンラーメンを食べてるのか？

「ジロー。そろそろ始めよう」

　あれこれ考えていたら、執しつ事じに促された。

　というわけでクッキングスタート。

　近衛このえはエプロンをしてない。主あるじのために料理を作るんだから、執事服で作りたいんだとか。献身的で結構だけど。

「じゃあ、近衛は米を研いでくれ。野菜と肉を切るのは俺がやるよ」

　言いながらも、先に野菜を洗っておく。

　そう――近衛が料理下べ手たなのには理由があるのだ。

　刃物恐怖症。

　刃物を見たり触ったりするのがどうしようもなく苦手なんだとか。なので、ここは役割分担。チームプレイで行こうじゃないか。

「そ、そうだな。ありがとう、ジロー」

　こっちの気遣いを悟ったのか、素直に礼を言う近衛。

　ん？

　なんか、ちょっとほっぺたが赤くなってるのは気のせいだろうか。

「近衛このえ。やけに顔が赤いぞ。もしかして体調でも悪いのか？」

「!?」

　俺おれの言葉に、近衛はバッと両手で顔を押さえてからますます赤面してしまった。

「あっ……あぅ、これは、その……実は、ちょっと熱があって」

「熱？　ひょっとして夏風邪か？」

「う、うん。最近ずっと風邪を引いていて……あっ、嘘うそじゃないぞっ！　ホントにホントだからなっ！」

　理由はわからないが、やけに念を押すように言われてしまった。

　うーん、夏風邪は長引くって聞くからな。ひょっとして、最近様子が変だったのは風邪のせいだったりして。

「なんなら休んでてもいいぞ」

「だっ、大丈夫だ！　あんまり大丈夫じゃないけど、料理ならできるからっ！」

　言って、近衛は炊すい飯はん器きの方へと向かう。

　大丈夫じゃないけど大丈夫って……なんだそりゃ。

　別に支障がないならいいけどさ。

「けれど、ジローも料理は得意なんじゃないか？」

「なんで？」

「だって、昨日もメイド喫茶でバイトしていたぞ」

「まあ、そうなんだけど……」

　しかし、やってたことは皿洗いぐらいだしなぁ。

　使えないピンチヒッターである。

「しかも……宇佐美うさみと一緒にバイトしていたし」

「いや、それは料理とは関係ないだろ」

「そうだが……そ、そう言えば、なんで一緒にバイトしていたんだ？」

「あれ？　涼月すずつきから聞いてないのか？　マサムネに宿題を写させてもらう代わりに、俺があいつのバイト先の手伝いをやったんだよ」

「宿題？」

「そう、夏休みの宿題」

　簡潔に応こたえると、スバル様は「別に、言ってくれれば見せてあげたのに……」と呟つぶやいた。

　げっ、なんだそりゃ。

　てっきりコイツは生き真面目まじめだからそういう行為は嫌がると思ったのに。だからわざわざマサムネに頼んだんだぞ。これなら最初から近衛に頼めばよかったかもしれん。

「ところで紅羽くれはちゃんはいつ帰ってくるんだ？　確か、友だちの家に行っているんだろう？」

　唐突に話題を変える近衛このえ。

　あー、そういやスーパーで紅羽のことを話したんだっけな。

「言うのを忘れてたけど、あいつは帰ってこないぞ」

「は？　どういう意味だ？」

「なんか友だちの家でパジャマパーティーするんだとさ。だから、涼月すずつきを呼ぶまで俺おれたちはこの家に二人きりだな」

　ぐわしゃっと。

　いきなり、近衛はすごい力でお米に掌しよう底ていを喰くらわせた。

　そのまま「な、な、なっ……！」とフルフル震えている。

「ふ、二人きりって……本当に紅羽ちゃんは帰ってこないのか？」

「ああ。そうだよ。それより、お米はもっと優しく研いだ方がいいぞ」

　近衛はまるで親の仇かたきでも痛めつけるみたいに米を研いでいる。これじゃほとんど打撃だ。米が全部コナゴナになってしまうぞ。

「もしかして、風邪が悪化してるのか？」

「……っ！　そ、そんなことはない。ほら、ボクはちゃんとお米を研げているぞ。えーっと、次は……」

「!?　ちょっと待て近衛！　お米を研ぐのに洗剤は使わなくていいから！」

　慌てて執しつ事じの手から台所用洗剤を取り上げる。

　危ねえ。あとちょっとで油汚れに強いご飯が炊けるところだった。というか、やっぱり風邪が悪化してるんじゃないか。ますます顔が赤くなってるし。

「よし、こっちは終わったぞ」

　肉と洗った野菜をテキトーに切り終わる。

　若干雑だが、問題ないだろ。多少ゴツゴツしてた方がワイルドでおいしいカレーができる気がする。

「……すまない、ジロー。おまえがいなければ、ボクは何も作れなかった」

「気にするなって。ほら、俺たちは友だち……いや、親友だったな」

「う、うん……」

　なぜか、近衛は返事をするなり俯うつむいて黙ってしまった。

　いやいや、なんでそこで元気をなくすんだよ。

　あんまり慣れなれしいのは嫌なんだろうか。うーん、けどコイツから親友になろうって言いだしたんだしなぁ。

「………」

　よし。

　ちょっと恥ずかしいが、ここは俺おれたちが親友だということをもっと強調しておくか。その方が、コイツも安心するかもしれん。

　えーっと、それじゃまずは――。

「――近衛このえ」

「ん？　なんだ、ジロー」

「俺たちは――親友だ」

「うっ……うん、そうだな……」

「きっとこの関係は、今後何があっても変わることはない」

「うっ……」

「そうさ。俺たちはずっと……ずっと親友だ」

「………」

「男と女でも、友情ってものが成立するんだと、俺は固く信じている」

「………」

「だから、俺たちは、これからも永遠に――」

「……ジロー。わかった。もういい。もういいから、ちょっとだけ黙ってくれ」

　ずぅんと背中に暗いオーラが見えそうなくらいに、近衛は沈んでしまった。

　な、なんだ？

　どうしてこんなショックを受けたような顔で黙っているんだ。やはりクサいセリフを連発したのが悪かったのか？　せっかく恥ずかしいのを我慢して言ったのに……。

　キッチンを支配する何とも言えない気まずさ。

　二人とも必要最低限の会話しか交わさずに料理をしていく。

　お米は炊すい飯はん器きにセットしたから後は待つだけ。

　鶏とり肉にく、にんじん、玉ねぎを鍋なべで炒いため、それから水を入れて煮る。後は沸騰したら弱火にしてジャガイモを入れればいい。その後は買っておいた市販のカレールーを投入して煮込めば完成である。

　大したミスはない。

　あえて言うなら、近衛がうっかりサラダ油を容器ごと鍋に落としたとか、間違ってキッチンにあったウォッカを投入したせいで天井がこんがりローストされかけたぐらい。うん、大惨事にならなかったのがホント不思議だよね。

　そう、ここまでは上々。

　このまま、どうにか慎重に完成まで持っていければ……。

「――ジロー」

　しかし。

　案あんの定じよう、俺おれの不安は的中してしまうのだった。

「何か、隠し味を入れないか？」

　あと少しでルーを入れるというところで、執しつ事じくんはそんなことを言い出した。

「隠し味？」

「そう、隠し味だ。このままでは、このカレーはただのカレーになる。せっかくお嬢様に食べていただくんだ。ここは、何かボクらだけのオリジナル要素を入れた方がいい」

「………」

　ピンチピンチ。

　俺の経験が正しければ、こういう素人の余計な背伸び行為が最も命取りなのだ。

「や、やめとこうぜ。せっかくここまで上う手まくいってるんだ」

「むっ。何を言う。ここまで上手くいってるからこそ、さらなる上を目指すべきなんじゃないか」

　サッカーボールを追いかける子供みたいに目をキラキラさせる執事くん。そのまま「何か使えそうなものはないかな……」とガサゴソとキッチンの探索を始めやがった。

　ああ、お願いだから何も見つからないでくれ。

　そもそもうちのキッチンには何があったっけ？　リンゴはもうとっくに食べつくしたが、最近の妹はどうやらトマトブームらしく、朝昼晩トマト料理ばかり出てくる。そこそこ料理は作れるのだが、あの偏食ぶりはセンスの問題だろう。

　あとは、母さんが海外に行く前に残した何かが……。

「――おおっ。コレなんかどうだ？」

　と。

　執事くんはキッチンの棚の奥の方から液体の入ったビンを取り出した。

　あれは、確か……。

「どうやら、ワインみたいだな」

「ワイン？」

「うん。赤ワインだ。開けていいか？」

「え？　ああ、たぶん……」

　……って、うわああああああ思い出した。あれって、母さんが飲むのを楽しみにしていた年代物のワインじゃん……！

　ヤバイ。

　あのビンは俺にとってまさしくパンドラの箱である。もし勝手に開けたりしたら、間違いなく母さんによる制裁が――。

「よし、開いたぞ」

「ぎゃあああああああああっ！」

　時すでに遅し。

　近衛このえは棚に入っていたコルク抜きを取り出して、きゅぽんっとビンを開けやがった。

「ど、どうした？　もしかして……開けちゃダメだったのか？」

「いや……たぶんそれは、母さんが大事にしてたワインで……」

　うわー、しかもコレって高いんじゃねーか？　ラベルは……ダメだ、読めねえ。何語かすらも解読不能である。

「うっ……。す、すまない……。そんなに大事なものだとは知らなくて……」

　雨にぬれた捨て犬みたいに、ヒクヒクと震えるアルトボイス。

　俺おれの動揺ぶりがショックだったのか、近衛は目をうるうると潤うるませながらシュンとうなだれてしまった。

「………っ」

　……くそぅ。

　なんなんだよ。

　頼むから、いきなりそんな泣きそうな顔するのはやめてくれよ。

「……大丈夫だ」

　なるべく穏やかな声で、俺は近衛を励ました。

「開けちまったもんは仕方ねえよ。それに、きっとちゃんと説明すれば母さんも許してくれると思うし」

「ほっ……本当か……？」

「おぅ」

　心配ないってと精せい一いつ杯ぱい笑っておく。

　実際はわからない。

　おそらくペナルティーとして地獄の格闘トレーニングメニューを課せられる気もするが……この際、しょうがないと思うことにしよう。

　そう、近衛だって悪気があってやったわけじゃないのだ。

　何より、女の子の泣きそうな顔なんかこれ以上見ていたくねえしな。

「じゃ、じゃあ、許してくれるのか？」

「ああ、許す許す。やっちまったもんは仕方ない。俺にも非があるし」

「ボクのことを……嫌いになったりもしないか……？」

「当たり前だ。嫌いになんかならねえよ」

　ついつい。

　ポン、と近衛の頭に手を置いてしまった。

　そして、そのまま励ますように優しく撫なでてやる。

「……んっ」

　そこでやっと俯うつむいていた潤うるんだ瞳ひとみが前を向いた。

　掌てのひらに触れる柔らかな髪の感触。

　上目遣いでこちらを見つめてくる、近衛このえスバル――。

「あ、悪い、つい……」

　フッと我に返って手を離す。ほんの数秒触ってただけだから、女性恐怖症の発作もでなかったみたい。

「いや、ボクは別に……」

　何かを言いかけて、近衛は再び顔を俯かせてしまった。さっきとは違うどこか恥ずかしそうな表情。

　そして――キッチンを支配する沈黙。

「………」

　マズい。

　なんだ、このおかしな空気は。

「そ、そういや隠し味の方はどうする？　ワインなら量さえ間違えなければ問題ないんじゃないか」

　空気を変えるために強引に話を変えた。

　カレーにワインを入れるってのはどっかで聞いたことがある気がする。ビーフシチューとかにも入れるようだし、たぶん大丈夫だろう。



    


  
    
      



    


  
    
      

「でも、問題は賞味期限だな。かなり奥の方に入っていたんだが、ちゃんと飲めるのか？」

　赤い液体を揺らしながら「むーっ」と近衛このえは思案顔。

　そして。

　数秒の思考の後で。

「――よし、ちょっと味見してみよう」

「はあ？　やめとけって。俺おれたちは未成年だぞ」

「心配ない。少しなめるだけなら平気だ」

　言うが早いか、近衛はキッチンにあるガラスのコップにぶどう色の液体をちょこちょこと注ぎだした。

　大丈夫かよ？

　脳裏で嫌な思い出が蘇よみがえる。もちろん、夏祭りバトルロイヤルのときのナクルである。近衛が脱だつ衣い酔すい拳けんをやるとは思えないが、アルコールは思った以上に人間を狂わせる。酒は飲んでも飲まれるな。

「んっ」

　考えている間にも、近衛はワインにちろちろと舌を伸ばしていた。

「……うん。味は問題ないみたいだ」

　近衛はミルクを舐なめる子猫みたくワインをテイスティング。味が問題ないんならいいんだが、そろそろやめといた方がいい。いくら舐めてるだけっていっても酒なんだしな。

「おい、そろそろやめとけって」

「むっ。なにをいうジロー。ボクはぜんぜんだいじょうぶだぞ」

「ホントか？」

「ああ。むしろ、からだがぽかぽかしてきもちいいくらいだ」

「…………」

　いかん。

　回ってる。

　どう考えてもアルコールが回ってる。

　心なしか、呂ろ律れつまでおかしくなってやがるぞ。

「わかった。味も確かめたんだし、もうワインの検証は終わりだ」

「あっ、にゃにをする……！」

　強引にワインを取り上げると、近衛は抗議の声を上げながら身体ごとビンを追ってきた。しかし、身長差があるために届かない。

　親にオモチャを取り上げられた子供が頑張って背伸びするような形である。

「かえせーっ！　はやくそのびんをかえせーっ！」

「ダメだ！　今のおまえは完全に酔っている！」

「そっ……そんなことはないぞ。ただ……」

「ただ？」

「それがないと、ボクはいきていけにゃいきがして」

「早くも禁断症状が出てるじゃねーか！」

　まさかこのワインは神かみの雫しずくだったのか!?

　あのスバル様を一瞬で虜とりこにするとは！

「ふんっ。うたがうことはないジロー。ボクはよってなんかいないぞっ」

「そのセリフを言う時点でもうベタな酔っ払いなんだよ」

「なにをいう。じゃあなにかもんだいをだしてみろ。みごとせいかいし、しょうきなことをしょうめいしてやる」

「………………。１１９２いいくに作ろう？」

「日本沈没」

「だいぶ歴史が変わってるぞ!?」

　ああああああいかんいかんいかん。これは、一刻も早く事態を収拾しないとえらいことになるぞ。

「さ、さあ、近衛このえ。そんなワインより、冷えた飲み物を飲もうぜ？」

　少しでも酔いをさめさせるために麦茶でも飲ませてやろう。

　そんなことを考えながら片手で冷蔵庫のドアを開けるが、ついてないことに麦茶は品切れだった。あるのは牛乳のみ。まぁこの際仕方ないか。

「ほら、近衛。牛乳だぞ」

　片手で近衛にパックごと差し出す。

　これで、少しでも酔いがさめてくれれば……。

「……むっ」

　しかし。

　執しつ事じくんは、俺おれが差し出した牛乳を見た瞬間、明らかに目の色を変えやがった。

　そして、フルフルと小刻みに身体を震わせてから、

「……ふざけるにゃ」

「え？」

「ふざけるにゃっていったんだ！　しつじのボクがそんないまいましいのみものをのむとおもったかーっ！」

　まるでチャブ台をひっくり返すお父さんである。

　うがーっと両手をバンザイした近衛は、全国の畜産農家さんに怒られそうな発言を高らかに叫んでいた。

「くそぅ……にゃにがぎゅうにゅうだ。ボクだって、まいにちのんでるのに」

「毎日飲んでるのに？」

「ぜんぜん、カナちゃんみたいにならないし……」

「は？」

「っ！　これいじょういわせるにゃっ！　そんなまっしろいのみものにゃんかこうしてやるぅーっ！」

　呂ろ律れつの回らないシャウト。

　執しつ事じくんは強引に俺おれから牛乳を奪い取ると、あろうことかまたゴクゴクと飲み始めた。

　そして、すべて飲み干した後で、「ぷはぁっ」と息を吐いてから。

「わはは！　どうだ！　あくはほろんだぞ！　これがしつじのじつりょくだ！」

　ベルトを獲得したチャンピオンのごとく、空になった牛乳パックをかかげた。いやそれに執事は関係ありませんから。

「しかし、なんだかこのへやはあついな。ちゃんとれいぼうがきいているのか？」

　近衛このえは赤い顔でパタパタと手で顔を扇あおいだ。

　贅ぜい沢たく言いやがって。

　我が家のキッチンにそんな気の利いたものはねえよと伝えてやろうと思ったが――その瞬間、俺は度肝を抜かれた。

「お、おい！　何してんだよおまえ！」

「え？　なにって、あついからふくをぬいでいるにきまっているだろう」

　バサリと床に落ちる燕えん尾び服ふく。緩められるネクタイ。そしてあろうことか、執事は自分のベルトに手を伸ばして――。

「よいしょ……っと」

　そんな掛け声とともに、ズボンを脱いでしまった。

　うわあああああやめろバカ。

　コイツは我が家のキッチンをストリップ劇場にでもするつもりか。

「ん？　どうした、ジロー。そんなにあかいかおをして」

「！」

　反射的に近衛から目を逸そらした。

　人形のごとく華きや奢しやな両足。真っ白な太もも。格好的にはこの前の紅羽くれはに近い。それでも、Ｙシャツの裾すそが短いせいか純白の可愛かわいらしい下着がチラチラと覗のぞいてしまって……その、精神衛生上大変よろしくない。

　しかも、今の近衛は素足ではなくハイソックスを履いている。

　つまりは――Ｙシャツ＋ハイソックス。

「………」

　やべえ。

　なんだ、この異次元な組み合わせは。

　Ｙシャツとハイソックス。

　モノクロの見事なコントラスト。

　そしてかすかに覗のぞく下着――。

「……っ！」

　ヤ、ヤバイ。

　メチャクチャ可愛かわいいじゃん、この執しつ事じ。

　なんとか俺おれの理性が屈服する前に、コイツを説得せねば……！

「こ、近衛このえ。せめてズボンくらい履けよ」

「どうしてだ？」

「ど、どうしてって……」

「ボクたちは、おとこどうしなのに」

「おまえは女の子だろ!?」

「ふっ。なめるなよ。ボクはだんそうしつじだぞ」

「意味わかんねえ理屈を並べてんじゃねえ！」

「……あれ？　どうしてジローはふくをきているんだ？」

「もはや価値観までおかしくなってる!?」

「どうして、このせかいからせんそうがなくならないんだろう」

「いきなりマジメなことを言い出すな！」

　ノーマルなのかアブノーマルなのかはっきりしろや！

　俺のツッコミを物ともせず、近衛は「そんなにあわてることないのに」と、見せびらかすみたいに両手を広げてくるくる回りだしやがった。

　ぎゃああああああやめてください。見えてますから。Ｙシャツの裾すそがミニスカートみたいにちょこちょこ捲まくれちゃってますから。

「――くそっ」

　こうなったら――最終手段。

　これ以上の被害拡大を防ぐために、さっさとこのワインを処分してしまおう。もったいないが、全部流しに捨ててしまえば……。

「ジロー、わいんをかえせ」

　げっ。

「だめだ、やっぱりボクにはさっきのぎゅうにゅうなんかじゃだめなんだ」

　うわー、そんなこと言うなって。牛乳だってカルシウムが豊富で健康にいいぞ。

「かえさないんなら、ちからずくでうばいとるしかにゃいぞ」

　頬ほおを紅こう潮ちようさせ、目をとろんと蕩とろけさせながら、近衛このえはこっちに近づいてきた。

　狭いキッチンに逃げ場はない。

　当然、俺おれはすぐに追い詰められてしまうわけで……。

「かえせーっ！　わいんをかえせーっ！」

「……っ！　や、やめろ！　こっちに来るなって！」

　闇やみ金きん業者でもここまで執しつ拗ような取り立てはしてこないだろう。

　状況はさっきと同じ。

　俺は身長差をいかしてビンを高くかかげるが、負けじと近衛もぴょんぴょんとジャンプして追ってくる。くっ、しつこいな。ねこじゃらしに飛びつく野良猫みたいだ。

「あきらめろ、ジロー」

　逃げる俺を追い詰めるみたいに、近衛は言ってきた。

「もはや、おまえににげばはにゃいぞ」

「そ、そうかな？　俺とおまえの身長差は簡単には埋まらないぜ」

「――ふっ。しつじをにゃめるにゃよ」

　不敵にも。

　近衛はニヤリと笑いやがった。

「これから――ボクのしんひっさつわざをみせてやる」

「新必殺技？」

「そう、にゃづけて――『執しつ事じ小外刈り』」

「ただの柔道技じゃねえかぁ―――――っ！」

　叫んだときには、もう遅かった。

　執事による鮮やかな足技で体勢を崩され、結果俺の身体はフローリングに倒れてしまう。

　文句のない、見事なイッポンであった。

「……っ!?」

　突如、俺の顔に浴びせられる赤い液体。

　ワインだ。

　ビンが割れたわけではないが、倒れた衝撃で思いっきり頭から被かぶってしまったらしい。ぐあー、まるで血ち塗まみれの殺人鬼みたいに身体が真まっ赤かである。

「……あっ」

　目的のワインが全部ダメになってしまったことにガッカリしたのか、近衛はひどく残念そうな顔をして……あれ？

「こ、近衛さん？」

　どうして。

　俺の身体に馬乗りになってるんですか？

「……………もったいにゃい」

「え？」

　どういう意味だよ、と聞き返そうとしたが――瞬間、俺おれは息を飲んだ。

「んぅ」

　拘こう束そくでもするみたいに、近衛このえは俺の身体に体重をかけてくる。

　縮まる世界。

　近づいてくる可か憐れんな輪りん郭かく。

　微かすかに漂う女の子独特の花のような香り。

　お互いの瞳ひとみに顔が映りそうなくらいの超至近距離。

　――彼女は。

　どこか切なそうな表情で、ワインを浴びた俺の首筋に顔を近づけて――。

「……んっ」

　ぴちゃっと。

　小さな音を立てて、首筋についたワインを真まっ赤かな舌で舐なめとった。

「っ！　お、おおおおおまえ！　何してんだよ！」

「だって……もったいにゃいから」

「だからって直接舐めなくてもぎゃあああああああっ！」

　それこそ皿に注がれたミルクを舐める子猫である。酔った近衛は小さな舌で一生懸命首筋についたワインをペロペロと舐めていた。

　背筋がゾクゾクするような、肌に舌を這はわされる感触。

　酔っていて体温が高いせいなのか、近衛の舌がやけに熱い。こっちの身体まで火ほ照てりそうになる。

　首筋の次は、鎖骨。

　近衛は「んっ、んっ」と可愛かわいらしい吐息を漏らしてから、俺の鎖骨についたワインの雫しずくを丹念に舌先で掃除していく。

「………っ！」

　マズイ。

　ぞわぞわと増殖する鳥肌に、鼻の辺りに集まる熱い感覚。

　紛まぎれもなく、女性恐怖症の発作である。

　そりゃそうだ。

　かなり密着してるせいで近衛の温かさを感じるし、何より舌で舐められているのがマズすぎる。さすがにこんな経験は初めてだぞ。

「んっ……おいしい……もっと……もっとぉ……」

　もはや子猫どころか吸血鬼。

　近衛このえは真まっ赤かな血を味わうみたいに俺おれの肌についたワインをぴちゃぴちゃと舐なめとり、コクコクと咽のどを小さく鳴らして嚥えん下かしていく。

「ぐあっ……」

　エ、エマージェンシー……！

　いくら酩めい酊ていしてるからってあの無愛想なスバル様がこんなことをするとは。ただでさえＹシャツ＋ハイソックスなんて過激なファッションなのに。普段の強気な態度とのギャップがありすぎる……！

「こ、近衛……や、やめろ……」

　最後の力を振り絞って。

　俺はなんとか説得を試みることにした。

「ほら……俺はおまえの親友なんだろ？」

「……むっ」

「俺だって、おまえのことを最高の友だちだと思ってる」

「っ！」

「だから……もうやめてくれ。おまえもずっと俺の親友でいたいだろ？　だったら、この関係を崩さないためにも、今すぐ俺の身体から離れて……あいたぁ!?」

　がぶりっと。



    


  
    
      



    


  
    
      

　突然、近衛このえは甘える猫科動物のごとく俺おれの首筋に噛かみ付いてきやがった。

　いわゆるあま噛みである。

　そのまま、ガジガジと何かに抗議するように俺の首筋をかじりだす。ひいっ、これじゃリアルヴァンパイアだぞ。ビーフジャーキーやスルメイカの心境がかなり理解できてきた。

「やっ……やめてくれ……」

　薄れゆく意識の中で必死に訴える。

　しかし。

「……うるしゃい」

　近衛は、俺の首筋をあま噛みしたままでそう答えた。

「うるしゃいうるしゃい。ぜんぶ、あんなことをいったジローがわるいんだ」

「なっ……。あんなことって……『ずっと親友でいたい』ってヤツか？」

「っ！」

「確かに恥ずかしいのはわかるけどさ。でも、おまえが言い出したんじゃねえか。それに、自分で言うのも恥ずかしいけど、俺だって本気で、ずっとおまえの親友でいたいって……ぎゃああああああああああっ！」

　俺の言い分を聞きたくないとでも言わんばかりに、近衛はあま噛みをリスタート。歯が当たる痛みに加えて、ときどき熱い舌を這はわされてまた背筋がゾクゾクする。

　いや、わけがわからん。

　俺が間違ったことをしているとは思えない。

　コイツが親友になりたいって言ったから、わざわざそこを強調してやってるのに。もしかして恥ずかしいのを誤ご魔ま化かそうとしてるのか？　だったら俺じゃなくて冷蔵庫の中にあるカニカマでもかじっててくれ。

「……くそっ」

　何にしろ、このままでは女性恐怖症の発作で失神してしまう。

　その前に、なんとか抜け出さないと……！



「―――ジロぅ」



　と。

　唐突に首筋から口くち唇びるを離して、近衛は俺の顔を覗のぞき込んできた。

　精巧に作られたアンティークドールみたいな輪りん郭かく。

　アルコールのせいか頬ほおは朱に染まり、マタタビに酔った子猫みたいにその瞳ひとみはとろんと蕩とろけている。

　普段とは違う雰囲気。

　その姿には、どこか禁忌的な魅力が備わっているような――そんな気さえした。

「…………ジロぅ」

　そして。

　近衛このえは甘えるような声で、もう一度俺おれの名を呼ぶ。

　そう、互いの口くち唇びるが触れ合いそうな距離のままで――。

「おまえに……いいたいことがある」

「い、言いたいこと？」

「ああ。やっぱり、このまえみたいにゃちゅうとはんぱなやつじゃだめだったんだ」

　酔っているとは思えない真剣な雰囲気だった。

　この前って……いつのことだよ？

「いいか。これはとってもだいじなことだ」

　混乱する俺を置いていくように。

　近衛は、心を決めるみたいにすぅっと深く深く息を吸った。

　――そして。

　透き通った瞳ひとみで俺を見つめたまま。

　熱に浮かされた表情で、ゆっくりと言葉を紡いで――。



「ボクは…………おまえの……………………………………………………………………………………………………………………………………………むにゃ」



「……むにゃ？」

　思わず聞き返してしまった。

　途端、カクンと近衛の顔が俺の顔の横に落ちる。

　すぐさま耳元で聞こえるスゥスゥという可愛かわいらしい寝息。

　………。

　どうやら、ついに酔いつぶれて寝てしまったらしい。

「……はあ、」

　やれやれ、と俺は盛大にため息を吐き出した。

　何はともあれ……助かった。

　よいしょっと近衛の身体を俺の上からどかして身体を起こす。

　うわー、身体と床がワインまみれだ。

　これは一回着替えてから掃除しないと。

「ったく、この執しつ事じくんめ」

　くぅくぅと気分良さそうに眠る近衛を見ながら呟つぶやいた。とりあえず、コイツはリビングのソファーに運んどくか。

「よっ……と」

　両手で近衛このえの身体を抱え上げた。

　いわゆるお姫様だっこ。

　うわー、やっぱり近衛って可愛かわいい顔してるよなぁと感慨に耽ふけっていたいところなんだが、俺おれには時間がない。

　女性恐怖症。

　女の子に触ってるせいでまた発作が始まりだしているのだ。おそらくタイムリミットは十数秒。鼻血を出す前にさっさとソファーまで行かねば。

　テクテクと急ぎつつも慎重にリビングまで移動し、ソファーに近衛を寝かせる。思ったより軽かった。それでも紅羽くれはよりはちょっと重かったけど。

「んっ……うっ……」

　小さな吐息を漏らしたが、近衛はまだまだ目覚めそうにない。

　そういや、さっきコイツはなんて言いかけたんだろう。

　やっぱり『ボクはおまえの親友だ』かな。

　まあ、考え付くのはそれしかないんだけどさ。

「さてと、」

　とりあえず、可愛らしい寝息を立てている執しつ事じくんから目を逸そらしておく。

　いや、だってズボンはいてないんだもんコイツ。

　さすがにこのままはまずいので、キッチンから燕えん尾び服ふくを持ってきて身体にかけてやる。あとで毛布もかけてやろう。

　ズボンをはかせてやろうかとも思ったが、あいにく女性恐怖症の俺にそんな度胸はありませんよ。

　近衛がさっきのことを憶おぼえていることを祈っておこう。もし憶えてなかったら、最悪の場合俺が寝込みを襲って脱がせたと誤解されかねないし。

「……ふぅ」

　ともかく、これで一息ついた。

　着替えたら俺も近衛みたいに一眠りしてさっきの疲れを癒いやしたいところなんだが、残念ながら現実はそんなに上う手まくいかない。

　なにせ、未いまだにキッチンではカレーがコトコト弱火にかけられている。

　これからルーを入れてさらに数十分煮込まなければならない。鍋なべがコゲつかないようにちゃんと見てなくちゃならないし、味の最終チェックもせねばなるまい。

　現実問題、やることはいっぱいだ。

「――よし」

　ここは、俺おれ一人で頑張るとしますか。せっかく俺と近衛このえがここまで作った料理だ。当然、無駄になんかしたくはない。

　まったく、とんだ夏休み最終日である。

　やっぱり当初の予定通り、一人で過ごした方がよかったのかもしれない。

　そうすれば、少なくともこんなめんどくさいことはしなくてよかったし、頭からワインを被かぶることもなかっただろう。きっと、一人でゆっくり夏の終わりを噛かみ締めていたはずである。

　けれど――。

「むにゃ……カナちゃん……ジロー……もうカレーは食べられないよぅ……」

　ソファーから聞こえる幸せそうな寝言。

　どうやら、いい夢を見ているらしい。

「………」

　まあ、アレさ。

　今日は８月31日。

　夏休みを親友の笑顔で飾れるのは、たぶん悪くないことだろう。

「そのためにもおいしいカレーを完成させとくか」

　そう――ちゃんと、コイツが見ている夢を現実にしなくちゃな。

　夏の終わりに。

　誰だれにも聞こえていないはずの独り言を呟つぶやいてから、俺は彼女の笑顔を見るために、もうちょっとだけ頑張ることにした。



    


  
    
      
　

第６話　お嬢様の独白





　８月31日。

　おそらく今日は、全国の高校生にとって何かしら意味のある日に違いない。

　そう――今日は夏休み最終日。

　夏の終しゆう焉えん。

　友だちのジローくんは、そんな気取った呼び方をしていたかしら。

　ああ、申し遅れましたが、みなさん初めまして。

　涼月すずつき奏かなでです。

　本日は、私の部屋にようこそおいでくださいました。

　どうぞ、ゆっくりしていってね。

「……なんて、ね」

　ふぅっと軽く息を漏らしてから、私は自分のベッドに横になった。

　誰だれもいないところでの自己紹介ごっこは終わり。普段はこんな恥ずかしいことは絶対にしないのだが、今の私はちょっとばかり退屈で憂ゆう鬱うつだった。

　とりあえず、ヒマなことには変わらないので、今度は趣向を変えて思考ゲームをかねた自己分析をしてみよう。

　まずはじめに、ここは私の屋敷。

　世間一般で言うと私の家はなかなかに裕福な名家で、私の部屋もそれ相応に豪華な作りになっている。広々としたスペース、おとぎ話に出てくるみたいな天てん蓋がい付きのベッド、きっとどこか外国の職人が作ったであろうアンティーク家具の数々。

　いくら豪華でも、幼い頃ころからこれが当たり前だった私にとってはどうということもない。

　ああ、でもこんなことを言っていたらまたジローくんに文句を言われそう。

　ジローくんは私のクラスメイト。

　妹さんと母親が重度の格闘技マニアなんていう家庭で育ったせいか、彼は性格がちょっとひねくれている。もっとも、私や宇佐美うさみさんほどではないのだろうけれど。

　思えば――この夏休みは彼と色々なことをした。

　なんと言っても、彼を無理やり拉ら致ちして行った駆け落ち旅行。

　あれはとっても楽しかった。

　けれど、私も今の日常がこんなに騒がしくなるとは思っていなかった。

　こうなってくれた原因はたった一つ。今年の四月に、ジローくんが私の執しつ事じの――スバルの秘密に気付いてしまってから。

　それから、私の学園生活は文字通り一変した。

　とにかく、面白すぎる。

　私自身が率先して面白おかしいことを起こそうとしているのもあるのだけれど、それを抜きにしても彼はトラブルに巻き込まれやすい体質みたい。

　そう、彼の傍そばにいると退屈することがない。

　楽しくて面白いことが何よりも好きな私にとって、退屈は最大の敵だ。

　だから――ついつい彼と一緒にいたいと思ってしまう。

「………」

　告白してしまうと――。

　私が男の人にこんな感情を抱くのは初めてのことだった。

　ちなみに私の初恋は自分の執しつ事じ。

　近衛このえスバル。

　私の初めての友だち。あの子は私にとってかけがえのない存在だ。実際、今も愛している。この先、何があってもそれが揺らぐことはないと思う。

　でも――ジローくんに抱いている感情は、それとは少し違う気がする。

　それに、彼は面白いだけじゃない。普段は女の子に触られたぐらいで鼻血を出しちゃうくらいチキンで情けないのだけれど、ときどきほんのちょっとだけかっこよくなる。

　例えば、ゴールデンウィーク。

　トラックにはねられて血ち塗まみれになりながらも、私の制止を振り切って一生懸命にスバルを説得した彼は……なんというか、とても刺激的だった。

　その結果……まぁ、その……キ、キスをしてしまったわけで……。

　さすがに自分でも「ちょっといきなりすぎるかな？」とも思ったけれど、彼の驚く顔が見たかったし、そっちの方がなんだか面白くなりそうな気がしたのだ。

「けど、せっかくのファーストキスだったのに……」

　どうせならもうちょっとロマンチックなシチュエーションの方がよかったのかしら。宇佐美うさみさんならきっとそっちを選びそう。あの子は性格のわりになかなか少女趣味だし。

　まぁ、あんまり後悔していないからいいけど。

　だって、ジローくんには恩がある。

　私とスバルは、彼のおかげで仲直りすることができたのだ。本当に感謝しているし、四月に怪け我がを負わせちゃったのは申し訳ないと思う。だからあのキスはお礼のようなもの。

　でも、こんなことになったのは、あのとき私の命令を無視した流にも非があると思う。

　流ながれを問いただしたら、ああしなくちゃならない理由があったとか言っていたけれど、一体なんだろう？　また親バカ全開な理由な気もする。

　さて。

　とりあえず、簡単な自己分析はこんなところかしら。

「ああ、いけない」

　一番大切なことを忘れていた。

　私こと、涼月すずつき奏かなでが今現在メランコリーな気分になっている原因。

　そう――私の執しつ事じである近衛このえスバル。

　最近どこかおかしな彼女への疑問――。



「お嬢様。まだ起きていらっしゃいますか？」



　コンコンという控えめなノックと一緒に澄み切ったアルトボイスが響いた。

　私はすぐに起き上がって、ベッドに腰掛ける。

　そして――切り替える。

　身体の中のどこかにあるスイッチを切り替える。

　それで、私はいつもの涼月奏になる。

「ええ。起きてるわ。入ってもいいわよ、スバル」

　さきほどまでの思考を悟られないよう、なるべく落ち着いた声で言った。

　部屋の時計を見ると、ちょうど夜の十一時。明あ日すから始まる新学期に備えるなら、そろそろベッドに入ってもいい時間な気がする。

「……失礼します、お嬢様」

　どこか緊張した面持ちで、スバルは私の部屋に入ってくる。キラキラした髪、透き通った瞳ひとみ、華きや奢しやな体たい躯く、お人形さんみたいな繊細で美しい顔立ち。

　私の執事。

　相変わらず、愛らしい。

「どうしたの？　こんな時間に部屋に来るなんて珍しいわね」

　口ではまるでわからないフリをしつつも、私は彼女の表情を見ただけで大体の想像はついていた。

　たぶん――今夜、私の疑問は解決するだろう。

　思えば、今日のディナーだって突然すぎたのだ。きっと、あれは伏線。私はスバルのことを誰だれよりもわかっている。この子が、こんな表情をしているということは……。

「実は、その、お嬢様にちょっとご相談がありまして……」

　スバルは怯おびえる子羊みたいにビクビクしながら話を切り出してきた。

　……むむっ。そんなに不安そうにしなくてもいいじゃない。相手は十年来の友だちである私なのに。たぶん、あのディナーもどうにか私を上機嫌にしようと計画したんだわ。

　ちょっぴりショック。

　ジローくんは私のことを『オオカミ女』なんて呼んでいたけれど、これじゃ本当にオオカミとヒツジの関係みたい。

　もちろん、そんな感情は口にも表か情おにも絶対に出さないけれど。

「いいわよ。相談に乗りましょう。でも、お願いするならちゃんと私の約束も守ってね」

「うっ……」

「どうしたの？　簡単なことじゃない」

「………。わ、わかったよ……カナちゃん」

「ふふ、ありがとう」

　懐かしい呼び名。ずっと前から二人きりのときはこの呼び名で呼んで欲しいって言ってるのに、生き真面目まじめな彼女はなかなかそうしてくれない。今みたいに命令すれば早い話なのかもしれないけど、それじゃ寂しすぎる。

「スバル。それで、相談っていうのは何かしら？」

　この子が話しやすいように導いてあげる。相談の内容は大体検討がついているのだ。おそらく、それはジローくんについてのことだろう。

「う、うん。あのね、カナちゃん……」

　スバルは。

　清きよ水みずの舞台から飛び降りるみたいな雰囲気で――。



「カナちゃんは、ジローのことが好きなの？」



「………」

　ほんのちょっとだけビックリする私。もちろんいつもの平然とした表情を保ったままにしているけど、内心ではドキドキ。珍しく、ちょっとだけ予想と外れてしまった。

「さあ、どうかしらね」

　間を繋つなぐように、曖あい昧まいに微笑ほほえんでおく。

　――考えなさい、涼月すずつき奏かなで。

　ここで何よりも大事なのは、スバルを気遣うこと。

　だから、もっともベストな回答は――。

「――そうね。私は彼のことが好きよ」

「………っ！」

「そんなに驚いた顔をしないで。好きは好きでも、友だちとしてってこと。別に、異性として好きなわけじゃないわ」

「そっ、そうなんだ。よかった。もしかしたらそうなんじゃないかって思ってたから」

　私の言葉を信じきったのか、スバルはホッと胸を撫なで下ろした。

　……よかった。

　どうやら、私の選択は正しかったみたい。

　そう、真偽はどうあれ、今はこれでいいのだ。

　だって、おそらくこの後に来る展開は――。

「……………告白」

「え？」

「実は、この前の夏祭りのときに……ジローに告白したんだ」

「……誰だれが？」

「うっ……そ、その……ボクが……」

　スバルは、恥ずかしそうに頬ほおを染めながらそう告げた。

　………。

　あのチキン野郎。

　話が違うじゃない。課外授業のときは、『何もなかった』なんて言ってたくせに。明日学園で会ったら、いけない趣味に目覚めちゃうくらい言葉責めにしてあげないと。

「―――」

　でも――変だわ。ジローくんは他人に上う手まく嘘うそをつけるタイプじゃないのに。ましてや、この私がそれに気付かなかったなんて……。

「けど……実際は告白にならなくて」

「？？？」

　私が不思議そうにすると、スバルは途切れ途切れになりながらも話してくれた。

　もう、ただの友だちじゃ嫌なんだ。

　勢いでそんな風ふうに告白してしまったが、どうもジローくんの反応を見て怖くなってしまったらしい。

　このまま断られるんじゃないかと。

　断られたら、もう友だちとしても接してもらえないんじゃないかと。

　そう思ったら、怖くて怖くて仕方がなくなって――ついつい逃げてしまった。

『親友になりたい』と、告白の意味を誤ご魔ま化かして。

「……ふぅん」

　自分の執しつ事じからの告白を聞いたあと、私は小さく息を吐いた。

　なるほど。

　これで最近スバルがジローくんに対してぎこちない態度をとっていた謎なぞは解けた。

　というより――やっと確信できた。

　ここだけの話、ちょっと前から予感していたのだ。

　なんとなく、こうなるんじゃないかって。

「ということは、あれなのね」

　とりあえず。

　私はとっても可愛かわいい自分の執しつ事じに、ちょっとだけ悪戯いたずらしてみることにした。

「スバルは、ジローくんのことが好きなのね」

「！」

「違うの？」

「い、いや、ボクは……」

「あ。もしかして、好きじゃなくて大好きなのかしら？」

「っ！」

　顔をリンゴみたいに真まっ赤かにした後、彼女は消え入りそうな声で「……はい」と呟つぶやいた。

　……うわぁ。

　なんなの、この可愛い生き物。

　どうしよう……これじゃ、もう少しだけいじめたくなっちゃうじゃない。

「そうなんだ。じゃあ、あなたは寝ても覚めてもジローくんのことを考えてるのね」

「うっ……」

「彼の魅力にもうメロメロ？」

「ううっ……」

「ジローくん、激ＬＯＶＥ」

「うううっ……」

「もしかして、今夜の相談の内容はこうかしら。『どうしよう、カナちゃん。ジローのことを考えると、ボクは身体が火ほ照てって夜も眠れなくて……！』」

「カ、カナちゃん！　そこまで言わなくても……！」

　ついにスバルは主あるじの私に懇願してきた。羞しゆう恥ち心しんで、耳どころか全身を桃色に染めて「もぅ……カナちゃんのいじわる……っ」と拗すねた子供みたいに口くち唇びるを尖とがらせる。

　ああ、もう。

　可愛いなぁホントに。

　本音を言えば、恥ずかしがってるスバルの愛らしい仕草をもっともっと見ていたいのだけれど、そろそろやめておこう。これ以上やったらさすがに可哀かわい想そうだもの。

　それに――本当に重要なのは、ここからなのだ。

「……カナちゃん」

　スバルは。

　微かすかに震える声で、言葉を紡いでいく。

「ボクは、これからどうしたらいいんだろう……。正直、こんな気持ちになったのは初めてで……」

「………」

「もう一回、勇気を出してジローに告白しようかとも思うんだけど……ダメなんだ。ジローの顔を見るだけで……その、恥ずかしくなって……ボクはジローのことが好きなんだって意識すると……まともに話すこともできなくて……」

「………」

「だから、本当にどうしたらいいかわからなくて……でも、ボクにはこんなことを相談できる友だちなんて、カナちゃんしかいなくて……だから……だから……っ」

「――わかったわ。スバル」

　優しく。

　私は自分の執しつ事じを両手で抱きしめた。

「カ、カナちゃん……？」

「大丈夫よ、スバル。私が――手助けしてあげる。あなたがジローくんに好きだってちゃんと言えるように、手伝ってあげる」

「で、でも……」

「主あるじにそんなことさせちゃ申し訳ない……とでも思ってるのかしら。バカね。そんなこと考えなくていいのよ。だって――」



　私とあなたは、親友じゃない。



　子こ守もり唄うたでも歌うみたいに囁ささやいて、私は彼女の華きや奢しやな身体を抱きしめる。

　沈黙。

　優しい沈黙だけが部屋を支配した後――。

「……ありがとう、カナちゃん」

　スバルは、私の胸の中で感謝の言葉を告げてくれた。

　――そう。

　これでいいのだ。

　これが、ベストな答え。

　だって――彼女は、私にとってかけがえのない存在。

　この子が幸せになってくれれば、私はそれでいい。

　それが、涼月すずつき奏かなでの選択だ。

　それに恋のキューピットごっこをするのは退屈しないだろう。

　私にあんなことやこんなことを命令されて、恥ずかしそうにしながらも従うスバルは見ていて可愛かわいいだろうし、ジローくんが面白おかしいトラブルに巻き込まれるのを観賞するのも楽しそう。まあ、最後はちゃんとハッピーエンドにしなくちゃいけないけれど。

　ただ、一つだけイレギュラーがあるとすれば――宇佐美うさみマサムネ。

　宇佐美うさみさんだけはどうも苦手だ。

　というか――怖い。

　あの子もジローくんのことが気になるみたいだし、注意しないと。昨日バイト先を見に行った感じだと、そこまで関係は縮まっていなかったみたいだから、今のところは心配ないはず。

　――大丈夫。

　きっとすべて上う手まくいく。

　だって、私は涼月すずつき奏かなでなのだから。

「………っ」

　しかし。

　なぜか――私の心の奥底にはこの選択に納得できていない自分がいた。

　まるで自らの手で歯車を狂わせてしまったような感覚。

　本当にこれでいいのかと迷っているような感覚。

　自分の気持ちを必死に押し殺しているような感覚――。

　どうしたんだろう。

　こんな気持ちになったのは初めてだ。

　これでいいはずなのに。

　きっと退屈もしないし、スバルも幸せになる。

　私の判断は間違ってなんかいないはずなのに……なんなのだろう、この得体の知れない違和感は。

　このままじゃ……何かが致命的に間違っている気がする。

「………」

　でも――いつまでもこんな気持ちじゃいけないのだ。

　なぜなら、今日は８月31日。

　夏休み最終日。

　明日から、二学期が始まってしまう。

　そうしたら――また彼と会わなくちゃいけない。

「―――」

　どうしよう。

　どうしよう、どうしよう、どうしよう、どうしよう、どうしよう、どうしよう、どうしよう、どうしよう、どうしよう、どうしよう、どうしよう、どうしよう――。



　だって――やっぱり。





　私も、ジローくんのことが――。



    


  
    
      



    


  
    
      


あとがき



　お久しぶりです！　『まよチキ！』がアニメ化します。あさのハジメです。

　なぜか、これまで自分があとがきを書くときには何らかの面白おかしいイベントが起きてきました。ジャケットが行方不明になったり、トラックにはねられたり、救急車で運ばれたり。一体次はどんなことが起きるんだろうと戦々恐々としていたのですが、今回はとても嬉うれしいイベントでビックリしています。祝！　アニメ化！

　ついに、この男装執しつ事じラブコメも五巻目！　今回は一学期編と二学期編の間にあたる短編集で、主人公が五人のヒロインと過ごす夏休み最後の五日間がメインです。まだまだ俺おれたちの夏は終わってねえぜ！　そんな感じの物語となっております。

　余談ですが、自分はずっと短編集というものに憧あこがれていました。

　初めて担当様とお会いしたとき、まだデビューもしていないくせに「短編集を書きたいです！」と生意気なことを言ってしまったのをよく憶おぼえています。そのとき「じゃあ出せるぐらいには続けないとね！」と激励していただいたのも懐かしい思い出です。

　それでは、そろそろ謝辞の方を。

　まずは担当の庄司しようじ様。先日は某ロックバンドのうちわを送っていただき、ありがとうございます。あれのおかげで今年の猛暑を乗り切ることができました。今後ともよろしくお願いします。

　今回も目の覚めるようなイラストを描いてくださった菊池きくち政治せいじ様。毎度毎度お忙しい中本当にありがとうございます。『まよチキ！』という作品が、自分自身を含めた一つのチームの力で作られているということに、大きな感謝を。

　編集長の三坂みさか様、編集部の皆様、校正様、デザイナー様、出版や販売に関かかわって下さったすべての方々、一緒にお酒を飲んでくださる作家の方々、コミック版の作画を担当してくださっているにぃと先生、アニメ化に関わって下さっているスタッフの方々。そして、もちろん読者の皆様。

　この『まよチキ！』の連載を続けられるのも、色々とメディアミックスしていただけるのも、すべて皆様方のおかげです。自分一人だけでは絶対にここまで来られませんでした。その事実を決して忘れないようにしながら、これからも日々精進していきます。

　さてさて、それではここで恒例の次回予告のコーナーを。

　六巻から二学期編のスタートです。

　夏休みが終わり、再び始まる学園生活。変わっていく主人公たちの関係と日常。そして――ついに登場するあの部活のトップランカー。新キャラ乱入で、今まで以上に楽しくドタバタしたラブコメになるのではないかと思われます。

　そして、ここで重大な告知です！　この度たび、『まよチキ！』のスピンオフ的なコミックの連載が決定しました！　シナリオは自分が書かせていただき、作画は栄智えいちゆう先生に担当していただきます。

『娘ＴＹＰＥニヤンタイプ』（角川書店刊）にて今秋より連載開始予定で、ストーリーは今まで明かされることのなかった涼月すずつき家の使用人たちの物語。スバルや奏かなではもちろんのこと、新キャラも多数登場しますので、こちらもぜひぜひよろしくお願いします。

　さらに、コミック版『まよチキ！』第一巻がこの小説版五巻と同時発売！　にぃと先生の描かれるキュートなスバルたちは必見です！

　というか、今年の七月に月刊連載がスタートして十月にコミックスが発売って……驚きの速さ！　にぃと先生、本当にありがとうございます。

　コミックス第一巻には、自分もショートストーリーを書かせていただきました。「なぜ五巻の表紙があのヒロインじゃなかったのか？」という疑問に迫ったり、小説の一番最後のページについているモバイルアンケートを使ったキャラ人気ランキングの上位三名を発表したりする、番外編的な会話劇。こちらも一見の価値ありです！

　ではでは。また皆様とお会いできることを願いつつ、ガソリンが燃え尽きるまでアクセル全開ノンブレーキで突っ走って行きたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。
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　　第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて最優秀賞を受賞。
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